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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　歪ゆがんだその唇くちびるが、最後にどのような言葉を紡つむいだのかは分からない。


　別べつ離りの挨あい拶さつか。憎ぞう悪おの讒ざん謗ぼうか。善ぜん意いの助言か。それとも意味のない繰くり言ごとか。


「────」


　言葉を載のせて届とどけるべき声は、少年の鼓こ膜まくに届とどく事なく……荒あら々あらしい銃じゆう声せいに引き裂さかれ空中に散った。


　硬かたい地面を棒ぼうで思いっきり叩たたいたかのような……そんな痛みにも似にた感かん触しよくが、掌てのひらから肩かたに向かって走る。時には大人おとなの手にさえ余る程の、強きよう烈れつな大だい口こう径けい拳けん銃じゆうの反動。それなりに訓練を重ねてはいても、やはり子供の手で捌さばききるには少々無理があるのかもしれない。


　金色の空から薬やつ莢きようが高々と空中に舞まった。


　無む我が夢む中ちゆうで撃うった一弾。それは少年にのしかかりつつあった巨きよ大だいな影かげの頭部──正確には頭部と思われる場所に命中した。


　ぽつんと冗じよう談だんのように小さな穴あなが穿うがたれ……後頭部からは華はな々ばなしく血と骨こつ片ぺん、そして脳のう髄ずいの残ざん骸がいが噴ふき出す。この期ごに及およんでも変わらぬ鮮せん血けつの紅あかさが、少年の眼めにはむしろ奇き異いに映った。


　大口径の軟弾頭ソフトポイントは貫かん通つう力りよくには乏とぼしいが、代かわりに目標体内で潰つぶれて変形し、その身に帯おびた発射速度ベロシテイを全すべて破は壊かい力に換かえて放ほう出しゆつする。威い力りよくという意味では超ちよう小こ型がたの爆ばく弾だんにも等ひとしい。


　ちぃん──


　涼すずやかな音をたてて空薬莢カートリツジが石いし畳だたみの上に跳はねた。


　影かげが──発ぜん条まいの切れた機から巧くり人形のように、動きを止める。


　同時に、凝ぎよう縮しゆくされていた少年の時間が再び元の流れを取り戻もどした。


「はっ……はあっ……はあ……はあ──」


　恐きよう怖ふと焦しよう燥そうと悲ひ哀あいと──幾いくつもの感情に押し潰されていた視覚と聴覚が、再び広がって行く。あれほど激はげしかった動どう悸きが落ち着きを取り戻し、体温が急速に冷えて行くのを少年は感じていた。


　空には雨。地には街まち。


　さびれた……いっそ廃はい墟きよと言ってもいいような街がい区くの片かた隅すみ。


　建物の壁かべに走る幾いく条じようもの亀き裂れつ。地に散さん乱らんする硝子ガラスの破片。折れ曲がった標ひよう識しき。放ほう置ちされ錆さび付ついた自転車。


　諸もろ々もろのものが描えがき出す荒こう廃はいしきった街の姿。


　そこに少年はいた。石畳を尻しりの下に、崩くずれかかった建物の壁を背に、そして黒く濡ぬれた大型の自じ動どう式しき拳けん銃じゆうを手にして、座すわり込んでいる。


　他ほかに人の姿すがたは見えない。動くものもない。冷たく色いろ褪あせた灰はい色いろの世界。陰いん々いん滅めつ々めつたる情じよう景けいの中で、激はげしくも単調な雨あま音おとが響ひびいている。


　少年は呆ぼう然ぜんと自分の正面に立つ巨きよ体たいを見つめた。


　降りしきる雨の中に立ちつくすその姿は、ひどくいびつで禍まが々まがしい。


　半なかばでたらめに創つくり上げられた人体の誇張図カリカチユア。四し肢しと頭部を備そなえてはいるが、幼よう児じの手に成なる粘ねん土ど細ざい工くのように、その姿は歪ゆがみ、生物としての均きん衡こうを著いちじるしく欠かいていた。


　ありとあらゆる部分が変形したその身体からだの中で──奇き跡せきのように以前の形を残したままの胸元に、小さく紅あかい字が綴つづられている。





　── I pledge my heart to be back to you as a human ──





　誓ちかいの言葉。守られる事のなかった約やく束そく。


　その償つぐないが……この結果だとすれば、それはあまりに無責任と言う他はない。引き金を引いたのはその宣せん誓せい者しやではなく、少年なのだから。


「ど……」


　全身ずぶ濡ぬれになりながらも、喉のどの奥おくは乾かわききっていた。粘ねばっこく口の奥に張り付いていた舌が、震ふるえながら言葉を紡つむぎ出す。


「どうして……どうしてこんな──」


　力つきたように少年は銃じゆうを降おろす。銃身が石畳に当たって硬かたい音をたてた。


　立ちつくす影は答えない。答えられるはずもない。死は、生せい者じやと亡もう者じやの間に厳げん然ぜんと横たわる、超ちよう越えつ不ふ能のうの壁かべだ。


　立ちつくしたままの異い形ぎよう。そこに生命の痕こん跡せきはもうない。少年の放はなった一弾が根こそぎ持ち去ってしまった。まとわりつく雨粒は死体に残る体温を急速に奪うばい、石畳にぶちまけられた血の紅さえもを迅じん速そくに洗い流してゆく。


　銃器を用いた対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうにおける基本。一撃一殺ワンシヨツト・ワンキル。機会は唯ゆい一いつにして無む二に。迅速な一いち撃げきにて脳を構成する肉体組織の五割以上を破は壊かいすべし──そんな言葉が今いま更さらながらに少年の脳のう裏りをよぎる。


　咄とつ嗟さの事だった。全て終わった瞬間に初めて、少年は自分の行こう為いを認識した。何かを考えている暇はなかった──なかったと思う。生存本能に促うながされ、彼に教え込まれたものが、無意識の内に出たのかもしれない。そう思いたかった。


　しかし──


「僕は……」


　後は恐おそろしくて言葉にならない。


「僕は──僕が……」


　──ボクガ殺シタ。


　代わりに頭の中で誰だれかが糾きゆう弾だんの言葉を発する。発せられた言葉は消える事もなく、ぐるぐると少年の脳裏を回っていた。


　ボクガ殺シタノダ。カレヲ──ボクガ殺シタ。コノボクガ──


「なんで──」


　そんな事がある筈はずがない。あってはならない事だった。


　彼に拾われた。拾われなければ野の垂たれ死んでいた。読み書きを習い、銃の扱あつかい方かたを教わった。生きるために必要な全てを、少年は彼から学んだ。


「僕は……」


　彼に救ってもらった命だった。彼のために死ねと言われれば、少年は一いつ片ぺんの疑念も抱いだかずに自みずからの命を絶たったろう。彼に奪うばわれるのならば……ある意味で、それは仕方のない事だった。他の何者に殺されるよりも、満足すべき運命である筈だったのだ。


　なのに。


　──殺シタ。


　カレヲ殺シタ。殺シテシマッタ。カレダッタモノヲ──


　自分が生きるために、彼の命を奪った。彼から与あたえられた命を彼に返す事もなく、さらに彼から奪い取ってしまった。生命と時間と知識と、そして恐らくは愛情と──諸もろ々もろのものだけでは飽あきたらずに。


「僕は──」


　ナンテ浅マシイ──


　それが罪つみなら罰ばつせられるべきだろう。


　だがここに居るのは罪ざい人にんだけだ。裁さばく者ものも咎とがめる者もなく、物言わぬ死体と少年だけが、雨の中で向かい合う。ただ償つぐなわれる事のない罪の重さだけが、咎とが人びとの上にのしかかる。


「ああ……」


　少年は銃を棄すてて立ち上がった。


　彼に襲おそいかかる直前の姿で立ちつくしたまま、生命活動を終えたその物体。濡ぬれて揺ゆれる少年の視し界かいの中で、その異形の胸に書かれた文字だけが、鮮あざやかに映はえていた。


　時間は戻らない。奇跡は起きない。世界はどこまでも冷れい酷こくだ。


　そして。


　何かを振り切ろうとするかのように、少年は空を振り仰あおぎ──


「あああああああああああああああああああああっ！」


　高く高く吼ほえた。
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　眼めが視みえるという事を嘆なげく人間はいないだろう。


　耳が聴きこえる事を嘆く人間もいまい。味覚や嗅きゆう覚かくも同様だ。生まれながらに備そなわっている五感能力について、その存在の是ぜ非ひを思い悩む人間はいない。備わっていて当然のものなのだから。


　だからカペルテータも、その能力についてあまり悩なやんだ事はない。普ふ段だんは意識すらしない。それは彼女にとって生まれた時から自身と共にあったものであり、彼女という存在を構成する要素の一つに過ぎなかった。今ここに在ある自分を否定してみたところで、何も始まらない。だからその是非を思い悩んでも意味がない。


　それがどれだけ他人には異質な能力だとしても……だ。


　問題はむしろそれに振ふり回されず、使いこなせるかどうかだ──瞼まぶたを閉じ、あるいは耳を塞ふさぐのと同様、望めば使わずに済すむかどうか、という事を含ふくめて。


　非常に特とく殊しゆな知覚能力。


　それが彼女には備わっている。希け有うな──他の人間から見れば彼女の姿と同様、奇き妙みようとも異常とも思える能力である。実のところ日常生活には何の役にも立たないのだが、たまにその知覚が興きよう味み深ぶかい情報を捉とらえる事がある。


「……ん……」


　眼の上──眼がん窩かと額ひたいの境目よりやや上。そこにむずがゆさを感じて彼女は振り向く。


　窓の外には特に変わり映ばえのしない街まちの風景が延えん々えんと流れていた。


　トリスタン市。人口約四十万。帝てい都とロンバーグを衛えい星せい状じように取り巻く地方都市の一つ。


　首都に比くらべると地価が安く、用地確保が容よう易いなためか、様さま々ざまな新しん興こう企き業ぎようが進出してきては大規模な工場や最近流行の高層建築──このアルマデウス帝国では、五階建て以上のものをそう呼んでいる──を建てているのが目立つ。


　愛あい想そのない色に塗ぬり込められた丈たけ高たかい建物の群むれ。一見すれば、それらはひどく陰いん気きなものにも見えるが……三十年前の大だい惨さん事じで一度壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを被こうむり、再建が遅ち々ちとして進まない帝都ロンバーグの事を思えば、むしろこの街に満ちる活気の証あかしといえた。


「…………」


　普ふ通つうの人間には、何が彼女を振り向かせたのか、決して分かりはしないだろう。しかし彼女は、そこにあるものを視し認にんするのと同じくらいの当然さで、それを知覚していた。


「──どうした？」


　運転席から尋たずねてくる声は……ひたすらに物もの憂うい。


　カペルテータは表情を変えず、振り向きすらせず、静かな声で言った。


「車──あっちに向けてください」





　　　　●　　●　　●





　みちり……と音をたてて肉が歪ゆがんだ。


　押おさえ付けられたのでも、引っ張られたのでもない。自発的な動き。まるでその部分が別個独立の生き物であるかのように震ふるえ、波打ち、形を変えて行く。変わって行く。


「トムスン先生──」


　恐きよう怖ふに震える声が呼よぶ。


　だが彼は──ジェームズ・トムスン医い師しは答えない。代かわりに……がらんがらんと派は手でな音をたてて、彼を包んでいたものが白い床ゆかを転ころがる。


　樹じゆ脂しと革かわと、そして鋼こう鉄てつによって造つくられた衣ころも。それは無理矢理引き裂さかれたかのように、無む惨ざんな様よう相そうを呈ていしていた。


「モールドが……」


　その意味を誰だれもが知っていた。その後に来るであろう事態についても。


　繊せん維い質しつの組織が引きちぎれる音をたてながら──さらに肉が歪む。変形する。骨さえもがぎちぎちと擦こすれ合いながら形を変える。ジェームズ・トムスンという人間を構成していた輪りん郭かくが、崩くずれる。破れる。狂くるってゆく。まるで、それまで彼を定義していたその形から、脱しようとしているかのように。さなぎから羽う化かする蝶ちようのように。


　ゆっくりと。だが確実に。決定的に。別の何かになろうとするかのように──


「先生──」


　もう一度。もう一度だけ。虚むなしい希望を込こめて看かん護ご婦ふ達が呼ぶ。震える声が彼を引き戻もどそうと呼ぶ。だがトムスン医師は答えない。答えず、ただ彼は変わり続ける。


「に……逃げ──」


　彼の助手を務つとめていた若い医師や看護婦達が、背中で壁かべを拭ふくようにして移動し始める。彼を刺し激げきしないように……出口へ向けて、ゆっくり、ゆっくりと。床を蹴けって駆かけ出そうとする脚あしを必死になだめて。


　けたたましい音が響ひびく。


　看護婦の一人がつまずいて、消しよう毒どく液えきが入った平ひら容よう器きをひっくり返してしまったのだ。平容器は、消毒液に濡ぬれた床を思いの外ほか、長々と滑すべって行き、トムスン医師の脚に──もはやそれは脚と言っていいものかどうか、躊躇ためらわれるような器き官かんに変形していたが──当たった。


「ひっ……」


　無む造ぞう作さに彼が振り返り──看護婦達が悲ひ鳴めいを喉のどに詰つまらせる。


　それは人間としての終わり。人間たる事の放ほう棄き。


「──嫌いや……」


　恐怖に歪む看護婦の顔を、いつの間にか五つに増ふえた眼がん球きゆうが映す。本来の位置に二つ。その外側の左右に一つずつ。眉み間けんに一つ。まるで昆こん虫ちゆうの複眼のように、異質な光り方をする五つの蒼あおい瞳ひとみが、逃にげようとする者達をじっと見み据すえている。


　トムスン医師は目の前の患かん者じやと、助手、そして看護婦達とをじっくりと見み比くらべた。


　麻ま酔すいをかけられ、無力に手術台に横たわっている患者と……必死の形ぎよう相そうで手術室から逃のがれようとしている看護婦や、助手と。


（どちらがいいだろう？）


　トムスン医師は濁にごり始めた意識の奥おくで考える。


　身体からだの変化に促うながされ、精神の形も変化して行く。それまで意識を満たしていた恐怖と絶望が色いろ褪あせ、本能の遥はるかな奥底から持ち上がってくる歓かん喜き──


（どっちと遊ぶのがいいだろう？）


　彼は患者に、生はやしたばかりの触しよく手しゆを伸のばした。触手の先せん端たんには爪つめがついている。ただし爪と言っても、メスにも等ひとしい大きさと鋭するどさを備えた代しろ物ものだ。彼はそれを──無む造ぞう作さに患者の腹へと突つき刺さした。


　だが患者は動かない。


　爪を左右にこじると、突き刺された腹はらの傷きず口ぐちからどろどろとした血が流れ始めた。


（つまらない）


　トムスン医師は思った。


　高度な手術にあたって全身麻酔を施ほどこされ、筋きん肉にく弛し緩かん剤ざいをも投とう与よされた肉体は、反応が乏とぼしい。嗜し虐ぎやくという観点から見れば死体と同じだ。彼はそれが不満だった。


（つまらない。これは、つまらない。面おも白しろくない。どうしたら面白いだろう？　あっちの方が面白いかもしれない。あのまんまるの眼めに爪を突き刺したら面白いかも。いやいや。それよりもあれをえぐり出した後で潰つぶす方が面白いのじゃないだろうか。ぷちゅっと。火傷やけどの後の水すい疱ほうを潰すみたいに……）


　彼はその感触を想像して歓喜に震えた。


（すてきだ。すてきだ。とってもすてきだ。潰そう潰そう。目玉を引きずり出して、潰そう。ぷちゅっと。きっと彼女たちはすてきな声で啼ないてくれる。酸素をたっぷり含ふくんだ、真まっ赤かな真っ赤な血も吐はいてくれるかな。踊おどるみたいに痙けい攣れんしてくれるかもしれない。なんてすてきなんだろう）


　四本に増えていた脚を……軟なん体たい動物のそれのような器官を、わさわさと動かしながら、トムスン医師は数分前まで自分の同僚であった者達の方へと近づいて行く。


　にたあ──とこれだけは以前と変わらぬ唇くちびるが笑えみの形を成なした。


「こ──来ないで……！」「逃にげろおっ！」「ひああああっ！」


　助手と看護婦達が弾はじかれたように動き出す。身体を縛しばり付けていた恐怖という名の縛ばく鎖さが限界を超こえて、弾はじけ飛とんだのだろう。しかし……


　──るうううううごおおおおおあっ！


　トムスン医師の唇から声が迸ほとばしる。


　幾いくつもの声が重なり合ったような、複雑で分ぶ厚あつい響ひびき。獣けものの遠とお吠ぼえにも似にた、しかし明らかに違ちがう何かを含んだ声。


　同時に──助手の両の膝ひざが、ずれた。


「ひっ──!?」


　固定が甘あまくて外はずれてしまった人形の部品のように……勢い余った膝から上が、ずるりと前に滑すべる。切断されたのだと気づいた時、助手はもう自分の足の上から滑り落ちていた。


「ぎあああああああああっ!?」


　転ころがって仰あお向むけになりながら、絶ぜつ叫きようする助手。まるで脱ぬぎ捨てた長靴ブーツのように、彼の膝から下は白い病院の床ゆかに直立していた。


　膝の切断面から、思い出したかのように鮮せん血けつが流れ始める。


「あっ！　ああっ!?　あ！　ああ！」


　苦く悶もんか。驚きよう愕がくか。焦しよう燥そうか。何にしても意味のない声が助手の唇から漏もれ落ちる。


　だがどういう切断の仕方をしたのか……切断面の大きさに比くらべると、出血量そのものは微び々びたるものだ。遊ぶ前に彼が失血死してしまっては意味がない。さすがに元々医者だけあって、そういうところはきちんと考えているトムスンであった。


「ひいいいいいい──っ！」


　看護婦達は哀あわれな助手には見向きもせずに、転がるようにして廊ろう下かを逃げていった。だがこの状況下では、彼女らを薄はく情じようと謗そしれまい。哀あわれにも一人残された助手は、呼吸困難に陥おちいっているかのように、ぱくぱくと口を開け閉めしながら、彼を見つめている。


（遊ぼうよ。ねえ、君──）


　トムスン医師は曲がった背中をさらに大きく丸めた。倒れた助手の高さにまで顔を降ろしつつ、その側そばに這はい寄よる。五つの眼球が、ある種の期待を込めて犠ぎ牲せい者しやを見つめていた。


「あ──ああ……あああああああっ!!」


　助手は恐怖に絶ぜつ叫きようしながら、手を振り上げる。


　握にぎりしめた拳こぶしから──いつの間まに手にしていたのか──メスの鋭するどい先せん端たんが生はえていた。


　助手は躊躇ためらいもなくメスを握った拳を、トムスン医師の顔に振り下ろした。


「あああ！　あ！　あああああっ！」


　言葉にならない叫さけびを発し、涙なみだを流しながら助手は逆さか手てに持ったメスを、かつての同どう僚りようの──同僚の医い師しだったモノの顔に突つき立てる。一度、二度、三度、四度……繰くり返し、繰り返し突き立てる。


　だが──


　凶きよう器きを持った手が止まる。


　彼の顔にできた幾いくつもの傷きず跡あとから流れ出た血は……床に滴したたる間もなく止まった。


　傷口が閉じたわけではない。むしろ傷口はみちみちと音をたてて、自みずから開いて行き……


　くひひひひ。


　嗤わらった。


　くひ。くひひ。くひへ。くひひひひひひ。ひへへへ。


　小さな傷口はいつの間にか『口』となって嗤い始める。


「ひっ……」


　その幾つもの傷口に、唇くちびるが生じ、歯のようなものさえ生え揃そろっていく様さまを見て、助手の手からメスが滑すべり落ちた。ズボンにじわりと黒い染しみが広がって行く。失しつ禁きんしたらしい。


（さあ。遊ぼうか）


　トムスン医師は触しよく手しゆを伸のばして、優しく助手の瞼まぶたに触ふれる。


「ア、アアア、アアアソ、アソ、アソボ、アソソソオオボウウ、ウウオオオ、オクワアアアアアアアアア──……」


　愉たのしそうに愉しそうに……幾つもの口が合がつ唱しようした。





　　　　●　　●　　●





　状じよう況きようは逼ひつ迫ぱくしていた。


　構図としては単純な事件である。通とおり魔ま事件と大差ない。計画性もなければ背後関係もない。厄やつ介かいな相手が立て籠こもったのが、中規模の病院であった──というだけの話だ。


　多くの医師や看かん護ご婦ふ、事務員などはさっさと逃にげ出してきた。だが入院中の患かん者じやを含ふくめ、避ひ難なんが間に合わなかった者、下へ手たに動かせば生命に危険が生じる者など……十数名がまだ中に残っている。事実上、人ひと質じちをとられた形になる。


　場所が場所だけに迂う闊かつな突とつ入にゆうはできない。相手を刺し激げきするのも得とく策さくではない。説せつ得とく交こう渉しようの余地がある相手でもない。そもそも武ぶ装そう警けい官かんが百人集まっても、どうこうできるような相手でないのは、誰だれもがよく知っていた。


　しかし──


「──来ない!?」


　一いつ瞬しゆん、冗じよう談だんかと思ったのかもしれない。


　病院周辺を封ふう鎖さしている警察部隊の指し揮き官かんは、笑顔で相手の顔を見──笑わない彼女を前にして、彼の表情は驚おどろきと怒いかりに染そまっていった。


「来ない？　来ないといったか？　ほう、そいつは大変だ！」


　皮肉をたっぷり載のせた口調でそう言うと、指揮官は彼女に詰つめ寄よる。


　彼女──ネリン・シモンズは露ろ骨こつに顔をしかめた。


　この警察官が自分をどう見ているのかは、大体想像が付く。


　小こ柄がら。しかもやや童どう顔がん。長く癖くせのない髪かみ。かてて加えて、やや下がり気ぎ味みの大きな碧へき眼がんのためか、あるいはそれを覆おおう眼鏡めがねのためか……必要以上に、彼女の容よう貌ぼうは幼おさなく大人おとなしそうな──言い換かえれば気弱げな印象を、見る者に与あたえる。


　自分の容よう姿しが、初対面の相手には何かと侮あなどられ易やすい事を、ネリンはよく自覚していた。相手が与くみし易そうに見えれば、しばしば人は尽つくすべき礼れい儀ぎを忘れる。


　髪型でも変えれば多少は印象も変わるのかもしれない。だが母譲りの栗くり色いろの髪は、彼女の数少ない自じ慢まんの種たねである。その髪型には彼女なりのこだわりもあった。


「現在、我わが支局に登録しているＴＳには、動ける者がいないのです。強きよう制せい待たい機き期間中の者が二名、負ふ傷しようして入院中、あるいはモールド修理中の者が五名。旅行中で連れん絡らくのとれない者が一名……それで全すべてです」


　努つとめて冷静な口調を維い持じしながらネリンは言った。


　彼女の語ったのは厳げん然ぜんたる事実だ。怒ろうが喚わめこうがそれは覆くつがえし様ようがない。


　しかし──


「で、そうなると我われ々われはどうすればいいのかな、ええと──シモンズ監かん督とく官かん殿どの？」


　大柄な指揮官は、ネリンを見下ろすようにして言った。ネリンとは対照的に……こちらはただ立っているだけでも威い圧あつ感かん満点である。


　ネリンと比くらべると、背せ丈たけは頭一つ以上高く、肩かた幅はばも大きい。体重に至っては彼女の倍以上あるだろう。角かく張ばった顔立ちと短みじかく刈かり込んだ黒髪、固そうな口髭ひげと顎あご髭ひげ、そして眉み間けんに刻きざまれた縦たて皺じわが、いかにも気き難むずかしそうな印象を与える。


　年ねん齢れいは三十代後半といったところか。現場指揮官としては若い方だろう。小型のクリップで胸に留とめられた認カ識ー票ドには、名前と階級が記しるされていた。


　ブライアン・メノ・モデラート警けい部ぶ。


　メノ──貴き族ぞくらしい。それも末まつ端たんの……恐おそらくは騎き士し級きゆうだ。


　この国アルマデウスでは貴族制度が形けい骸がい化かして久しい。一部の特権的な上位貴族達を除き、大多数の貴族達が領りよう土どと領民を失い、徴ちよう税ぜい権けんを失った今──彼等と平へい民みんを明確に分ける一線は、その名前の中にのみ残されていた。


「手出しをするなとおっしゃるが、事件現場を指くわえて眺ながめたまま、案か山か子しみたいに突つっ立っていろと？」


　ブライアンは問題の病院を顎あごでしゃくる。


　警察部隊の存在を知ってか知らずにか……相手は外から分かるような、目立った動きをしていない。三階建ての白い建物は、為なす術すべもない警官達をただ静かに睥へい睨げいしていた。


「で──いつまで？　いつまでここに、こうしていればいい？　日が暮くれるまでか？　それとも患者が皆みな殺ごろしになるまでか？　ふざけるな！　ストレイト・ジャケット共の管理は貴き様さまらの仕事だろうが！」


　白い手て袋ぶくろに包まれた拳こぶしが、傍かたわらに停とめられた指揮車の装甲板を叩たたいた。


　無論、その程度では鋼はがねの装甲板はびくともしないが、響ひびいた音はかなり派は手でだった。現場封鎖に従事している警官達や、その外側から覗のぞき込んでいる野や次じ馬うま達の視し線せんが、こちらに集中するのを感じて、ネリンは眉まゆをひそめる。


「ご立りつ腹ぷくされる気持ちは、分かりますが」


　ネリンは苛いら立だちを懸けん命めいに抑おさえながら言った。


　怒ど鳴なりたいのは彼女も同じだ。だが、ここで怒鳴り合っても何も解決しない。むしろ事ことが終わった後で、市民から失笑を買うだけだ。どうしてこの警官はそんな事も分からないのだろうか。


「事実は、動かし様ようがありません。現在、ガーシュイン支局に代かわりのＴＳを手配するよう要よう請せいしています。これが現状で採とり得うる最さい善ぜんの……」


「何が『最善』か！」


　ブライアンは憤ふん然ぜんたる口調で怒鳴る。


　実のところ、ネリンは彼の部下でもなければ警察官でもない。彼のような地方公務員でさえない。一級資格試験に合格した、国家公務員である。着任して半年にも満たない新しん米まいであるのは事実だが……現場に際して与えられる権けん能のうとしては、彼女の方が上だ。一警官に怒鳴られる筋すじ合あいなどない。


　とはいえ──


「さんざん待たせて、挙あげ句くに来たのは口先だけ達たつ者しやな小こ娘むすめ一人か!?　労ろう務む省しようも随ずい分ぶんと人手不足と見えるな！」


　ただでさえ女性の進出の遅おくれている軍や警察では、女性軽けい視しの傾けい向こうが強い。旧ふるい価値観を引きずっている貴族階級の出でとなれば尚なお更さらだ。無論、前述のようにネリン自身の容よう姿しも関係してはいるが。


「こうしている間にも、奴やつが何を始めるかわからないのだぞ!?　中に残っている患者達の生命が危険にさらされている！　今すぐに行動する事が必要だ！　こんな単純な事実が何な故ぜ分からない？」


　正論だ。正論だが何の力もない。ただ正しいというだけではどうにもならない事が、この世には厳然と存在する。それを不本意ながらもネリンはよく知っていた。


「だからといって……」


　声に険けんが混まじるのが自分でも分かるのだが、どうしようもない。さすがに『口先だけ達者な小娘』呼ばわりされて黙だまっていられるほど、ネリンも人間ができていなかった。


「貴方あなた達が力ちから押おしで突入しても皆殺しになるだけです！　下へ手たに刺し激げきするのも同じ！　そんな単純な事が、どうして分からないんですか？」


「何だと？」


　ブライアンのこめかみに血管が浮うかび上がる。だがネリンは臆おくせずブライアンを正面からにらんで言い放はなった。


「ただ銃じゆうを撃うって突っ込むだけなら馬ば鹿かでもできます！」


「貴き様さま──」


　ブライアンは激げつ昂こうしてネリンの外がい套とうの襟えり首くびをつかみ──


　その瞬しゆん間かん。


　ごとりと鈍にぶい音がして、いかにも官給品らしい灰はい色いろの外套の内から、鋼はがねの塊かたまりが落ちる。ブライアンはそれを見て一瞬……眉み間けんの縦たて皺じわを深めた。


　ＡＭＩ〈ハンティング・ホーク〉自じ動どう拳けん銃じゆう。


　監かん督とく官かんに供きよう与よされる装そう備び品ひんの一つであるが、小柄な、しかも若い娘であるネリンには明らかに不ふ似に合あいな品だ。軍用銃でさえこれほどに厳いかめしい外観はしていない。対人用としては強力にすぎるその使用弾だん薬やくは、一いち撃げきで人間を二つに引き裂さくともいわれる。


　拳銃としては異い様ように大きな銃口が、恨うらめしげに虚こ空くうをにらみつけている。それは『殺さつ傷しよう』ではなく『破壊』の威い圧あつを込こめた空くう洞どうだった。


「…………」


　ブライアンは黙だまってその手を離はなす。


　意外にも彼は身を屈かがめて銃を拾い、少し眺ながめてから──ネリンに差し出した。


「ど、どうも……」


　素す早ばやく襟えり元もとを直し、ずっしりと重いその銃を受け取りながら……ネリンは気まずい想おもいで言った。慌あわてて出てきたために、ホルスタの留とめ具ぐのかかりが甘あまかったらしい。間ま抜ぬけだ。確たしかに『口先だけ達者な小娘』といわれても返す言葉がない。


　だが……


　護ご身しん用ようという名目には不ふ相そう応おうな程ほどに大きな拳銃。小柄な体たい軀くには文字通り荷が重い代しろ物ものである事は、誰だれよりもネリンがよく理解していた。そしていざ最悪の事態ともなれば、その強力すぎる程の凶きよう器きでさえ、気休め程度にしかならない……という事実も。


　だがそれでも、ネリンはそれを腰こしに吊つって現場に出向くし、自発的に射撃教習も受けている。いまだに腕うでは二流の域いきから出ない事からすれば、射撃に関する才能がないのであろうが……やるべき事、やれる事がある内は、とにかくやっておくのだと、いつも彼女は自分に言い聞かせている。


　与えられた状況内で最大限の努力をする。それが彼女なりの、生きる上での『戦い方』であった。


「意外に……使い込んでいるな」


「え、ええ──まあ。ちっとも上う手まくなりませんけど」


「戦い方は人それぞれだな──すまん、失言だった」


　ブライアンは自分に言い聞かせるようにして言い──頭を下げた。


「あ、いえ、こちらこそ……」


　この時初めてネリンは、この大柄な警官に好印象を持った。単純で短気だが、決して独どく善ぜん的てきではない。少なくとも自分の非を素直に認めるだけの度量がある。世が世なら、民たみに慕したわれる良い騎き士しになっていたかもしれない。


「どうにも歯がゆくてな──つい苛いら立だってしまった」


　ブライアンが後方を振り返る。


　焦しよう燥そうを含んだ彼の視し線せんが示す方向へと、ネリンも眼めを向ける。そこには警官達に付き添われて、数人の男女が悲ひ壮そうな表情で事件現場を──病院を眺めていた。


　中に残されている者の家族らしい。まだ事件の詳しよう細さいは知らされていない筈はずだが、現場の物もの々ものしい様よう子すに不安を覚えているのだろう。その中でも、まだ十歳にも満たないような少年が、不安そうに母親の服の裾すそをつかんでいる姿すがたが……ひどくネリンの胸を痛ませた。


「お父さんは？　ねえ、お父さんは？　お母さん、ねえ──」


「…………」


　懸けん命めいに尋たずねる少年。だが母親は沈ちん黙もくする事でしか報むくいる事ができない。


　幼おさないとは言っても、もう死という概がい念ねんが認識できる年ねん齢れいだ。それが不ふ可か逆ぎやくの──取り返しのつかない事じ象しようであり、再会という希望のない別べつ離りである事も理解できる年とし頃ごろだった。


　世界の善ぜん意いを信じ、神の恩おん恵けいを信じ、無む邪じや気きに喜びを享きよう受じゆできる筈はずの幼よう少しよう時代。


　容よう赦しやなく記き憶おくに刻きざみ込まれる肉親の死という出来事が、その未み成せい熟じゆくの魂たましいをどれだけ深く抉えぐるか……ネリンは知っている。とてもよく知っている。


「ねえ。お父さんは……大だい丈じよう夫ぶだよね……？」


　確かに、居ても立ってもいられない気分になるだろう。何もできない自分達を歯がゆく感じるブライアンの気持ちは、人として当然のものだ。


「……ガーシュイン支局管かん轄かつの奴やつ等らは、どれくらいで到とう着ちやくする予定になっている？」


「早くて……一時間後と聞いています」


　絶望的な時間だ。


　既すでに事件発生から一時間近くが経過している。更さらに一時間後となると、病院に残された者達は皆殺しになっている可能性が高い。だが……下へ手たに相手を刺激すれば、もっと被害が広がる可能性もある。


　そもそも相手の『等級クラス』さえまだ判明していないのだ。


　現在、簡かん易い式しきの計測器を設置、更に警官達が逃げてきた者達から事情聴取をして『等級』の特定を急いでいる。可能性としては低いが、場合によっては軍への出動要請、市し街がい全ぜん域いきの封ふう鎖さ、戒かい厳げん令れいなども考こう慮りよに入れねばならない。


「万一の事がある……野や次じ馬うま達を、可能な限り遠ざけよう。待つ事以外、今の我われ々われにできるのはその程度だろうからな」


「お願いします」


　自じ嘲ちよう交まじりの表情で言うブライアンに、ネリンは頭を下げた。彼は側そばに居た部下に指示を出し、自分も彼等を手伝おうと、野次馬達の群むれの方へ歩いて行く。


　一時的とはいえ、ネリンの側には警官の姿がなくなった。


　その時──


「あなたが管理局の監督官ですか……？」


　陶とう鈴れいを鳴らすような声がネリンの背中に触ふれた。


　振り返ると……いつからそこに居たのか、装そう甲こう指し揮き車しやの脇わきに、ネリンよりも小柄な人ひと影かげが立っている。子供だ。声の質からすれば十代前半の少女だろう。しかし……
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「そう……だけど？」


　ネリンが戸と惑まどった理由は二つあった。


　一つはその声だ。


　愛らしい声こわ音ねではあるのだが……それは抑よく揚ように乏とぼしく、緊きん張ちよう感かんというものを根こそぎ欠かいていた。冷たくも暖かくもない。明るくも暗くもない。そこには何の感情も響ひびいていない。まさしく鈴すずの音ねそのもののように──ただ淡たん々たんと音を発するのみだ。


　この物もの々ものしい封鎖区域の中にあって……呑のん気きともとれるその声は、ひどく場ば違ちがいなものに聞こえた。


　そしてもう一つは、その少女──だろう、恐おそらくは──が、すっぽりと頭を覆おおうようなフード付きの外がい套とうを着ていた事であった。


　まるで顔を隠かくそうとするかのように。


「あなたは誰？　ここは立入禁止──」


「魔法士ソーサリストは……？」


　物もの怖おじせずに少女は質問を重ねてくる。


　普ふ通つうの子供が興きよう味み半分や好こう奇き心しんで尋たずねているのではない──ネリンはそう感じた。


　少女の口調が、質問というより確認のそれであったからだ。その声はやはり淡たん々たんとしていて、そこには特に感情と呼べるような起き伏ふくは読み取れない。だがそれ故ゆえにこそ……事務的な口調に込められた意い図とは、はっきりと際きわ立だつ。


　この少女は今、病院内で起きている事件の種類を知っている。そしてその状じよう況きように対たい処しよできる唯ゆい一いつの人材が、この場にいない事にも気づいているのだ。


　無論、注意深く知識のある人間なら、その位くらいは気づいても不ふ思し議ぎではないが──


「ここは立入禁止なの。どこから迷い込んだのかは知らないけれど……」


「魔法士は……まだ到着していないんですか？」


　もう一度少女が尋ねてくる。横おう柄へいな響きではないが、丁てい寧ねいな口調でもない。ネリンはその無ぶ遠えん慮りよさに一瞬、むっとしたが──相手は子供、と自分に言い聞かせ、短くため息をついた。気に入らないなら単に無む視しすればいいものを、ついつい応じてしまう生き真ま面じ目めさ、律りち儀ぎさは彼女の美点でもあり、同時に欠点でもある。


「いないわ。他ほかの市から呼んでいるけど、来るのが遅れているの」


「到着は……？」


「……早くて一時間後」


　ネリンの言葉に少女は小さく頷うなずく。


「もし〈カウント〉級以上なら、周囲の人間も含めて全ぜん滅めつするのに充分な時間ですね」


「…………」


　嘲ちよう笑しようも悲ひ嘆たんも恐きよう怖ふも含まないだけに、それはネリンの耳にとても辛しん辣らつに響いた。少女の意図がいずこにあるにせよ、彼女の言葉は労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくの、そして彼女の不ふ手て際ぎわを指し摘てきするように聞こえたのである。


　ネリンが言葉を失っていると……少女は更に淡々とした声音で尋ねてきた。


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストがいれば……状況を打だ開かいできますね」


　ネリンは一瞬ながら硬こう直ちよくした。やはり──関係者か!?


「……いるの!?」


　思わず少女の肩をつかもうとするが、少女は意外に素す早ばやい仕し種ぐさでほんの少し身をずらし、ネリンの手を避よけた。そのまま動きを止めず、踵きびすを返して、すたすたと歩いて行く。


　確かに戦術魔法士Ｔ・Ｓがいれば状況を打開できる。いや。戦術魔法士しかこの状況には対処できない。それ以外の人間が百人集まっても、恐おそらくは無む駄だだ。


　基本的にトリスタン市かその近きん隣りんに在住している魔法士は全すべて把は握あくしているが……もしかしたら、旅行か、あるいはある種の事情で、偶ぐう然ぜんこの市に滞たい在ざいしていた戦術魔法士がいたのかもしれない。


　だとしたらそれは願ってもない幸運だ。いっそ奇き跡せきと言ってもいいだろう。監督官権限で緊急協力を要よう請せいできる。管理局からの──つまりは監督官の協力要請を魔法士は断ことわれない。そう魔法士法に定められているのだ。


「ちょっと、あなた……！」


「ついてきてください」


　少女の声が肩かた越ごしに漂ただよってくる。


「す……すいません、ちょっと場を離れます！　すぐ戻りますから！」


　丁ちよう度ど、戻ってきたブライアンにそう告げると、返事も待たずにネリンは少女の後を追い始めた。





　　　　●　　●　　●





　少女がネリンを連れてきたのは、事件現場の医院の面する大通りから、二つほど辻つじを曲がった、路ろ地じ裏うらだった。ただし路地裏と言っても、表通りとの比ひ較かくの上での事だ。車がすれ違ちがえるだけの道みち幅はばは充分にある。


　現にそこには一台の車が停とまっていた。


　四よん輪りん駆く動どう式しきの小型トラックだ。深い蒼あお色いろに塗ぬられてはいるが、他ほかにはほとんど装そう飾しよくらしい装飾もない無ぶ骨こつな外観。まるで装そう甲こう車しやのようにある種の『塊かたまり』を思わせる、ずんぐりした車体の左右から、特とく徴ちよう的てきな煙えん突とつ管かんが二本、高々と突つき出ている。


　最近流行のガソリン・エンジン車とは異なる、旧きゆう型がたの蒸気自動車スチーム・モービルである。蒸気式は整せい備びに手て間まとコツを要するが、やたらと頑がん強きようなためか、まだまだ現役の車体も多い。


「これって──これが、モールド・キャリア？」


　モールド・キャリアと呼よばれるべき車両に細こまかな決まりはない。エンジン形式も、駆動方式も、年式も、大きさも、まちまちだ。だがモールド・キャリアたる事を示す表示板プレートだけは、その取付け部位から大きさ、書体まで法律で定められている。


　だがこのトラックには、それがない。


　嫌いやな予感に眉まゆをひそめる彼女の側そばで──少女は黙だまって外がい套とうのフードを脱ぬいで素す顔がおをさらした。


　少女の姿すがたを映うつしたネリンの眼めが……驚おどろきに見開かれる。


「ハーフ・ブルート……!?」


　思わず呻うめくように言ってから……それが差別性を指し摘てきされた言葉だと思い出して、ネリンは言い直す。少女がフードを被かぶっていた理由がこれで分かった。


「あなた……ＣＳＡ……」


　少女は無言だ。特に気分を害した様よう子すも見られない。


　いや、それどころか表情そのものが──ない。


　感情をある種の濁にごりとするならば、この少女の表情はひたすらに透とう明めいだった。激げき情じようの裏返しや、冷れい淡たんさの表出として無表情を帯おびるのではなく、ごく自然に表情というものが欠けつ落らくしている。


　ふとネリンは以前、博はく物ぶつ館かんで見た異国の人形を──いや、神しん像ぞうを連想した。


　その血のように紅あかい眼さえ閉じていれば、眠ねむっているようにも見えたろう。醒さめない夢ゆめを見たまま、瞼まぶたを開いているような──そんな印象さえあった。


　それはともかく。


　彼女の髪かみは紅かった。いわゆる赤毛ではない。文字通り鮮せん血けつの色そのままに暗く紅い髪を、うなじの辺あたりで切り揃そろえている。


　そして……彼女には眉まゆがない。表情が欠落して見えるのはそのせいもあるだろう。


　代かわりに少女の紅い双そう眸ぼうの上には、まるで球きゆう状じようの紅い宝石を埋うめ込んだかのように、艶つややかな光こう沢たくを備えた球面が張り付いている。大きさは、五センテ硬こう貨か程であろうか。


　顔立ちそのものは、可か憐れんと言えるのだが、その二つの球面が、もう一いつ対ついの眼のようにも見えて──結果的に異い様ような印象を少女の姿に与あたえていた。


　無論、尋じん常じような人間の姿ではない。


　ＣＳＡ……コンジェネタル・ソーサリイ・アディクト。


　労務省魔法管理局の用語だ。新聞でも彼等を表現するときはその語を使う。ただし一いつ般ぱん人じんと会話する場合は、単純に『半魔族ハーフ・ブルート』だの『出来損ないデイフエクテイブ』と表現した方が、通とおりがいい。


「こ、後こう見けん人にんは？　登録証を見せて。ＣＳＡは独ひとりで出歩いては……」


「……レイオット」


　監督官としては型かたどおりの反応を示すネリンには取り合わず、少女はトラックの運転席に歩あゆみ寄よって、その扉とびらを叩たたいた。


　反応がない。


　少女はもう一度扉を手の甲で叩く。


　反応なし。


「ちょっと、あなた、人の話を……」


　ネリンの言葉はまるっきり無む視しして、少女はトラックの横にしゃがみ込む。ジャッキや大型レンチなど──貨物室側部に金具で固定された数種の作業用具の中から、少女はショベルを選せん択たくすると、外はずして運転席の横に戻もどった。


「……レイオット」


　やはり反応なし。


　ＣＳＡの少女は凶きよう器きにもなりそうな大型のショベルを振りかぶると──


「ちょっとあなた、何を──」


　やたらと手慣れた動作で、いきなり運転席の扉を殴おう打だした。


　──ごわんっ。


　鼓こ膜まくを直接叩かれるような音にネリンが顔をしかめる。少女は平然とした様よう子すでショベルを降おろして……待った。


　やがて。


　トラックの扉が開き──そこから一人の男が顔を出す。


「…………う──」


　そのまま、まろび出るかのようにふらふらした動作で、男は運転席から降りて……ショベル片手に立っている少女を眺ながめた。


「カペル──おまえなあ……」


「おはようございます、レイオット」


　少女はやはり淡たん々たんと言った。


「あー……カペルテータ君？」


　眠っていたらしいその男は、がりがりと後頭部をかきながら言った。


「常つね々づね、君の起こし方には軽視できない問題点があると……俺おれは思うんだがね」


　歳としは……よく分からない。


　単純に顔立ちからすれば二十代半なかばといった印象で、若者、青年といった言葉で表現すべきなのだろう。だが、その物もの腰ごしには奇き妙みような落ち着きが──悪く言えば、疲ひ弊へいして枯かれたような気け怠だるさが見える。若作りの中年といわれても違い和わ感かんがないだろう。


　顔立ちは端たん正せいだが……いかんせん、中ちゆう途と半はん端ぱに伸のびたぼさぼさの黒くろ髪かみと、鼻の先に引っかけた小さなサングラスが、やたらと胡う散さん臭くさい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　体格は平へい凡ぼんだ。強しいて言うなら、アルマデウス国民男子の平へい均きん値ちよりは、やや長身で、肩かた幅はばも広い、といった程度か。濃のう紺こん色いろに染そめた外套を着ているが、車内にも拘かかわらず着たままだったせいか、あちこちがよれよれになっていた。ただでさえ安物のようだが、余計にみすぼらしい。


　ネリンは思わず眉をひそめた。


　彼女はこういう、だらけた雰ふん囲い気きの人間を好まない。潔けつ癖ぺき症しよう気ぎ味みな性格のためでもあるが……何より、こういう人物を見ると、忘れたくても忘れられないある人物の事を、思い出してしまうからである。


「レイオット……仕事」


「──あ？　何だって？」


　男は少女の声に眉をひそめた。


「仕事です」


　少女──どうやらカペルテータという名前らしい──は単調に繰くり返す。男は一度これ見よがしにため息をついてから、彼女を見つめ直した。


「カペル。おまえは……いつから俺の秘書になった？」


　ずり下がっていたサングラスを人差し指で押し上げながら、男が尋たずねる。どこか皮肉げで酷こく薄はくそうな闇やみ色の瞳ひとみが、丸く黒い硝子ガラス板いたの向こうに隠かくれた。


「私はレイオットの秘書ではありません」


「だろう。だったら余計な事はしないでよろしい」


「困っていた人を連れてきただけです」


「だからそれが余計なんだよ」


　そこまで言って、初めてその存在に気づいたのか……レイオットと呼ばれた男は、ネリンの方に視線を向け、そして長々と、わざとらしいため息をついた。


「これまた……厄やつ介かいそうなのを連れてきたな」


「あなた……無資格の戦術魔法士ね？」


　ネリンは厳きびしい表情でレイオットを見み据すえた。


「そうだよ」


　レイオットは肩を竦すくめて答える。


　その胸元に銃じゆう口こうが突つきつけられたのは、次の瞬しゆん間かんであった。


「……そこの壁かべに両手をついて。両足を開いて。いえ、その前にコートを脱ぬいで」


　両手で〈ハンティング・ホーク〉を構えながら、ネリンが厳きびしい声で言った。人間に向けるには強力すぎる代しろ物ものだが、その分、威い圧あつ効こう果かは満点だ。


　だが……


「見ての通り、こういう生き真ま面じ目めそうな小こ娘むすめは、融ゆう通ずうが利きかない。仕事とってくるならとってくるで、覚えとくようにな」


「……覚えておきます」


　特に緊きん張ちようした様よう子すもなく、レイオットは言い、カペルテータも頷うなずく。彼等の場ば違ちがいなほどのんびりしたその態度に、ネリンは苛いら立だちを覚えた。


「聞こえなかったの？　両手を挙あげて、指示に従いなさい！　無資格の魔法士は、魔法士法第三条により……」


「……撃鉄ハンマー」


　ネリンの言葉に紛まぎれて、しかしはっきりとレイオットが言う。


「──え？」


「撃鉄が起きてない」


「あっ……」


　弾だん薬やくの発火剤……雷管プライマを叩くための撃鉄が起きていなければ、いくら引き金を引いても〈ハンティング・ホーク〉のような撃鉄ハンマー形式アクシヨンの自動拳銃は弾丸を発射できない。ネリンは慌あわてて撃鉄を起こし──


「あっ!?」


　声を上げるネリン。さっと伸びてきたレイオットの手が、〈ハンティング・ホーク〉の銃身をつかむと、あっさりネリンの手から奪うばい取ってしまったのだ。


　なんて事を──と、ネリンは内心、冷ひや汗あせをかいていた。


　辛かろうじて堪こらえたが、咄とつ嗟さに引き金を引きそうになったからだ。元々、狩しゆ猟りよう用として設計されている〈ハンティング・ホーク〉の銃弾を人間に撃うち込めば、たとえ急所でなかろうと、即そく死しする恐れは充分にあった。


　レイオットは奪い取った銃を持ち直して傍かたわらの壁に向ける。そのまま彼は何の躊躇ためらいもなく、無む造ぞう作さに引き金を引き絞しぼった。


　──かちん。


　轟とどろく銃声を予期して思わず身を固くしたネリンの耳に届とどいたのは、ささやかな金きん属ぞく音おんだけであった。撃鉄は落ちたが、銃は沈ちん黙もくしたままだ。


「──え？」


「ついでに言うと薬室チヤンバーに弾たまも入ってない。残ざん弾だん指し示じピンが出てないからな」


　監かん督とく官かんに配られる銃じゆう器き操そう作さの教本は、暴ぼう発はつ防止に、薬室を空からにした状態で持ち歩くのを奨しよう励れいしている。安全第一の考え方だが、ネリンのように扱あつかい馴なれていない人間は、いざ撃つ時にも、ついつい遊底スライド操そう作さを忘れてしまうという問題があった。


　遊底を操作して初しよ弾だんを薬室に送り込むレイオット。


　これで今度こそ引き金を引けば、弾たまが出る。その際に口やかましい労務省魔法管理局の監督官に銃口を向けておけば、永遠に口をつぐんでくれるという寸法だ。


　身の危険を感じ、思わず半歩身を退くネリン。


「──ん」


　だが……レイオットは馴れた手つきで安全装置をかけ、銃身を持つと〈ハンティング・ホーク〉をネリンの方に差し出した。


「え……？」


　一瞬、呆ぼう然ぜんとしながらも……ネリンは我に返ると、慌あわてて〈ハンティング・ホーク〉を受け取る。今日きようはよく他人に銃を手て渡わたされる日だ。


　改めて銃を突きつけるかどうか迷ったが、何となくそれも間まが抜ぬけているような気がして、彼女は〈ハンティング・ホーク〉をホルスタに戻した。


「あなたは……」


「あー……そうだな。一つ俺の推すい論ろんを披ひ露ろうしようか？」


　レイオットが人差し指を立てて言った。


　口調といい仕し種ぐさといい、いちいち薄っぺらく、芝しば居いがかっている。それらの演えん技ぎじみて誇こ張ちようされた表情が、この男をひどく冷笑的で──しかし、どこか虚きよ無む的てきに見せていた。


「あんたは労務省魔法管理局の監督官。これはあんたの言動は無論、その官かん給きゆう品ひんのコートや、〈ハンティング・ホーク〉を携けい帯たいしている事からも分かる。で、カペルが──この子が何を言ったかは知らないが、わざわざここまでついてきたって事は、魔族事件ないし魔法士犯罪が発生していて、しかも現場に動ける戦術魔法士がいない、という状況にある……と」


　ここでレイオットは言葉を切ってネリンをじっくりと眺ながめる。


「もし違っていたら指摘をどーぞ」


　ネリンは答えに窮きゆうしていた。


　確かに状況はレイオットの言う通りだ。言う通りなのだが……


「そこで、幸運にも通りすがりの魔法士ストレイト・ジヤケツト──即すなわち俺に仕事を依い頼らいしたい、と？」


「でも、それは……駄だ目めよ、そんな。無資格の戦術魔法士Ｔ・Ｓに──」


　ネリンは顔色を変えて言う。


　本来なら無資格の──国が定める魔法士法に従い資格登録を受けていない魔法士は、それだけで処しよ罰ばつの対象となる。いわば犯はん罪ざい者しやだ。


　しかも戦せん闘とう系けいの魔法に通じた、いわゆる戦術魔法士──その危険性は銃じゆう器きや爆ばく弾だんなどとは比ひ較かくするのも愚おろかしい。だからこそ登録制度により、彼等は国家に管理されている。


　しかも無資格の戦術魔法士は、多くの場合、犯罪組織や過か激げき思想集団にテロリズムの手段として魔法を提供する連中だ。無資格の戦術魔法士──現在のアルマデウスにおいて、それは凶きよう悪あく犯はんと同義と言っても過か言ごんではない。


　いくら正規の戦術魔法士がいないとはいえ、そのような者を現場に投とう入にゆうすれば、監督官たるネリンはその責を問われる。戒かい告こく程度では済すむまい。良くて減げん給きゆう、悪くすれば免めん職しよくだ。


　冗じよう談だんではない。


　苦労し、勉強に勉強を重ねてなった上級国家公務員である。たった半年でそれを棄すてるなどという事が、できるはずがないではないか。誰だれであろうとネリンと同じ立場ならそう考えるだろう。わざわざ考こう慮りよする時間も必要ないほど、それは明確な結論だった。


　それに……


「無資格と分かっている戦術魔法士を使うなんて──そんな事、できる訳わけないでしょう！　私は管理局の監督官なのよ……！」


　自分に厳きびしく他人にも厳しい──ネリンはそういう人間だ。


　頑がん固こだとか融ゆう通ずうが利きかないとか……同どう僚りようからも苦く笑しよう混まじりにそう言われるほど、ネリンは決まり事にうるさい。無法を嫌きらい無む秩ちつ序じよを嫌う。身み勝がつ手てな行動をする人間を嫌う。


　場当たり的でいい加か減げんな人間の行動が、どれだけ周囲の人間を困らせるか。どれだけ不快と不幸を周囲に振ふりまくか。その事を彼女はよく知っている。その事を考えるだけで彼女は気分が悪くなる。


　無資格の魔法士などは無む法ほう者ものの典てん型けいだ。


　彼等を認め、助力を乞こうなど……彼女にとってはたまらないくらいの屈くつ辱じよくだった。


　しかし……


「……ふむ」


　黙だまり込んでしまったネリンを前に肩かたを竦すくめるレイオット。


　彼はそれだけでもう彼女に見切りをつけたのか──さっさとトラックの運転席に戻ってしまった。更さらに首だけ突つきだして、ＣＳＡの少女を呼よぶ。


「行くぞ、カペル。もう気が済んだろう？　巻き添えを食ったら、たまらん」


「待って──待ちなさい！」


　叫さけぶネリンを少しだけ振り返って、レイオットは小さく首を傾かしげた。カペルテータも立ち止まる。


　無資格の戦術魔法士。


　ネリンには容認しがたい存在だ。彼に仕事をさせるなどとんでもない。


　しかし……


「あ、あなたは……」


　ネリンの脳のう裏りには母親にすがっていた少年の姿すがたが明めい滅めつしていた。


　戦術魔法士は必要なのだ。どうしても。


　相手は物理法則さえほとんど通用しない怪かい物ぶつだ。普ふ通つうの人間に、まともに闘たたかうだけの力はない。無論、他ほかの──医い療りよう系けいや産業系、救急系の魔法士もそれは同じだ。彼等は魔法士であっても戦闘用の魔法に慣れておらず、それ以上に闘う事そのものに慣れていない。


「あなたは、あの病院の中に残っている患かん者じやや医い師しを見捨てるっていうの!?　自分に彼等を救う力があるのに……！」


「見捨てるも何も、俺は、無資格だ。公務員でもない。力はあるかもしれんが、魔法士として首を突っ込む権利もなければ義務もない。何の得にもならないどころか、下へ手たに関かかわれば──」


　レイオットはまるで実際に手て錠じようをかけられたかのように、両手首を揃そろえて示した。


「──コレだ。それでもあんたは俺に首を突っ込めと？　法に背そむいてでも？　正しき魔法の行こう使しを監督すべき労務省魔法管理局の監督官がそうしろとおっしゃる？」


「……それは……」


　ネリンには返すべき言葉が思いつかなかった。


「……結論は出たな。じゃ、せいぜい奮ふん闘とう努ど力りよくしてくれ」


　閉まりかけた扉とびらの隙すき間ま──そこにネリンは思わず手を差し込んでいた。


「待って！」


　言ってから、しまった──と思う。


　今ならまだ間に合う。撤てつ回かいできる。黙ってこの男が行くのを見送ればいい。何もせずに、ガーシュイン支局の委い託たくを受けた正規の戦術魔法士が来るのを待っていればいいだけだ。そうすれば自分の信条は傷きずつかない。立場も危あやうくならない。


　この男がここにいるのは、偶ぐう然ぜんだ。ここで彼を行かせても、ネリンに落ち度はない。誰も彼女を責めはしないだろう。


　ネリンは……手を下ろして言った。


「……分かったわ──お願い、助けて」


「……おや？」


　レイオットは面おも白しろい芸をする動物でも見かけたかのような様よう子すで、ネリンを見下ろす。サングラス越ごしの、何かを無ぶ遠えん慮りよに値ね踏ぶみするかのような視し線せんを浴びながら、ネリンは叫さけぶように言った。


「私は眼めをつぶります。だから──」


「ただ働きはしない主義なんだ」


「き……規定の報ほう酬しゆうを出せるように掛け合います！」


　自分の立場がどれだけ悪くなろうと、ここで現状を打だ破はできる唯ゆい一いつの人間をこのまま行かせていい筈はずがない。それは病院内に残された患者達を、見み殺ごろしにするという事だった。我わが身可愛かわいさに、あの子供の──恐おそらくは父親を、見捨てるという事だった。


　もう中の人間は全ぜん滅めつしているかもしれない。今、戦術魔法士を投とう入にゆうしても、一時間後ガーシュインから来る予定の戦術魔法士を待っても、結果は変わらないかもしれない。自分は、結局、安あん易いな正義感と陳ちん腐ぷな自己満足に溺おぼれているだけかもしれない。


　けれど──けれど……！


「無理はしない方がいいと思うがね」


　レイオットは苦く悩のうを抱かかえるネリンを、まるでからかうような──いや、なぶるような口調で言った。


「その若さで管理局の監督官やってるんだ……相当なエリートだろ？　俺みたいなのと関わると、経歴に傷が付くぞ。こんなところで気き張ばっても何の得にもならない」


「だからって……」


　ネリンは、まるで相手をにらみ殺しかねないような視線を魔法士の青年に向ける。


　それこそ自分の都つ合ごうだけで誰かを見殺しにすれば……あの少年の父親を助けるための可能性に眼をつぶれば、彼女は決して自分を許せないだろう。


「だからってはいそうですか、と行かせられる訳にはいかないでしょう！　人の命がかかっているのよ！」


「この世で一番高価なものは人間の命──その事については異論はないがね」


　レイオットは皮肉げな口調で言う。


「この世で一番値引きがきくのも、人間の命なんだよな」


「ふざけないで！」


　ネリンはコートを払はらって腰こしの後ろに吊つった〈ハンティング・ホーク〉に触ふれた。


　場合によっては銃で脅おどしてでも協力させねばならない。無資格の戦術魔法士相手に、それがどれだけ虚むなしい行こう為いかは、よく分かっていたが……この男と問もん答どうをしている暇ひまはない。魔族事件において最も大事なのは、時間だ。


　しかし──


「ふざけてる積もりはないが……」


「──？」


　一瞬、無資格の戦術魔法士の顔に浮かぶ笑顔に、妙みように人ひと懐なつっこいようなものが──ひどく素そ朴ぼくな何かがかすめたような気がして、ネリンは思わず瞬まばたきした。


　見み間ま違ちがいだったかもしれない。瞬きを終えた彼女の眼が映うつしたのは、やはり皮肉げで胡う散さん臭くさいだけの顔であったから。


「しょうがない。一仕事するか」


　レイオットはふと思い付いたような口調で言う。


　彼の指示を待つ事もなく、カペルテータが、至し極ごく当とう然ぜんといった様よう子すでトラック──モールド・キャリアの後部に回ると、貨物室の扉を開いて入っていった。恐らくモールドやスタッフの点てん検けんと準備は、彼女の役目なのだろう。


　ＣＳＡ、しかも少女の助手など前ぜん代だい未み聞もんだが、無資格の魔法士に常識を要求しても詮せん無ない事である。


　レイオットは手を伸ばして助手席の扉を開いた。


「仮かりにも雇やとい主ぬしだ。きちんと自じ己こ紹しよう介かいしとくか。俺はレイオット。レイオット・スタインバーグ」


「ネ……ネリン・シモンズよ。労務省魔法管理局二級監督官」


　レイオットは頷うなずくと、宴うたげに客を招まねき入れる招ホ待ス主トのように手を差し伸のべた。


「それじゃまあ、助手席にどうぞ、シモンズ嬢ミス・シモンズ。急いでるんだろ？」





　　　　●　　●　　●





　トムスン医い師しは退たい屈くつしていた。


　助手との遊びは長く続かなかった。最初は表情を歪ゆがめ、叫さけんだり喚わめいたりして彼を愉たのしませてくれたのだが──ちょっと分解すると助手はすぐに動かなくなってしまった。動かなくなった助手の血で壁かべに落書きしたり、その内ない臓ぞうを振ふり回したりして遊んでみたものの、あまり面おも白しろくない。


　実はトムスン医師は結けつ構こう、寂さびしがり屋やなのだ。一人ひとり上じよう手ずはお好みでない。


　しょうがないので、トムスン医師は別の玩がん具ぐを探さがす事にした。


　二人目はすぐに見つかった。かなりの年寄りだったが、別に耄もう碌ろくしているわけではなく、彼の遊びにも充分な恐きよう怖ふの表情と悲ひ鳴めいで応こたえてくれた。しわしわで枯かれ枝えだのように瘦やせた手て脚あしをぽきぽきと折ってやると、とても素す敵てきな声で啼ないてくれた。命いのち乞ごいする老人の声に、彼は益ます々ます有う頂ちよう天てんになって、最後は老人の頭を身体からだから引き抜ぬいた。


　だがそれで老人は動かなくなってしまったので、トムスン医師はちょっとがっかりする。仕方ないので彼は三人目の犠牲者オトモダチを捜さがし始めた。


　今が老人だったので、次は若いのがいい。少女ならば最高だ。


　とりあえず陵りよう辱じよくして。犯おかして。いやいや。その前にぽきぽきと手脚を折ってあげよう。じっくりたっぷりと遊んであげてから、ちょっと食べてみるのもいい。無論、生きたまま、ちょっとずつ囓かじりとって、断面からぷつぷつと浮うかんでくる、宝石みたいな血の珠たまを舐なめとって──


　そう思いながら、トムスン医師はゆっくりと病院の廊ろう下かを歩いて行く。


　この廊下の端はしに、脚あしを折って入院していた女の子が居たはずだ。


　意識はほとんど別べつ物ものに変質してしまっていても、記き憶おくが全部消しよう滅めつした訳ではない。彼はその少女の顔を思い出し、幾いくつもの口でくけくけと笑った。可愛かわいらしい子だった。犯せばきっと素す敵てきな声で絶ぜつ叫きようしてくれるだろう……


　トムスン医師はその部屋の前にたどり着くと、扉とびらを開く。


　ベッドの上に少女の姿すがたはなかった。だが──


「くけ。くけけけ」


　彼の振ふり向いた先──ベッドの向こう、窓にかかったぶ厚いカーテンに、不自然な盛もり上がりがある。本人はあれで隠かくれている積もりなのだろうか。彼が思わず微ほほ笑えむと、顔中に散在する口からだらだらと涎よだれが滴したたった。


「しししん」「しししんさ」「しんさつ」「しんさつだよ」「だよおおお」


　複数の口から歪んだ感性センスの冗談ジヨークを吐はきながら、彼は中に入る。


　そして……


「時間外だ。出直してくれ」


　薄い笑いを含んだ声が、そう宣言する。


　カーテンの一部が不意に盛り上がった。


　轟ごう音おん。


　訝いぶかしむ間まもなく──血ち煙けむりに包まれて、彼の身体は大きくよろめいた。身体の中心に突つき刺ささる衝しよう撃げき。人間であれば、後方へと吹ふっ飛とんでいたところであろう。だが今の彼はもう、人間などという不便で脆ぜい弱じやくな生物ではない。


　金きん属ぞく音おんと共にカーテンの下から床ゆかに転ころがり出たのは──ライフルの空から薬やつ莢きようであった。


「なあーなあーなあー」


　かつてその病院の医師を務つとめていたそれは、幾つもの口で驚おどろきの声をあげた。


「ななななん」「なんだ」「なんだああ」「きみいいい」「きみきみ」「きみはああ」


　言いながらも食い込んだ銃じゆう弾だんは瞬またたく間まに排はい出しゆつされ、傷きずは修復される。


　生物の常識を越こえた生命力と異常な治ち癒ゆ能のう力りよく──いや復元能力。だがそれは魔族メレヴエレントと呼ばれる存在が誇ほこる能力の、ほんの片へん鱗りんに過ぎない。


　轟ごう音おん。


　返事の代かわりに、銃が再びカーテン越しに火を噴ふいた。


　強力な大だい口こう径けいマグナム・ライフル弾による、至し近きん距きよ離りからの銃撃。その発射速度べロシテイと弾だん頭とう重じゆう量りようから算出する限り、銃弾に込こめられた破壊力は、大型乗用車との正面衝突にも匹ひつ敵てきする。それが一点に集中するのだ。熊や象でもまともに食らえば即そく死しである。


　だが……


「ひひひ」「ひどひど」「ひどいひどい」「ひどいな」「ひどいなきみいいいい」


　空中に小さな飴あめ色いろの物体が浮うかんでいた。


　発射された銃弾である。本来、数百分の一秒で彼の肉体に食い込むはずだった弾丸は、そのまま空中に固定されていた。


　ひるまずさらに銃撃。マグナム・ライフルの発する衝しよう撃げき波はに病室そのものが震ふるえる。


　だが、同様に銃弾は空中に制止し……一瞬の後、不意に重力を思い出したかのように、先の一発共々、軽かろやかな音をたてて病院の床に転がった。


「ひどい」「ひどい」「ひどい」「ひどいいいいいいっ」


　彼が──吠ほえる。


　その瞬間、カーテンがいきなり炎ほのおに包まれた。


　魔法──そう総そう称しようされる特とく殊しゆ現げん象しようである。


　それは銃弾を空中に停止させる。肉体を自由自在に変形変質させる。可か燃ねん物ぶつも火か気きのないところにも劫ごう火かを生み出す。物理法則をねじ曲げる奇き跡せき。条じよう理りを超ちよう越えつした裏うら技わざ。


　そして……魔族メレヴエレントの能力。


「ひどいよきみいいいいいいいいーいーいっいっいっ」


　言いながら彼は笑う。


　彼の笑い声に触しよく発はつされたか、さらに激はげしく燃もえ上がる炎。カーテンは瞬く間に焼やき焦こがされていく。射手が熱による暴ぼう発はつを怖おそれたのか、それとも最も早はや、構えていられなくなったのか……鈍にぶい音をたててボルトアクション式のライフル銃が床に落ちた。


　──じゃご。


　重く濁にごった金属音が炎の向こうから響く。そして──


「──顕イグジスト！」


　弾はじけ飛ぶ炎。


　四し散さん──そして消しよう滅めつ。単に消えたのではない。初めから存在していなかった幻まぼろしであるかのように、一瞬にして燃ねん焼しようという現象そのものが消失したのだ。


　激はげしい火か炎えんの名な残ごりとして、炭たん化かしたカーテンがぼろぼろと細さい片へんになって落ちて行く。その下から現あらわれたのは、無論、当初の目的であった少女などではなく──


「そそ」「そそそーさ」「そーさ」「そーさりす」「そーさりすと──」


　旧きゆう世せ紀きの鎧よろい騎き士し。


　それは大おお雑ざつ把ぱに言えばそんな印象であった。頭からつま先までを覆おおわれたその姿は、頑がん丈じような鋼板鎧プレートメイルに身を固め、騎き馬ばに乗って闘たたかう騎士を観みる者に連想させる。


　ただし子し細さいに見れば──鋼はがね以外にも樹じゆ脂しや革かわ布ぬのを多用したその黒い装しよう束ぞくは、鋼板鎧よりもずっと細ほそ身みで、人間の輪りん郭かくに近い。実用性──特に動き易やすさを重じゆう視ししたためか、その外見は鋭するどく洗練されており、見るからに鈍どん重じゆうそうでずんぐりとした旧来の甲かつ冑ちゆうとは、どこか一線を画かくしていた。


　装そう飾しよく性せいは皆かい無む。あちこちに付いた螺ネ旋ジや固マ定ウ金ン具トが、妥だ協きようなき実用品としての無ぶ骨こつさと凄すご味みを主張している。


　モールド。そう呼よばれる特殊な──極きわめて特殊な作業服ジヤケツト。


「そうさ、兄きよう弟だい」


　冷たい鋼鉄の仮か面めんが彼を見み据すえる。


　その奥おくから発せられる声は、あの無資格魔法士──レイオットのものであった。


「悪いな。お目当ての患者は別の部屋に移したよ」


　本物の騎士であればその手に携たずさえる武器は剣か槍やりが相そう場ばなのだが……レイオットの右手に保ほ持じされていたのは、長大な機械であった。


　操桿ボルトや幾いくつもの可動部品が剝むき出しで付ふ属ぞくしているその外見は、発動機式鋸チエーンソウのような、ある種の工作機器に通じる無骨さがあったが──一番印象として近いのは長銃身ロングバレルの機き関かん銃じゆうや対たい戦せん車しやライフル、あるいは火か炎えん放ほう射しや器きであろう。いかなる形態であれ、武器として造つくられた道具に備そなわる威い圧あつ感かんが、確かにその品にはあった。


　だがその機械には銃弾や炎ほのおを放はなつべき銃口がない。かといって打ったり突いたりといった格かく闘とう戦せん用ようの武器にしては形状が複雑に過ぎる。


「医療魔法士ジェームズ・トムスン……だっけか。あんたを──」


　その機械の先端らしき部分をトムスン医師に向けながら、レイオットは宣言する。


「──消す」


　機械と鎧を繫つなぐ鋼製の筒紐チユーブ状じよう部品が、鎖くさりのようにじゃらりと鳴った。


「ななな」「なん」「なん」「なんんんん」


「どうした、先生。戦闘用を──タクティカル・モールドやタクティカル・スタッフを見るのは初めてか？　なら遠えん慮りよはいらない。たっぷり見てくれ」


　レイオットがその機械──スタッフを構え、右手で操桿ボルトを動かす。


　再び重く濁にごった金属音。


　操桿ボルトに直結された疑似詠唱端子キヤスターが、呪文書式板スペル・タグに刻きざまれた呪文書式スペルの上をなぞるように滑すべって行き、無音詠唱ダムキヤスト。基礎級魔法一回分の呪文書式を活性化。事象界面マテリアル・サイドの裏側──虚数界面アストラル・サイドに事象誘導機関フエノメナイズ・エンジンを構築。


　同時に魔法士の仮か想そう的てきな力──魔力が事象誘導機関に流れ込む。魔力は仮想事象──魔法を現実の事象に転てん化かする起き爆ばく力りよくとなるために、集しゆう束そくされ、事象転化の方向性を定義される。励れい起き状じよう態たいとなった事象誘導機関は、魔法士の撃発音声トリガー・ヴオイスを窓口として事象界面に接続。魔力は解放され、事象存在確率に対して局所的な強きよう制せい干かん渉しようを行い、瞬しゆん時じに魔法を顕けん現げんさせる──


　魔法。魔族の持つ力。魔族の誇る力。


　だがそれは同時に、魔法に守られた魔族を滅ほろぼしうる力でもあった。


　彼の五つの眼めは、仮面の奥でレイオットが笑うのを見たような気がした。


「──顕イグジスト！」


　そして強きよう烈れつな爆ばく炎えんが彼に襲おそいかかった。





　　　　●　　●　　●





「レイオット・スタインバーグ!?」


　説明を受けたブライアンは、目を丸くした。


　続いて慌あわてたような様よう子すで、彼は病院を見上げる。レイオットがモールドを装そう着ちやくして潜せん入にゆうしてからおよそ十分が経過しているが、外部から見る限り、如い何かなる戦せん闘とう行こう為いの兆ちよう候こうも見受けられない。


「あの男を……使ったのか？　君が？」


　視し線せんをネリンに戻もどして問い質ただす彼の眼めには、怒いかりよりも、むしろ呆あきれの色が濃こかった。


「ええ──無資格なのは承知の上です……」


　ネリンは表情を曇くもらせながら応じた。


「正規のＴＳがいない以上は、仕方ない処しよ置ちかと……責任は私が」


「──ひょっとして知らないのか？」


　ブライアンの言葉に、ネリンは眉まゆをひそめた。


「知らない──何の事です？」


「奴やつは……なんというか、野の放ばなしなのだよ。ただでさえＴＳは少ないからな。特に犯はん罪ざい組そ織しきと関かかわりがあるようでもなし、ストレイト・ジャケットとしては超一級なので、上層部の連中は、逮たい捕ほしてしまうよりも、見み逃のがして利用しようと──」


『ストレイト・ジャケット』──これは魔法士達、特に戦術魔法士を指して使われる、ある種の隠いん語ごだ。ただしモールドの性質を考えれば、それはある意味で非常に的を得た言葉でもあった。


　銃じゆう声せいがブライアンの声に覆おおい被かぶさる。


「始めたな……」


　病院を見上げながら、ブライアンは呟つぶやくように言った。


　更に銃声。現場封鎖をしている警官達の間に緊きん張ちようが走る。


「──そんな優秀な魔法士なら、どうして資格を……!?」


「それは私も知らん。そこのお嬢じようさんにでも聞いてみたらどうだね？　スタインバーグ氏の愛人だという噂うわさだぞ」


　ブライアンは不ふ機き嫌げんそうに言った。どうやら彼もレイオットにはあまり好感情は抱いだいていないらしい。いや、それとも戦術魔法士そのものに対してであろうか。警察官の身である以上、当然といえば当然だが。


「モデラート警部──」


「……気にしません。お気き遣づかいなく」


　咎とがめるようなネリンの声を──カペルテータが制する。


　自じ嘲ちよう的てきでも挑ちよう発はつ的でもない。事実を事実として語っているだけの声だ。


　通常、半魔族──ＣＳＡ認定を受けた人間は、男女、年ねん齢れいを問わず、魔法管理局の施し設せつに収容されるか、後こう見けん人にん役やくを務つとめる魔法士の保護観察下に置かれる。


　無論、無資格のレイオットにはカペルテータの後見人になる資格もないのだが、先のブライアンの話を聞いていると、半なかば黙もく認にんされているらしい。


「私が、レイオットと一いつ緒しよに住んでいるのは事実ですから」


　彼女はネリン達の傍かたわらで病院を眺ながめていた。余計な揉もめ事ごとを避さけるためか、再び深々とフードを被かぶっていて、その表情は判はん然ぜんとしないが……やはり無表情なままなのだろう。立ち方や仕し種ぐさにもこの少女は表情というものを出さない。


　冷たくもなく暖かくもなく、ひたすら静せい謐ひつな無表情。感情変化そのものが乏とぼしいのか、それとも表情と感情が嚙かみ合っていないだけなのかは、分からないが。


「だが、あの男が問題なのは、実のところ無資格であるというよりも……」


　苦にが々にがしく言うブライアンの言葉を証しようするように、爆ばく音おんが響ひびきわたる。


　銃声ではない。もっと大きい。


　反射的に病院を振ふり仰あおいだネリンは、大きく抉えぐれている三階の壁へき面めんと、そこから激はげしく噴ふき出る炎ほのおと煙けむりを目もく撃げきした。どうやら戦せん闘とう用よう魔ま法ほうの引き起こした爆発らしい。


　一瞬遅おくれて……重く鈍にぶい音が響く。


　病院前の広場からである。何か大きな塊かたまりが落下したのだ。上の爆発とは別に、新たな粉ふん塵じんが激はげしく舞まい上がっている──


「やった……！」


　ブライアンが舌打ちして叫さけぶ。


「第二次封鎖線まで待たい避ひ！　ロイグ、狙そ撃げき班はん用意!!」


　ばらばらと落ちてくる土ど砂しやや壁の破は片へん──どのような破壊力の結果か、大きな破片は一つもなく、砂じや利りのように微び細さいになっていた──を手をかざして防ぎながら、ブライアンは叫んだ。部下の警官達──特に重じゆう武ぶ装そうを帯おびた特殊Ｓ執行Ｅ部隊Ｓの隊員達が弾はじかれたように動き出す。ブライアンも腰こしに下げていた拳けん銃じゆうを抜ぬいて、ネリンとカペルテータを庇かばうように立った。


「君等も下がれ。あの男……周囲を気き遣づかうとか、被ひ害がいを最小限に食い止めるとか……そういう感覚がないらしいからな」


「──え？」


「巻き込まれるぞ！　早くそのお嬢さんを連れて下がれ！」


　広場の粉塵と煙が散って行く。


　その中心からむくりと起きあがったのは……異い形ぎようの怪かい物ぶつであった。


　五つの眼め。脚あしの代かわりに生はえた触しよく手しゆ。顔中に発生した口。ねじ曲がった胴どう体たい。それがかつて人間であったとは信じられないほどに変形した化ばけ物もの。


　人間のなれの果て。


「〈男爵バロネージ〉級……いえ〈子爵ヴイスコント〉級──」


　戦せん慄りつを込こめてネリンは呟つぶやいた。


　計測器による計測結果も無論、等級判定の要因にはなるが……その大きさも含ふくめ、魔族の形態には、等級によってある程度の特とく徴ちようが出る。


「──わあああああっ！」


　事がここに至いたって──実際に魔族を眼にして、ようやく封ふう鎖さ区く域いきを取り巻いていた野や次じ馬うま達は悲ひ鳴めいを発して逃にげ始めた。


　その異質さは万まん言げんを重ねて説明するよりも、ただ一度目撃する方が理解し易やすい。野次馬達は我われ先さきにと病院から遠ざかり、何度か魔族を見ているはずのＳＥＳ隊員達でさえ、その醜しゆう悪あくきわまりない姿を見て、思わず眼を背そむけ気ぎ味みになっていた。


「くけけけ！」「くけくけ！」「くけけけけけ！」「けっけっけえええっ！」


　高らかに笑いながら怪物が……ネリン達の方へと動き出す。


　恐きよう怖ふと嫌けん悪おに身を固くするネリン。ブライアンが拳銃を向けるが──相手は大だい口こう径けいライフル弾の直撃をも易やす々やすと防ぐ怪物だ。いささかも怯ひるんだ様よう子すを示さず、近づいてくる。


　だが──魔族の動きはすぐに止まった。


「──けえ？」


「どこへ行くんだい、先生？」


　怪物の背はい後ごに立っているのは……黒いモールドを着込んだレイオットであった。


　右手のスタッフが、まるで杭くいのように──標本箱の虫を貫つらぬき留とめるピンのように、魔族の触手の一本を踏ふんでいる。


「──顕イグジスト！」


　魔族の至近距離に力りき場ばが発生。三次元的な厚みを極限まで殺された──まるで紅あかい影かげのような力場平面が魔族に向けて撃うち出される。それは鋭えい利り極きわまりない刃は物ものとなって、魔族の下半身から生はえていた触手を切断した。


　己おのれを支えるものを失い、地じ響ひびきにも似にた音をたてて、魔族が地に倒たおれる。


　だが──


「いてえ」「いて」「いててええい」「いてええええええ」


　魔族が声を上げる。


　切断された断面からは赤い血ちの代わりに肉にく芽がが噴ふき出すと、瞬またたく間まにその触手を再生してのけた。しかも……切断面から枝分かれして、さらに数が増ふえている。


「ひひひど」「ひどいよ」「いよいよ」「よおおっほおお！」「ほーほほほおおおお!!」


　泣いているのか笑っているのか、よく分からない声で魔族が叫さけぶ。幾いくつもの口が声を揃そろえてげらげらと笑う。不意に……虚こ空くうに数個の輝かがやく球きゆう体たいが出現した。


　魔法。


　その白く輝く球体の一つが、ものすごい速さでレイオットに向けて撃ち出された。


　レイオットが後方へと跳とぶ。モールドを──鎧よろいをつけているとは思えないほどの軽かろやかな動き。球体は彼の一瞬前まで立っていた場所を斜ななめに貫つらぬき、その先の地面に激げき突とつ、自みずからの消滅と引き替えに、大きくアスファルトを焼やき抉えぐった。


　熱と衝撃に攪かく拌はんされた空気が轟ごう々ごうと唸うなる。


「プ……プラズマ──!?」


　呻うめくようにネリンが叫さけぶ。


　残った球体が次々と撃うち出され、レイオットに追いすがる。


　触ふれれば必ひつ殺さつたる死の球きゆう雷らい。一発、二発、三発、四発──レイオットは軽やかに動いてかわし、外はずれた球雷は周囲に破壊を撒まき散らす。舗ほ装そうされた地面や病院の壁へき面めんに大おお穴あながあき、近くに停車していた救急車が爆ばく砕さいする。


　だが、球雷は肝心のレイオットには触れる事すらできなかった。


「ははっ、どうした、先生──的まとはこっちだぞ？」


　レイオットが右へ、左へと動きながら言う。


　だが──何を思ったか、突とつ然ぜん、彼はその動きを止めた。


　迫せまり来る最後の球雷を見み据すえ、慌あわてず騒さわがず彼は操桿ボルトを操そう作さ、スタッフを突き出し──


「──顕イグジスト！」


　突き出したスタッフの先が──その先の風景が、歪ゆがむ。


　小石を投げ込んだ水面のように、空間に波紋が走る。球雷はその歪みに激げき突とつし、そして閃せん光こうを発して四し散さんした。


　弾はじけ跳とんだ球雷の残ざん滓しが電光の蛇へびとなって付近を這はい回り、病院の壁や地面を抉えぐる。待たい避ひ中の警察官達が悲ひ鳴めいをあげるが、レイオットには何ら損そん傷しようなし。あの空間に刻きざまれた『波紋』が盾たての役割をしたのであろう。


「先生、愉たのしんでるか？」


　まるで自身も愉しんでいるかのような口調で──いや、ネリンが見る限り、明らかに彼はこの戦いを愉しんでいた──レイオットが叫ぶ。


「けけけけけけ」「けええ！」「けーけっけっけえ！」「くけけけけけ！」


　怪物が応じるように声を発する。


「そいつは良かった。だが残念ながらそろそろ時間だ──最後は派は手でに決めようか!?」


　レイオットは両手でスタッフを構える。


　どこか気け怠だるく、しかし、けれん味みたっぷりのその仕し種ぐさは、闘たたかう騎き士しと言うよりも……まるで優ゆう雅がに楽器を奏かなでる演えん奏そう家かを思わせた。


「我われ・法のりを破り・理ことわりを越こえ・破は壊かいの意い志しをここに示す者なり──」


　補助呪文ブースター・スペル詠えい唱しよう。


　使用頻ひん度どの高い基礎級呪文ベーシツク・スペルはスタッフの操作と撃発音声トリガー・ヴオイスだけで発はつ動どうする。魔法士の詠唱は必要ない。つまり、わざわざ補助呪文を上うわ乗のせするという事は──


「まずい、全員逃にげ──いや、伏ふせろ！」


　ブライアンが叫んで、ネリンとカペルテータに覆おおい被かぶさる。


　スタッフの先の虚こ空くうに紅あかい輪が発生した。


　紅い光で描かれた二重の輪。二つの同心円はそれぞれ右と左に緩ゆるく回かい転てんしながら、複雑な幾き何か学がく模も様ようをその内側に描き出す。それらが明めい滅めつする様さまは、まるで模も様ようが鼓こ動どうし、呼吸しているかのようにも見えた。


「……ベルータ・エイム・クイファ・クイファ！　〈マグナ・ブラスト〉──」


　魔法陣エイリアス。そう呼よばれているもの。


　その正体は事象誘導機関の影かげ──とでも言うべきもの──だ。補助呪文を追加プラグインされ、超高効率駆く動どう中の事象誘導機関。その虚きよ像ぞうが事象界面に投とう影えいされ、紅い光となって発はつ現げんしているのである。


「──イイイイイイイイ──……グジストオオッ！」


　その瞬間──不ふ可か視しの何かが魔族に向けて虚空を奔ほとばしった。


　ぽつんと魔族の身体からだに穴があく。


「けーけけ」「けけけ？」「くけ？」


　魔族は不ふ思し議ぎそうに自分の身体に生じた小さな空くう虚きよを見つめ──


　轟ごう音おん。


　閃せん光こうが辺あたりの景け色しきを真っ白に塗ぬりつぶす。


　かつてトムスン医師であった魔族の肉体は、まるで爆ばく弾だんでも埋うめ込んであったかのように内側から爆ばく砕さいしていた。


　病院の、いやその付近にある全すべての建物の窓まど硝子ガラスが、衝撃で砕くだけ散る。


　迂う闊かつにも地に伏ふせるのが遅おくれた野次馬や警官達を、爆風が放射状になぎ倒し、その爆心地点では天にも届かんばかりの巨大な火柱が、轟ごう々ごうと噴ふき上がっていた。


「あの戯たわけ者ものが……」


　ネリンとカペルテータを身体の下に庇かばったまま、ブライアンが唸うなるように言う。


　無論、魔族の肉体は完全に消滅している。肉片どころか細さい胞ぼうの一片までも焼やき滅ほろぼされてしまったろう。


〈爆破ブラスト〉の基礎呪文書式を補助呪文で増ぞう幅ふくした〈第二の業ごう火か〉──〈マグナ・ブラスト〉。確かにその破壊力は魔族の肉体を一気に破は砕さい、その断片さえも逃のがさず焼き滅ぼす。無論、再生する暇ひまなどない。元々は対たい装そう甲こう艦かん艇てい戦せん用ようとして、かつてのアルマデウス海軍が採さい用ようしていた魔法である。


「こんな──これ程ほどの……」


　呆ぼう然ぜんとつぶやくネリン。


　戦術魔法士の強さは単に強力な呪文が使えるという事ではない。無論、強力な魔法を制せい御ぎよできるという事実も、強さを計はかる一つの基準ではあるが……いかに魔法を素す早ばやく、的てき確かくに、しかも数多く使えるかという点が、魔法士の総合的な強さを決める。


　レイオットには明らかに余よ裕ゆうがあった。瞬しゆん時じに魔族の攻こう撃げきを見切り、対たい抗こう魔ま法ほうを発動させ、充分に相手の隙すきを見み極きわめた上で、一いち撃げき必ひつ殺さつの魔法を送り込む。魔族としては比ひ較かく的てき下級の〈ヴィスコント〉級とはいえ、この男は完全に魔族化した相手を、易やす々やすと倒してのけたのだ。


　しかも、戦いそれ自体を愉たのしみながら……だ。


　何度か戦術魔法士の戦う場面には立ち会った事があるが……魔族相手に、ここまで余裕をもって、また悲ひ壮そう感かんのない戦い方をする魔法士は、ネリンも初めて見た。


　硬かたい足音が近づいてくる。




[image: ]


　ブライアンの身体からだの下で、ネリンは顔を上げた。


　まだ揺らめいている炎ほのおを背に、悠ゆう然ぜんと歩あゆみ寄よってくる黒い影。


　力強く頼たのもしい筈はずのその姿は……しかしネリンの眼めにはひどく異い様ように映うつった。


　鎧よろいを帯おびた魔法戦士。


　無ぶ骨こつな装甲──その鋼はがねの内側に垣かい間ま見えるのは、装甲と同じく黒い衣ころもと、包帯のようにそれに巻き付く幾いく条じようものベルト、そしてそれらを留とめる金具だ。一見、それは性せい的てき倒とう錯さく者しや──被マ虐ゾ趣ヒ味ス者トのまとう衣い装しようを連想させる。


　しかし。


　その『人型モールド』に押おし込まれているのは自みずから束そく縛ばくを望む無力な被虐趣味者などではない。


　ストレイト・ジャケット──その言葉の由ゆ来らい通どおり、そこには押し込められた狂きよう暴ぼうさが渦うず巻まいている。御ぎよしきれぬ凶悪さ、目め指ざすべき方向を持たずただ荒あれ狂くるうだけの力の塊かたまり。それを辛かろうじて人という形の布ぬのの中に詰つめ込み、更さらに鋼こう鉄てつの殻からを被かぶせて体てい裁さいを整ととのえているだけ──そんな印象があった。


　無骨な鎧の内側に隠かくされた爆発的な脅きよう威い。


　本来は人の手に余る力を司つかさどる者──魔法士。


　監督官に就ついてからは忘れがちだったその認識が、改めてネリンの脳のう裏りに広がった。


「レイオット・スタインバーグ……」


　彼は今、どんな表情をしているのだろうか。


　その顔を覆おおい隠す鋼鉄の仮か面めんに……彼女は声もなく恐きよう怖ふした。





　　　　●　　●　　●





　馬ば鹿かげた話であったが……レイオットの戦せん闘とう行こう為いによる死者はいなかった。


　事件全体での死者は三名。いずれも魔族化した医い療りよう系けい魔法士ジェームズ・トムスンによって、レイオットの突入前に殺害されていた者達だ。


　魔族事件としては驚きよう異い的てきに少ない数字である。


　それを幸運と見るのか、レイオットの技量と見るのかは人それぞれかもしれないが、ネリンは──多少、不本意ながらも──後者だと感じた。


　ブライアンはレイオットを評して『周囲に気き遣づかうことを知らない』などと言っていたが……レイオットはわざわざ病院前の広場に魔族を引きずり出し、小こ競ぜり合いによって包囲の警官や野や次じ馬うま達が待たい避ひする時間を与あたえてから、問題の魔法──〈マグナ・ブラスト〉を発動させている。それだけの事を考える余よ裕ゆうがあの無資格魔法士にはあったという事だ。


　それにネリンは気づいていた。


　あのプラズマ球の最後の一つ……あれとレイオットを結ぶ線の延長上に、待たい避ひ途中で転てん倒とうして、身動きがとれなかった警官の姿があった事を。彼が〈デフィレイド〉の魔法を使わず、他と同じように回かい避ひしていれば、プラズマ球きゆうはその警官を直ちよく撃げきしていたろう。


「……対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうが大変な作業だという事は理解しています」


　拳こぶしを握にぎりしめてネリンは言った。


「生なま半はん可かな攻撃方法が役に立たないのも知っています」


　対魔族戦闘の基本は、一いち撃げき必ひつ殺さつだ。魔法によって肉体を無限に復元し、あるいは外部からの攻撃を任意に吸収、反射、虚きよ無む化かできる魔族を倒すには、その魔法の制せい御ぎよ中ちゆう枢すう──即すなわち脳神経組織の五割以上を、破壊せねばならない。このため、魔法にしても銃じゆう撃げきにしても対魔族戦において使用されるものは、威い力りよく重じゆう視しの傾けい向こうにあった。


　しかし。


「だからといって、こんな大だい規き模ぼな戦闘用魔法を、街まち中なかで発動させるなんて！」


　事が終わり、モールド運うん搬ぱん用ようのトラック──〈モールド・キャリア〉の中から、除じよ装そうして出てきたレイオットに、ネリンは即そく座ざに食くってかかった。


　警官を守った事について、『ひょっとしたら、いい人なんじゃないか』──そんな風に一瞬でも思ってしまった自分が、腹立たしい。


「何を考えてるんですか、あなたは！　やっぱり無資格の魔法士なんだわ……こんな、こんな常識のない……！　どれだけ損害が出たと思ってるんですか!?」


「せいぜい硝子ガラスが割れて地面に穴あなが空あいただけだろう？」


　黒い線で描かれた紋様──未開部族の戦化粧を思わせる図柄──二次拘束術式図版セカンダリ・レストリクト・パターンをタオルで拭ふき取りながら、レイオットは顔をわざとらしくしかめた。


　首を巡めぐらし、彼以上のしかめ面つらで立っているブライアンに同意を求める視し線せんを送るが、ブライアンは無言。若じやつ干かんその眉み間けんの縦たて皺じわが深くなっていただけだ。どうやらこの警官と魔法士は、以前にも何度か顔を合わせた事があるらしい。


　レイオットは大きく肩かたを竦すくめて視線をネリンに戻もどした。


「怪け我が人にんも出てます！　大だい体たい、怪我人への補ほ償しようや損そん壊かいした施し設せつの修復に、どれだけの費用がかかると──」


「保険屋さんの活かつ躍やくに期待しよう」


「そういう問題じゃないでしょう！」


　ネリンが大声で喚わめく。


　だがそれは……怒いかり以外に、除装したレイオットを瞬間に感じた安あん堵どを、ごまかそうとする気持ちも働いていたかもしれない。モールドをまとった彼の姿に恐怖した自分を、心のどこかで恥はじる気持ちが、ネリンにはあった。


「魔法は強大な力であるからこそ、適切かつ必要充分、必要最低限の使い方をするべきです！　気きまぐれや、その場の思い付きで使うのではなく、もっと慎しん重ちように使う義務が魔法士にはあります！　魔法士法第二条、第一項に明記──」


「いや、しかし俺は無資格だし」


「開き直ってどうするんですか！　大体、そのような魔法を乱発すれば、いくら優秀なモールドを着込んでいたって、あなたも魔族化──」


「色々と細こまかいな……あんたも」


　レイオットはネリンの言葉に覆おおい被かぶせるようにして言った。


「だから細かいとか細かくないとか、そういう問題では──ちょっと！」


「後の事はよろしく」


　ネリンの台詞せりふを最後まで聞かず、レイオットはすたすたと歩き出す。一応は挨あい拶さつの積もりか、ひらひらと誠意に欠けた仕し種ぐさで彼は左手を振ふって見せた。


　既すでにモールド・キャリアの助手席にはカペルテータが座すわって待っている。もう用は済すんだといわんばかりである。思わず後を追おうとしたネリンの肩を、しかしブライアンが押おさえて首を振った。無む駄だだ──と言いたいのだろう。


「な──何なんですか、あの男は！」


　気が収おさまらないネリンは、思わずブライアンに向かって、喚わめく。


「だから言ったろう？　あの男を使うと後が大変だと。気まぐれで、大おお雑ざつ把ぱで、とことん無責任な奴やつなのだよ」


　ブライアンはそう言って鼻を鳴らした。


　高々と響ひびく蒸じよう気きエンジンの音。悠ゆう然ぜんとモールド・キャリアが走り出す。


　まだ事じ後ご処しよ理りと現場封ふう鎖さを続けていた警官達が、慌あわてて脇わきにのいた道路を──その蒼あおい蒸気式トラックは悠ゆう々ゆうと去っていった。


　それをブライアンと二人並ならび、しかめ面つらで見送るネリン。


「……なんなのよ、本当に」


　レイオット・スタインバーグ。


　無資格にして一級の実力を持つ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


　ネリン・シモンズ。


　労務省魔法管理局所属の新しん米まい監督官。


　これが──二人の出会う事になった事件の、顚てん末まつであった。
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　ふと──壁かべに書かれた文字が眼めに入った。


『化ばけ物もの屋や敷しき』『クソ食って死ね』『責任をとれ』……


　書き殴なぐられた無数の言葉。汚お物ぶつをぶつけたらしい跡あと。それに何か硬かたいもので殴なぐった傷きず。つい先日までは美しく滑なめらかだった家の壁を、間かん接せつ的てきな暴ぼう力りよくがほぼ隙すき間まなく覆おおっていた。


　ほんの数日前まで確たしかに存在していた幸福な場所。自分達家族の暮くらしていた家。


　そこへの郷きよう愁しゆうを断たち難がたくて──それがもう失われてしまっている事は充分に承知していたのだが──一目だけでも、と戻もどってきたのが、間ま違ちがいだった。


「ひゃっほう！」


　歓かん声せいと共に、がつんと何度目かの殴おう打だが後頭部に食い込む。


　少年は泥どろだらけの地面に顔を打ち付けた。口の中に泥と、血の味が広がって行く。


　もう六度目だ。こうして誰だれとも分からない奴やつ等らに暴ぼう行こうを受けるのは。


　同じ奴等かどうかは分からない。学校、路ろ地じ裏うら、そして──自分の家の前。いつも相手は覆ふく面めんや仮か面めんを被かぶっている。大たい概がいの場合、覆面や仮面には『正義』とか『天てん誅ちゆう』とかいった類たぐいの文句が書かれていた。


「会心の一撃ないすぱんちィ！」


　無論……どこであろうと、完全に外界と隔かく離りされている訳わけではない。だが時とき折おり、物音を聞きつけて暴行の現場を覗のぞき込む人ひと影かげはあっても、それ以上の行動には出ようとしなかった。いや、それどころか……確か四度目の時などは、少年の暴行に嬉き々きとして飛び入り参加した通りすがりまでいた。


　救いを求めても警官は頼たよりにならなかった。


『そうはいっても現げん行こう犯はんじゃないと、どうしようもないなあ』『顔も分からないんじゃねえ』『君も彼等を挑ちよう発はつするような真ま似ねは止やめた方がいい』『ここはあんまり騒さわがずに、大人おとなしくしていた方が──』


　結局……彼等は弱じやく者しやの守しゆ護ご者しやでもなければ正義の味方でもない。給料分を働き、余計な厄やつ介かい事ごとを避さけたがる、勤つとめ人にんの一種に過ぎなかった。


「次は誰だれ、次？」


　仮面野や郎ろうの仲間が笑う。彼等も仮面をしている。悪意の嘲ちよう笑しようを『正義の味方』と書かれた安やす物ものの仮面に隠かくし、彼等は少年に暴力を振ふるう。


「あー。俺おれ、次は俺」


「ずりいぜえ、次は俺だっつったろお？」


「いいじゃん。一いつ緒しよに『制せい裁さい』しようぜ」


「はは、『力をあわせて正義のために』ってか？　かっこいー」


　勝かつ手てな事を言いながら、暴行者達は少年の髪かみをつかんで強ごう引いんに立たせた。


「おらあ！」


　今度は腹と顔にそれぞれ一発ずつ。


　少年は胃いの中のものを吐はきながら、倒たおれ伏ふした。


「うわ、汚きたねえ」「ふざけんな、こら。靴くつにてめえのゲロがついたろうが。なめて綺き麗れいにしろや」「靴をおなめ──ってか。ぎゃはは」


　横腹に靴の爪つま先さきが食い込む。


　少年は黙だまって顔を上げた。


　その表情に──凄せい惨さんなその相そうに、一いつ瞬しゆん、仮面の暴行者達はひるんだ。


　だが。次の瞬間、暴行者達はそんな自分達の反応を覆おおい隠かくそうとするかのように、口くち汚ぎたなく少年をののしり始める。


「──んだよ、その顔はよ！」


「魔族の子が一人前に、怒おこってやがるぜ!?」


「勘かん違ちがいしてんじゃねえぞ。オヤジに代かわって謝あやまるのが筋すじってもんだろが！」


　背中を踏ふまれる。


「『このたびは、魔族化した父が、皆みな様さまにご迷めい惑わくをかけてしまい、まことに申し訳ありません。かくなる上は、父の不ふ始し末まつはこの俺が、皆様におわびいたします』ってなあ！」


「おかげでまた、大事な大事な俺達市民の血けつ税ぜいがあ、無む駄だ遣づかいされちまうんだよなあ」


「おら、言えよ！　『申し訳ありません、俺の父はクソッタレで、バカで、どーしようもないゲロクソです。そんなクソバカの血を引いているビチグソな俺を、どうか皆さん、真ま人にん間げんになれるよう、ご指し導どうください』、おら！　早く言えよ！」


　踏まれる。踏みつけられる。息苦しさに彼は苦く鳴めいを漏もらす。


「しょうがねえなあ。指導しようか、指導」


「おら、てめえ感かん謝しやしろよ──」


　少年の髪をつかんで再び引き起こす暴行者達。


　無理矢理、釣つり上げられるようにして立たされる少年。その身体からだの下から出てきたものに、暴行者達は気づくのが一瞬、遅おくれた。


　ぽっかりと小さく黒い闇やみを内包した、鋼はがねの筒つつ。


　──ぱんっ。


　路地裏に小さな音が弾はじけた。
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　夢ゆめを観みなくなって随ずい分ぶんになる。


　楽しい夢も苦しい夢も、もう彼には無む縁えんのものだ。眠ねむりはただ身体からだの休息時間に過ぎず、精神は休息を求めなくなって久しい。胸の奥おくはまるで地底の泉いずみのように静せい謐ひつで、さざ波さえ立つ事はない。表面的には笑顔を作る事はあっても、もう心の底から笑う事はできないだろう。それを寂さびしいと思う気持ちさえ今の彼にはないのだから、どうしようもない。


　乾かわききってかさかさになった地面のように……ただひたすら他人の喜き怒ど哀あい楽らくを吸い込んで行くだけ。いくら他人の感情を注そそがれようとも、そこから何かが芽め吹ぶくことはもうないだろう。だからこそ夢も観ない。ただ泥どろのように眠るだけ。


　それはもう心が死んでいるからよ──そう評したのはフィリシスだったろうか。


　確たしかに十二年前のあの日、彼は一度死んだのかもしれない。


　死者は笑わない。死者は泣かない。死者は怒おこらない。死者は死者としてただそこに在あるだけだ。それを悔くやまない。死者は物体。モノ。主体がない。ただ状じよう況きように流されるだけ。


　だが。


　時とき折おり──居ても立ってもいられなくなるのは何な故ぜだろう。


　懊おう悩のうする心さえ残っていない筈はずの意識にのしかかってくる焦しよう燥そう感かん。中ちゆう途と半はん端ぱにぶら下げられた虚こ空くうで、己おのれの立つべき位置を探さがして煩はん悶もんしているかのように。


　魔法。叩たたき込まれた能力。慣れ親しんだ自分の一部。


　それが彼の心の空くう虚きよとは無関係に出口を求めて彼の内を徘はい徊かいする。


　目め指ざすべきは何なのか。求めるべきは何なのか。抗あらがうべきは何なのか。


　答えは出ない。出せない。


　恐おそらくそれを知っているであろう人間も、最も早はやこの世にはいない。


　死んだ。自分が──殺した。


　遥はるかな記き憶おくの断片。音の壊こわれた風景の中で歪ゆがんだ唇くちびるが動く。


　短みじかい、おそらくはたった一ひと言ことの言葉。届とどく事のなかった声。


　彼は……最後になんと言ったのだろう。


「…………」


　レイオットは眼めを開く。


　ぼんやりと天てん井じようを見上げ──そして少し頭を動かして部屋の隅すみを見る。カーテンを通して染しみ入ってくる光を避さけるような位置……夜の闇やみが未練げにわだかまる片かた隅すみで、いつものように四つの紅あかい光が彼を静かに眺ながめていた。


　カペルテータ。


　紅い瞳ひとみと眉まゆの代かわりにその上に埋うまっている紅い球きゆう面めん。それらは……ふとした拍ひよう子しに四つの眼にも見える。


　振ふり向けば異い形ぎようの少女はいつもそこにいる。彼の側そばに、まるで彼の影かげのようにひっそりと、音もなく……束つかの間ま、傍かたわらを離はなれる事はあっても、気がつけば少女はいつも彼の側にいて、彼を見つめている。それが使命であるかのように。


　感情を示す事のない硝子ガラス玉だまのような紅こう玉ぎよくが今日きようも彼を凝ぎよう視しする。


「……おはよう。カペル」


「おはようございます」
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　毎朝の儀ぎ式しき。交かわされるのは想おもいのこもらない、ただの音。


　客なき道どう化け芝しば居いとても、こうは虚むなしくあるまい。それでも続けるのは何な故ぜかと問われれば……実はレイオットとしても首を傾かしげる他ほかない。強しいて言えば……惰だ性せいだ。


　抱かかえていた膝ひざを伸のばし、カペルテータはゆっくりと立ち上がる。


　共に暮くらすようになって三年余り……彼は眠っているカペルテータを見た事がない。


　同居人でありながら、彼女はレイオットの前では決して眠らない。軒のき下したに住み着いた野の良ら猫ねこのように。人には決して馴なれず、隙すきを見せない野や生せいの獣けもののように。


　わざわざ買ってやったベッドは一度も主あるじを迎むかえる事のないまま、隣となりの空あき部屋で埃ほこりを被かぶっている。だが──どうでもいい事だ。彼女が何を考えていようと。何が彼女の目的であろうと。ある程度の想像はつくのだが……その事についてはさしたる感かん慨がいも湧わかない。


　レイオットは気け怠だるそうに身を起こすと、ベッドを降おりる。


「さて──」


　背はい後ごからカペルテータのついてくるぺたぺたという足音を聞きながら、レイオットは物もの憂うげに思し案あんした。


　今日は何をしようか。


　何をすればいいのか。何をすべきなのか。


　分からない。分からないままに今日も目が覚める。


　ただの惰だ性せい。単なる現在の連続。過去に未練はなく未来に希望はない。自分が生きている必要性が見あたらない。だが、死ぬ必要もないというそれだけの理由で、今日も一日が始まる──





　　　　●　　●　　●





「……『故ゆえに、当事件に関する経済的損そん失しつについては、不ふ可か抗こう力りよくの面が大きく、小官は公こう的てき資し金きん援えん助じよによって修復されるべきと判断するものである。北ほく歴れき一九五五年二月十日、トリスタン支局二級魔法行こう為い監かん督とく官かんネリン・シモンズ』──と」


　道中、書き続けていた報告書の書類留めバインダーを、閉じる。


　ネリンはため息をついて馬車の荷台から、延えん々えんと続く殺さつ風ぷう景けいな道を眺ながめた。まだ朝とも言うべき時間帯なのだが、曇くもり空ぞらのせいか、夕ゆう暮ぐれのように気け怠だるい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。


「魔法士ソーサリストなんだから、もっと街まち中なかに住んでるものだと思っていたけど」


　はっきり言って田舎いなかだ。


　実のところ、ネリンの所しよ属ぞくする支局のある街──トリスタンそのものが首しゆ都とロンバーグに比くらべると田舎に属するが、一応トリスタンは人口四十万を擁ようする中規模都市でもある。経済的にも活かつ性せい化かしており、中心部における高層建築の数は首都よりも多いほどだ。


　だが、やはりそこは地方都市の悲しさ、半時間も蒸じよう気き鉄てつ道どうに揺ゆられていると、すぐに風ふう景けいから大型建築物が消える。さらに駅で見かけた行ぎよう商しよう人にんの馬車──こんなものが現げん役えきで動いている事自体が田舎の証明ではある──に同乗させてもらって約半時間。ようやくネリンは目的地の側そばにたどり着きつつあった。


　今彼女がいるのは、トリスタン市のほぼ東端である。


　周囲は古びた写真のように色いろ褪あせた草原が延々と広がり、やたらと寒々しい。民みん家かのようなものは見かけるが、一目で廃はい屋おくと分かるような代しろ物ものが、その半数以上を占しめていた。


「この辺へんはねえ。三十年前のあれが一ひと際きわ激はげしかった場所でね。帝てい都とほどじゃないけど」


　ぼんやりと風景を眺ながめるネリンをどう思ったのか、御ぎよ者しや台だいの行商人が声をかけてくる。


「三十年前……ああ」


　ネリンは小さく頷うなずいた。


　彼女が生まれる前の話ではあるが、職業上、三十年前と言われればピンとくる。


「ほれ。あそこにちっこい山が見えるでしょうが……丘おかみたいに見えるけど。あそこから良質の『賢けん者じや石いし』が出るってんで、鉱こう山ざん街がいとして、そこそこには賑にぎわってたんですがね」


　賢者石──元もと々もと魔法の補ほ助じよ具ぐを作る際に多用された希き少しよう鉱石である。


　現在でもモールドやスタッフの部品の材料として使われている代物だが、最近は需じゆ要ようそのものが多くないので、閉へい鎖さされた鉱山も多いと聞く。


「その時に、鉱山が丸ごと潰つぶれちまって。あとはもう町ごと寂さびれる一方で。私も何度か引ひっ越こしを考えましたけどねえ。やっぱり生まれた土地ですし」


　初老の行商人は照れたように、薄うすくなりだした灰はい色いろの頭を搔かいた。実じつ直ちよくそうな顔には、感かん慨がいの色がある。故こ郷きようを見捨てるのが忍しのびなかったのかもしれない。


　根ねっからの善ぜん人にんなのであろう。それは方向が同じとはいえ、ネリンを快こころよく馬車に同乗させてくれた事からも分かる。タイトスカートに包まれた彼女の尻しりの下には『服が汚よごれるといけねえから』とわざわざ彼が貸してくれた手て拭ぬぐいが敷しかれていた。


「ところで、お嬢じようさんはスタインバーグの旦だん那なとはどういう関係で？」


　変化に飢うえているのか、単によそ者ものが珍めずらしいのか……興きよう味み深ぶかそうな声で行商人が尋たずねてくる。それを不ぶ躾しつけと腹を立てるほど、ネリンも気が短くはなかった。


「仕事の関係でちょっと……」


「ははあ。なるほど。それでこんなところまで……大変ですな」


　笑う行商人に愛あい想そ笑わらいで応じるネリン。


　ふと彼女は思う──この行商人や、彼の住む土地の人々は、レイオット・スタインバーグという人物がどのような仕事をしているのか、知っているのだろうか。


　田舎では魔法士を忌き避ひするところも少なくない。


　特に住民の平へい均きん年ねん齢れいの高い土地では、まだ三十年前の惨さん事じの記き憶おくが風化していない。人々は魔法とそれを行こう使しする者を恐おそれ、憎にくみ、そして避さける。大多数の魔法士が物価も地価も高い都会に住んでいるのは、単に仕事に便利で稼かせぎがいいから、というだけではないのだ。都会では魔法に対する人々の嫌けん悪お感かん、拒きよ否ひ感が表面化する事は──比ひ較かく的てきではあるが──少ない。


　レイオット・スタインバーグ。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。無資格。生年月日不ふ詳しよう。経歴不詳。この名前すら、本名であるという確証はない。


「まったく……」


　ネリンは調べた内容を思い出してため息をついた。


　よくこんな無資格の魔法士が野の放ばなしになっているものだ。それだけ実力があるという事なのであろうが──


「着きましたよ」


　商人に言われて、ネリンは我われに返る。


　傍かたわらを振ふり返ると……道沿いに流れている小川があり、その向こう……何とも殺さつ風ぷう景けいな草原にぽつんと、煉れん瓦が造づくりの家が建たっている。小川には意外に立りつ派ぱな石いし造づくりの橋が渡わたされていて、そこを通って行けばいいらしい。


「……あれが？」


「ええ。あそこがスタインバーグの旦那の家ですよ。ベルを鳴らしても出てこない事がありますけど、そういう時は裏に回って声をかけてみた方がいい。奥おくの方にいると、ベルが聞こえないらしいんですよ」


「は、はあ……」


　ネリンは戸と惑まどいを隠かくし切れない。


　魔法士といえば──特に戦術魔法士Ｔ・Ｓや救助魔法士Ｒ・Ｓは──危険な仕事と引き替えに、高額の報ほう酬しゆうを保証された者達である。アルマデウスの平へい均きん的てきな男性の年収に対し、魔法士の平均年収は約五倍。まして戦術魔法士ともなれば、その仕事の危険性や元々の登録者数が少ない事も影えい響きようして、その数字はさらに倍ばい増ぞうする。


　そんな高所得者が住むには……その建物はあまりに質しつ素そに過ぎた。


　今までネリンが見てきた魔法士の自宅というものは、いずれも大だい邸てい宅たくか、高級マンション──しかも程度の差こそあれ、成なり金きん趣しゆ味み丸出しのものが多かったので、余計にレイオットのそれは、ネリンの眼めにはみすぼらしく映うつったのだ。


「どうもありがとうございました」


　ネリンは商人に礼を言い──ついでにお愛あい想そで、商人が運んでいた品の中からクッキーを一袋買い、別れた。


　橋を渡り、家の前に立つ。


　改めて見ても、みすぼらしい印象が先に立つ。もっとも、耐たい火か煉れん瓦がを積み上げて作られたその外がい壁へきはいかにも頑がん強きようそうで、数百年先まで建っていそうな雰ふん囲い気きがあったが。


「…………」


　ネリンは玄関前に立ち、軒のき先さきからぶら下がっているベルを鳴らす。からころと素そ朴ぼくな音がし──後は静せい寂じやくが満ちた。


「留る守す……じゃないよね……」


　不安げにつぶやくが、無論、答える声はない。


　事前に話を通していなかったのは、ネリンの失敗である。もっとも、普ふ通つうに話を通してもレイオット・スタインバーグはのらりくらりと言い訳をして会わない──と先せん輩ぱいの監かん督とく官かんから聞いていたので、敢あえて、いきなり訪おとずれる事に決めたのだが。


　商人の忠告通り、裏にあるという倉そう庫こに回ってみようかとネリンが思し案あんし始めた時……不意に扉とびらは開いた。


「──お待たせしました……」


　そう言って出てきたのは、例のＣＳＡの少女、カペルテータであった。


「シモンズ監督官──でしたか」


　不意の訪ほう問もんにも特に驚おどろいた様よう子すもなく──カペルテータは相変わらず、表情に欠かけた顔をネリンに向ける。迷めい惑わくがっているようには見えないが、無論、歓かん迎げいされているのでもなかろう。どうもこの少女は何を考えているのか分からない。とりあえずネリンは事務的な口調で来訪目的を告げた。


「先日の件で、報告書のまとめに、スタインバーグ氏の署しよ名めいがいるので。不ぶ躾しつけとは思いましたが、ご自宅にお伺うかがいさせていただきました」


「どうぞ……」


　カペルテータは身を引いて中を示す。ネリンは軽く一礼して家の中に脚あしを踏ふみ入れた。


　屋や敷しきの廊ろう下かを案内されて歩きながら、ネリンは菓子の袋をカペルテータに渡す。単に商人への礼れい代がわりに買った品だが、手みやげの代わりにはなるだろう。


「……ありがとうございます」


「それから、カペルテータさん。貴女あなたにも用があるの」


　少し口調をくだけたものに切り替かえてネリンは少女の横顔に言った。


「……後こう見けん人にんの事ですか」


　カペルテータが言った。予想していた事なのだろう。


　ＣＳＡ──先天性魔法中毒患者コンジエネタル・ソーサリイ・アデイクト。通つう称しよう『半魔族ハーフ・ブルート』。


　魔族を片親に持つ──つまりは魔族に乱暴された女性が産うみ落おとした者達の総そう称しようである。彼等は生命として発生した段階──受じゆ胎たいのその時より魔法の影響下にあり、通常の人間とは大なり小なり異なる姿すがた形かたちをしている。


　例たとえばカペルテータの場合は、額ひたいの紅あかい球きゆう体たいとその髪かみの色にＣＳＡとしての特異性が現あらわれていた。


　彼等は本来の魔族のように凶きよう暴ぼう凶きよう悪あくという訳わけではなく、異常な生命力を持っている訳でもない。肉体的にも精神的にも彼等はあくまで人間の範はん疇ちゆうに含ふくまれるのだ。


　だが、元より人間の基本型から逸いつ脱だつしている彼等は、通常の人間よりも『人間としてタガ』が外はずれやすいとされ、ふとした拍ひよう子しに魔族化してしまう──と言われている。


　無論、これは単なる一学説であり、証明された事実ではない。


　だがこの学説は一時期、人々の間でかなりの真実味を伴ともなって流る布ふしていた。このため、魔族狩りと称して彼等ＣＳＡに対する集団暴行が堂々と行おこなわれていた時期もある。いや、現在でもそれらの動きは水面下に移っただけで、今でも時とき折おり、半魔族の死体が『正義』『天てん誅ちゆう』などと書かれた壁に、釘くぎや楔くさびで張り付けられる事件が起こっている。


　そういった狂きよう信しん的てきな集団暴行の抑よく制せいとＣＳＡの保護を目的として──建たて前まえと言い換かえてもいいが──労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくが設もうけたのが、ＣＳＡ収容施設アサイラム及び魔法士による後見人制度であった。


　しかし……


「スタインバーグ氏は正規の魔法士ではないわ。貴女あなたの後見人としての資格もないの。だから……」


「収容所か、さもなくば万一の時に……確実に私を始末できる魔法士のところに、行けという事ですか」


「…………！」


　言われてネリンは表情を強こわ張ばらせる。


　カペルテータの淡たん々たんとした口調に変化はない。ネリンと連れだって歩く彼女の横顔にも、特に目立った表情は浮うかんでいない。だからこそ余計にこの少女の言葉は辛しん辣らつに響ひびくが。


　これらの制度趣しゆ旨しにカペルの言葉通りの側面があるのは、以前より指摘されていた事だ。ネリンとて無論その事を知ってはいる。


　だが……法は法だ。守らないでいい理由にはならない。


「そ……そういう意味じゃないわ。大だい体たいあなたとスタインバーグ氏は、どういう関係なの？」


　ましてこんな幼おさない少女がレイオットのような人物と暮くらしていて、いい影えい響きようがあるとは思えない。事実、愛人だの、内ない縁えんの幼おさな妻づまだのと言われているようだが──


「……愛人」


　あっさりとカペルテータが言う。


「──と世間では言われているようです」


　ネリンはため息をつく。考えにくいが、ひょっとしたら──冗じよう談だんだったのだろうか。


「あのねえ、あなた『愛人』って言葉の意味、分かってる？」


「一応は。親子でも兄きよう弟だいでもない男性と女性が、同じ家か屋おくに生活していれば……そう言われても仕方ない事も」


「じ……事実はどうなの？」


「少なくとも肉体関係はありません」


　生なま々なましい事を平然とカペルテータは言う。声には羞しゆう恥ちの色も嫌けん悪おの色もない。新聞の天てん気き予よ報ほう欄らんでも読み上げるような雰ふん囲い気きである。


　ここに来るまでの車内でこの少女についての乏とぼしい資料にも目を通したが──とても記き載さい通どおりの十三歳さいとは思えない。その落ち着きは歳とし経へた大人おとなのようでもあり、またあまりに素そ朴ぼくな物言いは幼よう児じのようでもある。


　もっともカペルテータという名前も十三歳という年ねん齢れいも、何ら裏付けのない、自じ己こ申しん告こくによる情報だが。アルマデウスの戸こ籍せき制せい度どは三十年前に壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきを受けており、現在もその全すべての修復は終わっていない。それでも当然ながら時間は待ってくれず、人が生まれ、死に、人口は勝手に増ぞう減げんしてゆく。都市部はともかく、田舎いなかではまともな戸こ籍せきを編へん纂さんしようという努力は遅ち々ちとして進んでいなかった。


「事じ実じつ無む根こんなら、もっと別の──」


「──レイオット」


　カペルテータはネリンの言葉に取り合わず、廊ろう下かの突き当たりにある扉を叩たたいた。


「シモンズ監督官がお見えになりました」


　待つ事、数秒。


　扉が開いてレイオットが顔を出した。


　さすがに外がい套とうは着ていないが、サングラスはしたままだ。眼めが弱いのか……あるいは本人の趣しゆ味みなのか。こざっぱりした感じの白いシャツと蒼あおいズボンといった姿すがただが、何な故ぜかこの男が着ていると、どことなくよれよれの着き古ふるした衣い装しように見える。


　ほんの少しだが彼の髪かみに変な癖くせがついてるのを、ネリンは見み逃のがさなかった。


　どうやら寝ねていたらしい。


　ぼんやりとネリンの顔を見る事──さらに数秒。


「──ああ」


　レイオットはようやく得とく心しんがいった、という様よう子すで頷うなずく。


「この間の……病院の時の……」


　ネリンは脱だつ力りよく感かんを覚えた。


　先週のコープマン病院事件の事じ後ご処しよ理りに一区切りをつけ、一昨日おとといから寝る時間も惜おしんでこの男の資料を調べ──半なかば直じか談だん判ぱんの積もりで来た自分が馬ば鹿かみたいだ。


「何の御用かな？」


「書類作成に御協力をお願いします──それと、幾いくつかお話があってきました」


「ふむ。どーぞ」


　レイオットはあくびをかみ殺しながらネリンを部屋に招まねき入れた。





　　　　●　　●　　●





　北ほく歴れき一八九九年。


　ユーフォニア大陸の東の片かた隅すみに位置する帝てい政せいの小国アルマデウス。


　その首しゆ都とロンバーグにあるホルスト教きよう会かい施し設せつ──ホルスト教会の九聖せい人じんの一人の名を冠かんした大聖堂において、一つの実験が行われた。


　主しゆ催さい者しやはマランド大学所しよ属ぞくの碩せき学がく──ジョージ・グレコ教きよう授じゆ。


　後の世に『聖シューマンの実験セント・シューマン・エクスペリメント』と呼よばれる事となるこの実験には、一いつ般ぱん人じんの他ほかに科学者、財界人、政界人、そしてホルスト教を含ふくむ宗教関係者が数多く集められた。無論、その実験結果の証人となるためである。


　他にも当時最新の各種観測器、計測器が聖堂に据すえ付けられ、いかなる詭計トリツクも見み逃のがすまいと万ばん全ぜんの状態で稼か働どうしていた。


　そんな中……グレコ教授率ひきいる研けん究きゆう班はんは聖堂中央に進み出て、実験の目的を明かす。


　参列者の三分の一はグレコ教授は大おお袈げ裟さな冗じよう談だんが好きだと笑い、三分の一は怒おこり、そして残りの三分の一は彼の正しよう気きを疑ったという。


　公開魔法実験。


　グレコ教授はそう宣せん言げんしたのである。


　太たい古こより歴史の闇やみに潜ひそみ、社会通念とは無む縁えんの、限られた者達の特とつ権けんとして、細ほそ々ぼそと受け継つがれてきた秘術。科学文明の曙あけぼのと共にその住すみ処かを奪うばわれた迷信。


　その『魔法』を衆しゆう目もくと科学の光の前に引き出して見せよう……と。


　結果は──改めて論述する必要もなかろう。


　一年後には魔法は、活かつ版ぱん印いん刷さつや蒸じよう気き機き関かんなどと同様の、革新的だがごく当然の技術として世間に受け入れられていた。当のグレコ教授は実験後数日で謎なぞの失しつ踪そうを遂とげたものの、彼の研究資料はその大半が残っており、その画かつ期き的てきな成果は企業各社が競きよう争そうで応用した。その結果、魔法は社会の至る所に浸しん透とうしていったのだ。


　医い療りよう。工業。そして──軍事。魔法技術の黄おう金ごん期きの到とう来らいである。


　その根こん幹かん的な原理が究明されないままに……魔法は世界中に広まっていった。


　当時世界中が陥おちいっていた不ふ況きようを一気に打だ破はする新技術として、魔法はもてはやされたのである。魔法は次々と複雑化し、高度化し、改良に改良を重ねて初期のそれとは比ひ較かくにならないほどの強力で大だい規き模ぼなものに発はつ展てんしていった。


　当然だ。自由自在に使いこなすには、ある程度の資質と訓練がいるものの、魔法は限られた人間のものではなかった。


　グレコ教授の遺のこした資料に従い、適てき切せつな処しよ置ちと訓練を受ければ──場合によってはそれさえも必要としない才能の持もち主ぬしもいたが──大半の者が魔法を使えるようになる。これを見み逃のがす国家や企き業ぎようではなかった。


　魔法技術発はつ祥しようの地アルマデウスは一いち躍やく先進国の仲間入りを果たし、その国力を増ぞう強きようする。日々大量の魔法が行こう使しされ、人々はその恩おん恵けいを享きよう受じゆした。魔法使いは日ひ増ましにその数を増し、人々は魔法によってもたらされるべき新世界の夢ゆめを語り合った。


　約二五年後──その根本の検けん証しようもないまま、無計画に発達した魔法技術の恐おそるべきしっぺ返しを食らう、その時までは。





　　　　●　　●　　●





　スタインバーグ邸ていは外見同様、中身も平へい凡ぼんな屋や敷しきであった。


　居間も、やや広いという程度で、ごくごく普ふ通つうの民家と大差ない。暖だん炉ろがあって、ソファがあって、大きな窓まどからは白い光が射し込んでいる。綺き麗れいに掃そう除じされてはいるが、美術品を飾かざったり、やたら高価な調度品を揃そろえるといった贅ぜい沢たくさは、微み塵じんもない。


「……何か気になる事でも？」


　部屋の入り口に立ったまま、落ち着きなく視し線せんをあちこちに彷徨さまよわせているネリンにレイオットが声をかける。


「あ。いえ……なんて言うか……」


　もういい加か減げんに馴なれてもよさそうなものなのだが──意外の念をネリンは禁じ得ない。


「質しつ素そな……暮くらしぶりですね」


　前述の通り、魔法士の生活水準は一いつ般ぱん市し民みんよりもずっと高い。特に戦術魔法士Ｔ・Ｓや救急魔法士Ｒ・Ｓはその仕事の危険性に比ひ例れいして報ほう酬しゆうが高い。だがそれは言い換かえれば、巨きよ額がくの報酬と引き換かえに自分の未来に対する可能性を切り売りしている、とも言える。


　だから魔法士には金に汚きたない者が多い。明日よりも今日きようを楽しむため、万が一の場合に備え、悔くいなく現在の享きよう楽らくをむさぼっておくために、彼等は金を惜おしまない。


　ある者は豪ごう華かな屋敷に住み、ある者は何人もの愛人を囲い、またある者は大々的に寄付などをして社会的な名声を買う。


　確かにそれはそれで一つの生き方かもしれない。その権利が魔法士達にはあるかもしれない。


　だが──ネリンはどうしてもそんな彼等の生いき様ざまを快こころよくは思えなかった。ささやかな賃金のために汗あせ水みず垂たらしてコツコツと働いている人々を、魔法士達の生活は冒ぼう瀆とくしているようにも見えるのだ。


　あの男もそうだった。


　浴びるように酒を飲み、何人もの女を抱だき、些さ細さいな事でも湯ゆ水みずのように金を使って解決しようとした。そのくせ……家庭には満足に生活費も入れようとはしなかった。


　このレイオットという魔法士はあの男によく似にている──とネリンは思う。顔つきや体格など、表面的には共通点を探さがすほうが難むずかしいが……何となくその気け怠だるそうな仕し種ぐさや、目つきが似ているように思う。


「……質素だったらいけないとでも？」


「いえ、そういう訳わけではないです、勿もち論ろん」


　どうも無意識の内にレイオットをにらみ据すえていたらしい。ネリンは慌あわてて言った。


「ま──贅ぜい沢たくは性しように合わないしな」


　レイオットはソファに腰こしを下ろしながら言った。


　そういえば──とネリンは思い出す。


　管理局の局長から聞いた話だが……レイオットはあまり金銭に執しゆう着ちやくしないらしい。トリスタン支局は、これまでに何度かやむを得ない事情でこの男に仕事を依い頼らいした事があるのだが、諸しよ般はんの事情で報酬の支し払はらいが大きく遅おくれた事が二度ほどあった。


　大たい抵ていの魔法士はそういう場合、怒ど鳴なり込んでくるか、しつこいほどに支払いの催さい促そくをしてくるものなのだが……レイオットは結局、一年以上も遅れた支払いに対して、自分からは何ら行動を起こさなかったのだという。


「でも……ただ働きはしない主義だって……」


「そりゃ当たり前だろうが。生きてれば金はかかるし」


　そう言ってあくびを一つ。それでも何となく釈しやく然ぜんとしない気持ちがネリンの顔には出ていたのだろう──彼は思い出したような口調で付け加えた。


「俺おれは正義の味方じゃないんでな。実は世のため人のために戦う善よい人、とか思われると気持ち悪い。だから報酬はきちんともらう事にしてる。別にあって困るもんじゃないし」


「はあ」


「……どうでもいいが、そろそろ座すわったらどうだ？　突っ立ってるのが趣しゆ味みなら無理にとはいわないけどな」


　ネリンは顔をしかめながらも、卓テーブルを挟はさんでレイオットの向かいのソファに腰こしを下ろす。


　どうしてこの魔法士はこういう物言いをするのか……益ます々ますもってあの男に似にているような気がして、面おも白しろくないのだが、ネリンはあまり考えない事にした。


　感情はともかく、まずは仕事だ。


「まず先日のコープマン医院における事件ですが。法律上の緊きん急きゆう避ひ難なん行こう為いに該がい当とうするという事で、無資格でありながら魔法を行こう使ししたあなたの罪つみは問われません」


『緊急避難』──どうやらこれは管理局側がレイオットの違法行為を黙もく認にんする際の常じよう套とう文もん句くらしい。ネリンが調べた過去の事件の記録にも、『正当防衛』と『緊急避難』の用語が苦くるし紛まぎれに何度となく持ち出されていた。


　魔法士の数は少ない。戦術魔法士は更に少なく、一流の実力者ともなれば更に少ない。


　管理局上層部としては、数少ない人材を何とか使し役えきするためには、そういった欺ぎ瞞まんも仕方ない……という考えなのだろう。


「市民の協力に対する特とく別べつ報ほう奨しよう金きんという形ではありますが……労務省魔法管理局本局通つう達たつ第伍伍弐号により、魔法士法の定める規定報酬と同額が支し払はらわれます。この書面の内容に目を通した上で、ここと、ここに承しよう諾だくのサインを。振ふり込こみ先さきの銀ぎん行こう口こう座ざを指定して下さい」


「毎度の事だが……役所も色々と大変だな」


　レイオットは皮肉げな口調で言った。


　何事にも大たい義ぎ名めい分ぶんがなければ動けないが、大義名分さえあれば、逆に大たい抵ていの無茶が通るのが役所というものである。法律も同じだ。いかなる理想や思想に裏打ちされていようと、言葉によって定義された瞬間から、それは柔じゆう軟なん性せいを失う。どうあがいても、そこには抜ぬけ穴あなが発生してしまうのだ。


「それから」


　意外に達たつ筆ぴつなレイオットの筆ひつ跡せきを眺ながめながら、ネリンは言葉を繫つないだ。


　実は──本題はここからだ。


「こちらは資格申請の書類です」


「……は？」


　レイオットは眉まゆをひそめて視し線せんを上げる。


　虚きよを突つかれたような表情でサインする手を止めた彼の鼻先に、数枚の書類を突きつけて、ネリンは言った。


「こちらが魔法士基本資格の申しん請せい書しよ。こちらが戦術魔法士資格の申請書です。あなたほどの魔法士ならば、魔法士法と都市内魔法行使条例、それに刑けい法ほうを少し覚えるだけで、簡単に資格は取れる筈はずです。取ってください。次からこのような、怪あやしげで面めん倒どうな手続きをしなくて済すみます」


「……あのなあ──」


　一瞬呆あつ気けにとられ……そして何か言おうとするレイオットに、上からかぶせるような口調で、ネリンは続けた。


「それと。カペルテータ・フェルナンデスについてですが……たとえ資格があったとしても、やはり男性であるあなたが後こう見けん人にんとして一いつ緒しよに住む事は倫りん理り的てきにも問題があります。やはり、女性の魔法士か、労務省魔法管理局指定の施し設せつに……」


「倫理ねえ」


　レイオットが苦笑する。


「シモンズ監督官」


「なんでしょう？」


「なんつうか、あんたは──可愛かわいい人だな」


「なんですか、いきなり」


　ネリンは眉まゆをひそめる。レイオットのような人間に言われても、全然嬉うれしくない。


「それに善よい人だ。面おも白しろいな。だがまあ、気を付けた方がいい。そういう人はよく他人に足をすくわれるもんだ」


　冷笑めいた物言いに、思わず言い返そうとしたネリンだが……扉とびらを叩たたく音が会話に割り込む。二人は会話を止めて、扉へと向き直った。


「んー……」


　曖あい昧まいなレイオットの返事と同時に扉が開き、キッチン・ワゴンを押おしてカペルテータが入ってくる。


　意外にてきぱきした手つきで、香こう茶ちやを入れたカップと砂さ糖とう壺つぼ、それにネリンが買ってきた菓子を盛もった皿さらをテーブルの上に並ならべるカペルテータ。作業が一いち段だん落らくついたところで、レイオットは彼女に尋たずねた。


「カペル。シモンズ嬢じようがおっしゃるには、おまえと俺おれが同居するのは倫理的に問題があるそうだが。おまえはどう思う？」


「……実質的な問題はありません」


「そういう問題じゃ──」


　カペルテータはその紅あかい瞳ひとみをネリンに真まっ直すぐ向けて、言った。


「私のようなＣＳＡに一般倫理を当てはめても意味がないと思うのですが」


　ネリンは言葉に詰つまる。


　はっきり言ってしまえばＣＳＡに対する後見人制度や収容所への隔かく離り制せい度どは、人じん権けん蹂じゆう躙りん以外の何ものでもない。彼等はいわば母親共々被ひ害がい者しやであり、何の責任もないにも拘かかわらず、通常の人間に比くらべて幾いく重えにもその法的権利を制限されている。


　住居。職業。そして──結けつ婚こんと出産。


「そういう事だな。俺がカペルを囲ってる訳わけじゃない。たまたまカペルが俺の家に居い着ついてるだけの事だ。軒のき下したの野の良ら猫ねこと一いつ緒しよ。ま、俺としても別に追い出す理由もないからそのままにしてるだけさ。こうしてたまにお茶入れてくれるし」


「猫は……お茶を入れたりしないと思います」


　カペルテータが言う。


「はいはい。感かん謝しやしてるよ──とにかくシモンズ監督官。俺達は放ほうっておいてくれたらいいんだよ。あんたのようなエリートが関わっても、何の得とくにもならん相手だぜ？　あんたの同僚とか上司もそう言わなかったか？」


　無論……言われた。言われたからこそ、彼女はムキになったのである。


　その力が必要な場合に、必要最小限の接せつ触しよくで利用する──それが魔法管理局のレイオットに対する基ス本タ姿ン勢スだった。毒どくを制する毒。致ち死し量りようぎりぎりの劇げき薬やく。だが効果は満点。そんなところだ。


　だが……こんないい加か減げんでいい筈はずがない。


　資格も取らず、適当な生き方をしている戦術魔法士を野の放ばなしになどしておいていい筈がない。公正たるべき管理者を自認する役所が、違い反はん者しやに迎げい合ごうしてはならないのだ。こんな事では他の魔法士や市民にも示しがつかないではないか。


　そこでネリンが考えたのが、とにかくレイオットに資格を取らせる事だった。


　まずは形から──である。


　無資格の魔法士は容認しがたい。だが人材としては必要。


　ならば資格を取らせてしまえばいいのだ。そうすれば彼女自身の信条にも反しない。後はおいおい彼に正しかるべき魔法士のあり方を『教育』していけばいい。ネリンはやる気満まん々まんであった。


　もっとも──自分がどうしてそこまでこのレイオット・スタインバーグにこだわるのか、はっきりとその理由を自覚している訳ではなかったが。


「得とか損とか、そういう問題ではありません」


　きっぱり言うネリンに──レイオットは顔をしかめて言った。


「シモンズ監督官。あんた──例たとえば本ほん棚だなとか……綺き麗れいに分類整理されてないと、他人の本棚でも並ならべ替かえたくなるタチだろう」


「それがなにか？」


　ネリンは至し極ごく当とう然ぜんといった口調で言った。そうしないと気持ち悪いではないか。


「あんたはきっと素す敵てきな奥おく様さまになれるよ。結婚するときは是ぜ非ひ知らせてくれ。あんたには大たい輪りんの花はな束たばを、夫になる男性には言葉を贈おくろう──『人生を楽しむ秘ひ訣けつは諦あきらめと慣なれ』」


「ちゃかさないでください」


　ネリンは声を鋭するどくして言った。


「とにかく。せめて資格だけでも取ってください。少なくともそれでカペルテータさんの後見人資格も正規に申請できますし、あなたにとっても損はないはずです」


「資格なんて取ると、それだけで魔法士協会から強制登録通知が来るし、登録料を払わなきゃならんし、モールドの定期点検の書類を提出しなきゃならんし、報酬が自由に決められないし、管理局が担当監督官をつけてきて行動を監かん視しするし。どうもそういうのがうざったくて──」


「スタインバーグさん！」


　ネリンは怒ど気きを露あらわにして言った。


「あー。はいはい、取ります、取ります、そのうちに……」


「今すぐ申請用紙に記入してください！」


　嚙かみつかんばかりの勢いで言うネリンを前にして、レイオットは大きく肩かたを竦すくめ、助けを求めるようにカペルテータを振ふり向く。だが同居人の窮きゆう状じようを前にしても、やはりカペルテータは無表情を変えない。


「カペル──どうにかならんかな、この人」


「素直に資格を取ってもいいのでは」


　本気なのか、あるいは冗談なのか。この少女の場合、傍はた目めからはさっぱり分からない。


　駄だ目めを押すようにネリンは声を大きくして宣言した。


「直帰の許可はもらっていますし、明日は休みです。申請書類を書いてもらうまで、帰りませんよ」


「…………」


　不ふ遜そんの典てん型けいとも言うべきこの無資格魔法士が、絶望的な表情で黙だまり込むのを見て……ネリンは、密ひそやかな勝利感を味わった。





　　　　●　　●　　●





　魔族の関かん与よした事件は、基本的に労務省魔法管理局が管かん轄かつする。


　だが実質的な現場封ふう鎖さや検けん証しようなどは、やはり専門である警察機構にその権けん限げんが委い託たくされるのが常つねである。魔法管理局は、警察からの提出資料を検けん分ぶんするだけ、という事が多い。


　それ故ゆえに──


「モデラート警部」


　コープマン病院におけるトムスン医師魔族化事件から八日。


　いつものごとく昼食の調ちよう達たつに出かけようとしていたブライアンは、トリスタン第一分ぶん署しよ三階のオフィスを出たところで、赤毛の鑑かん識しき課か員いんに呼び止められた。


　シェリル・アリア。二十五歳さい。悪あく趣しゆ味みで有名な鑑識課の紅こう一いつ点てんである。


　若い女性でありながら、白はく衣いを着た姿すがたがそれなりに様さまになっているのは、ある意味で大したものだが……逆に普ふ通つうの衣い装しようを着せても色いろ気けの類たぐいは全く期待できない、というのが署内の定説だ。化け粧しようはおろか、髪かみに櫛くしを入れる時間を惜おしんで試験管を振っているような女である。


　医師資格も持っているので、簡かん単たんな検死なども行うが、嬉き々きとして遺い体たいをいじくり回す様は、はっきり言ってかなり危あぶない。意外と愛あい想そはいいのだが、膿のう盆ぼん──人体から摘てき出しゆつした弾丸や患かん部ぶなどを置くのに使う金きん属ぞくの皿さら──にメスで切ったロールケーキを載のせて訪ほう問もん客きやくに出すような真ま似ねを平気でしたりする。普ふ通つうの鑑識課員や検死官コーナーが嫌いやがる魔ま族ぞく事件の調査報告書も率そつ先せんして作るので、皆に重ちよう宝ほうがられているが。


　シェリルはクリップボードを片手に歩あゆみ寄よって来ると、その内容をブライアンに示して見せた。


「これにサインを──コープマン病院の調査書類の、まとめです」


　一応、魔法管理局に提出する書類には、現場に立ち会った者による確認を要する。


「早く行かないと昼ひる飯めしが売り切れてしまうのだが」


「アンチョビサンドなんて悪趣味な食べ物を買うのは警部だけですよ」


「君に言われたくないな」


「売れ残ってたら値引きしてるかも」


　顔をしかめるブライアンに、シェリルが苦笑しながら言う。


「今、お願いしますよ。ここんところ魔族化事件が多くて。面めん倒どうくさい書類ばっかりたまっていくもんで、できるものからさっさと処しよ理りしたいんです」


「……売り切れてたら、昼飯おごってもらうぞ」


「あらま。デートのお誘さそいですか？　アンチョビ以外ならつきあいますが」


「白衣以外の服を着て、その赤毛にきちんとブラシをかけたら、考えんでもないがな」


　他た愛わいない会話を交かわしながらブライアンは適当に書類を流し読みする。


　その眼めが一点で止まった。


「おい──なんだこの、『損そん壊かいは他た者しやの手によるものである可能性あり』というのは」


「ああ……それですか」


　シェリルは肩かたを竦すくめて見せた。


「現場に残っていたトムスン医師の〈メディカル・モールド〉なんですが……拘束子と内側の一次拘束術式図版プライマリ・レストリクト・パターンの一部に損そん傷しようが見られまして」


「単に魔族化の時に壊こわれただけではないのか？」


「ま、そうかもしれませんけどね。魔族化した本人がその後で壊した可能性もありますし。でも、どうも位置的にも深さとしても、誰だれかが故こ意いに狙ねらって亀き裂れつを入れたとも考えられるもので」


「誰かが故意にトムスン医師を魔族化させたと？」


　ブライアンは眉まゆをひそめて言った。


「なんでまた？　ひょっとしてテロの一種か？　しかし──」


「知りませんよ、そんな事。あくまで他者の工作である可能性を指し摘てきしてるだけです、私は。でも、戦せん闘とう用ようの〈タクティカル・モールド〉と違ちがって、〈メディカル・モールド〉は拘こう束そく度どが低い代かわりに、安全性を重じゆう視ししてますから、そう簡単に魔族化するとは──」


「そういうものなのか？」


「いやまあ、専門外なんで、細こまかい理り屈くつは私も知りませんけど」


　言いながらシェリルは人差し指で頰ほおをかく。


　モールドやスタッフなどに代表される魔法工学や、魔法の呪文書式スペルに関する知識や技術は、魔法管理局が厳げん重じゆうに管理している。その詳しよう細さいは『公共の安全を鑑かんがみて』という名目で魔法工学士や大学などの研究機関にのみ公開され、一いつ般ぱんにその情報が出回る事はないのだが──その実、整理して一般公開できるほど魔法管理局も理解していないのだ、という意見もある。


　確たしかに魔法に関する諸もろ々もろの技術は、五十五年前の『聖せいシューマンの実験』から、大きく進歩した。だがそれはあくまで表面的なものであり、その根本的な部分はグレコ教きよう授じゆの頃ころから全く進歩していないともいわれる。


　全すべては経けい験けん則そくと曖あい昧まいな推すい論ろんに基もとづいて繰くり返されてきた、試し行こう錯さく誤ごの結果だ。根本的なその原理についてはいまだに解明されていない。


「とにかく、定期検査を怠おこたった様よう子すもないですから、そう簡単に破損する訳わけがないし……何者かの作さく為いが感じられる、と」


「ふむ。トムスン医師か、その家族に恨うらみを持つ者がいたとか……？」


「それを考えるのは私の仕事ではありませんので」


　サインを終えたブライアンの手から書類をさっと取り上げると、シェリルは小さく一礼して歩み去っていった。


「魔法……か」


　ブライアンはため息をつくようにつぶやいた。


　このどうしようもなく不確かで、しかし恐おそろしいほどに効果のある技術。


　三十年前……一度その便利さの陰かげに掘ほられていた、大きな落おとし穴あなに落ちた後も、人類はそれに頼たよっている。頼らざるを得ない、と言った方が正しいだろう。技術とはそうしたものだ。


　いくら交通事故による犠ぎ牲せい者しやの数が増ふえても、車はこの世からなくならない。それと同じである。経済効果や公共の利り便べん性せいは時に個人の命よりも優先される。


　だが……そうまで頼っておきながら、人はその技術をどこかで忌き避ひしていた。


　トムスン医い師しの遺のこされた家族が数日前、夜よ逃にげ同然に引っ越していったという話は、ブライアンも聞き及んでいた。住む者を失ったトムスン邸ていの広い外がい壁へきには『人ブでルなーしト』とか『人間失格』とか『化ばけ物もの・危険』とか……他ほかにも心ある者が見れば目を背そむけたくなるような落書きが書き殴なぐられているという。


　もし今回の事件が、トムスン医師かその家族に恨うらみを持っている人間の仕し業わざならば、それは充じゆう分ぶん以上に成果を上げたと言えよう。


　魔族は確かに邪じや悪あくな存在だ。


　その外見は無論だが──その歪ゆがんだ精神構造は醜しゆう悪あくだ。人々が嫌けん悪おの情を露あらわにするのももっともな事ではある。尋じん常じようの精神の持もち主ぬしにとって、魔族はどうあっても容認しがたい化け物なのだ。


　まして世せ間けんの大半は──三十代後半以上の者は、まだ三十年前の大だい惨さん事じを忘れていない。首しゆ都とロンバーグが壊かい滅めつし、人口の三割以上を失う事になったあの悪あく夢むの日々を。


　故ゆえに人々は当然のように魔族を憎にくむ。


　今の世にある不幸はすべて魔族が悪いのだといわんばかりに。


　だが、大たい抵ていの場合に、人々の憎ぞう悪おをその身に受けるのは魔族自身ではない。


　魔族はほぼ例外なく鎮ちん圧あつ──抹まつ殺さつされる。彼等に人権はない。彼等はあくまである種のモノであり現象であり、局所的な災さい害がいであると法は定義する。魔族化と同時に彼等は生理的にも倫理的にも、そして法的にも人間である事を止やめるのだ。


　だから……人々の憎悪は残った家族に向けられる。


　魔法士にそれまで向けられていた羨せん望ぼうと嫉しつ妬とは、ここぞとばかりに爆ばく発はつする。


　それは医療系魔法士トムスンの家族に対してもまったく同じ事であった。彼が医師として数多くの人々の命を救ってきた事実は、この際問題ではない。


　魔族は絶対悪なのだ。誰だれはばかる事なく非難してしかるべき敵なのだ。明確で分かりやすい人民の敵。


　誰だれでもいいのだ……実のところ。


　ブライアンは暗あん澹たんたる気分で考える。


　脆もろく弱い人々は生いけ贄にえを欲している。問もん答どう無む用ようで憎悪しても許される相手を人々は求めている。ただ罵ば声せいと嘲ちよう笑しようを──時には現実の鉄てつ拳けんを──浴びせるために人々は正義をまとう。ただそのためだけに正義という免めん罪ざい符ふを帯びる。


「やりきれんな、まったく……」


　もっともこれは魔族事件に限った事ではないのだが。


　かつて、平びよう等どう思し想そうや自じ由ゆう民みん権けん思想が隆りゆう盛せいした頃には、貴き族ぞくが槍やり玉だまにあがったものだ。その結果として貴族は軒のき並なみ独どく善ぜん的てきで悪あく辣らつな圧政者と決め付けられ、非難された。ブライアンは生きつ粋すいの帝てい国こく騎き士しであった祖父がその事について、毎日のように不平不満を漏もらしていたのを覚えている。


　だが貴族はまだいい。


　死人に口なし。魔族は自己弁護も反論もしない──できない存在だけに、事が一方的に進む。そのために極きよく端たんな形になりやすいのだ。人々の憎悪と不満を納なつ得とくのいく形で昇しよう華かする儀ぎ式しき──裁さい判ばんや刑けいの執しつ行こうはされる事なく、ただ魔族は抹まつ殺さつされる。行き場をなくした人々の『正義』は結局のところ、遺のこされた家族へと行き着くのだ。


「とはいっても……」


　考えても仕方ない事ではある。それは彼の仕事ではない。


　彼の仕事は現代の騎士となる事だ。


　民たみを護まもって闘たたかう事。剣は銃じゆうに、鎧よろいは制服に替かわったが……祖父から父へ、父から自分へと変わらず受け継がれてきた誇り高き騎士の精神を、その身で実じつ践せんする──そのために彼は警官を職業として選んだ。


　彼の敵は現実の暴力をもって市民を脅おびやかす犯はん罪ざい者しやや、それに類るいする事じ象しようであり、市民の間に潜ひそむ独善ではない。彼にはそれと闘たたかう武器も、権限もない。剣で独善は切れない。戦場の外に潜む敵と闘う術すべは、騎士にはない。


　それでも……しかし。


　その独善が生み出す不幸に成なす術もない自分を思うと、たまらない位に情けなく思うときがある。これは理屈ではなく指揮官としてよく現場に立ち会う彼の実感だった。


「おや、警部。昼食は済すんだんですか？　いつも真っ先に昼飯買いに行く人が──」


　部下の警官が廊ろう下かを通りすぎ様ざまに声をかけてくる。


「……と。いかんいかん」


　ブライアンは我われに返って腕うで時ど計けいを見る。


　人生は短く昼休みは更さらに短い。


　とりあえず今ここで彼一人が悩んでいてもしょうがない──言い訳わけのようにそんな事を考えながら、ブライアンは歩き出した。


　アンチョビサンドが値下げされているといいのだが。
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　結局、一時間ほど居間でにらみ合っていた──というか、ネリンが一方的にレイオットをにらんでいただけだが──が、レイオットは頑がんとして資格申請書類を書こうとはしなかった。


「とにかく嫌いやなんだよ」


　──が彼の主張である。


　まるで子供の駄だ々だなのだが、こねているのが大人おとなだけに頑がん固こで手て強ごわい。


　仕方ないので彼の使用するモールドの調査だけでもしようと、ネリンはカペルテータの案内で倉そう庫この方へと脚あしを運んだ。


「……こちらです」


　カペルテータが身体からだで押おすようにして、分ぶ厚あつい扉とびらを開く。


　恐おそらくスタインバーグ邸ていの面積の半分がこの部屋に占しめられているのであろう。広い正方形の室内はその一面を邸外に通じる大扉が占め、二面には幾いくつもの木箱が積み上げられ、最後の一面には様さま々ざまな工具と、それに様々な武器──ライフルや散さん弾だん銃じゆうといった銃じゆう器きは無論の事、接近戦用の斧おのや剣まで──が掛かけられている。正規に所有許可をとったものかどうか気にはなったが、ネリンはとりあえずその点については考えない事にした。銃じゆう刀とう所しよ有ゆうに関する問題は、魔法管理局の管かん轄かつではない。


　そして──部屋の真ん中。


　そこにはネリンも先日見たモールド・キャリアが駐ちゆう車しやしてあった。後部貨物室は花が開くように、その天てん井じよう板いたも側そく壁へき板ばんも大きく開かれている。中には移送用架台キヤリア・フレームに固定され待たい機き状じよう態たいになっているモールドが、やはりその装そう甲こうを大きく開いて装着者を待っていた。


「…………」


　ネリンは思わず唾つばを飲み込んだ。


　別に待機状態のモールドを見るのは、これが初めてではないが……移送用架台に固定されたモールドは、どことなく旧きゆう世せい紀きのホルスト教教会が異い端たん審しん問もんに使用したと言われる拷ごう問もん器具を連想させる。


　無論、モールドと拷問器具の形状は全く異なるのだが、冷たく、硬かたく、そしてどこか禍まが々まがしい印象が、犠ぎ牲せい者しやを抱だき込み、大量の血を吸ったと言われる凶きよう器きに似にているのだ。


「〈スフォルテンド〉……拘束度数デユラビツトは十三。これは間ま違ちがいないわね」


　モールドの胸きよう部ぶ装そう甲こうの合わせ目付近に付けられた金かな具ぐの数を数えながら、ネリンは書類に数字を書き込んだ。


「ええと……」


　ネリンは点てん検けん項こう目もくに従って、〈スフォルテンド〉の詳しよう細さいを調べて行く。
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　本当のところは、管理局に持ち帰り、正式な器具にかけて調べるべきなのだが……さすがにそこまではネリンも主張できなかった。モールドは魔法士にとって最も大事な道具であり、人間としての命いのち綱づなでもある。ほとんどの魔法士は専門の職人──魔法工学士や、助手以外の人間が自分のモールドに触ふれるのを極きよく端たんに嫌きらう。


　だが……色々と調べていく内に、ネリンはある事に気づいた。


「型かたとしては……なんか旧ふるいわね。誰だれかからの譲ゆずりものかな」


　通常、モールドは個人の体格などに合わせて作られるため、ほぼ手製の一品物オーダーメイドだが……やたらと高価なため、たまに各種の調整加工を加えて、他人から譲ゆずられたものを使う事もある。ただし、魔族化した魔法士のモールドに関しては一いつ切さいの譲じよう渡とを禁じられ、全すべて廃はい棄き処しよ分ぶんとなる事が、法律に定められているが。


「知りません。私がここに来たのは……三年前からですし」


　どっちかというと独ひとり言ごとだったのだが、黙もく然ねんと壁かべ際ぎわに立っていたカペルテータが律りち儀ぎに答えてよこす。


　しかし、むしろその答えにネリンは別の興きよう味みを持った。


「スタインバーグ氏とは、どういう経けい緯いで知り合ったの？」


　カペルテータは珍めずらしく一いつ瞬しゆん、何かを考え込むように視し線せんを自分の足あし下もとに落とし──そして淡たん々たんと言った。


「当時の事はあまり思い出したくありません。それ以上に他人に語りたくありません」


　この感情が結けつ晶しよう化かしたように見える半魔族の少女にも……やはり追つい憶おくするのも辛つらい想おもい出というものがあるのだろう。当然と言えば当然だ。ＣＳＡとして生まれついた以上、その者が人ひと並なみの幸福を得る事はない。


「ご……ごめんなさいね」


「いえ」


　カペルテータはいつも通り、別に気分を害した様よう子すもないが……ネリンは気まずさのあまりに息苦しさを覚えた。そのとき──


「……まだやってたのか」


　母おも屋やと倉そう庫こを繫つなぐ扉とびらを開いて、レイオットが顔を出す。


「正直言って、あまりいじくられたくないんだがね」


「わ、分かってます」


　慌あわててネリンは〈スフォルテンド〉から手を離はなした。


「ところで、シモンズ監督官。昼ひる飯めしはどうする積もりかな？」


「あ──ああ、そういえば……」


　考えていなかった。懐ふところから懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出してみると、既すでに時刻は正午過ぎだ。


　まさかこのような田舎いなかだとは思っていなかったので、どこか食堂でも見つけて入る積もりだったのだが……


「うちで食べるか？　簡かん単たんなものしか出ないが」


「え？　でもそれは──」


　ネリンが困ったように言い淀よどむ。まさかその程度で賄わい賂ろになる事もなかろうが……と思わず躊ちゆう躇ちよするところが、彼女らしいといえば、らしい。


「手て間まは変わらないし……招まねかれざるとはいえ、客は客だからな」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言った。
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　手に入れた銃じゆうは安やす物ものだった。弾丸も同様だ。


　恐らく非合法な工場で作られたものだ。製造番号も製造会社の刻こく印いんもない。黒染めブルーイングにもムラがあって、所ところ々どころには工作機械から削けずり出した地じ金がねそのままの銀色が見える。仕上げという意味では幼よう児じ向むけの玩がん具ぐにも劣るだろう。これで三千ドルクというのは明らかにぼったくりだが……少年に選せん択たくの余地はなかった。


　まともな銃ならば、いちいち申しん請せい書しよ類るいを書いて、所持許可証が発行されるまで一週間以上も待たなければならない。まして未成年ではまず所持許可が降おりない。その事を思えば、むしろ得とくな買い物だ。粗そ悪あくなのも仕方ない。少年は自分に言い聞かせる。


　もっとも……そもそも少年にはどういう銃が良質で、どういう銃が粗悪なのか、判断するだけの知識も経験もなかったが。


　簡単な回転弾倉式拳銃リボルヴア。それもシングルアクション方式。発射に関しては何も考える必要はない。撃鉄ハンマーを起こして、それから引き金を引けば弾たまが出る。それでいいのだ。二度使うことはないのだろうから。


「見てろ──」


　まともに闘たたかっても勝てない。技術も武器も全く段だん違ちがいだ。


　不意打ち、それも至し近きん距きよ離りからの銃撃。お手て軽がるで、いかにも素しろ人うとが考えそうな殺害手段だ。だが、怒いかりと憎にくしみに思考能力の大半を奪うばわれた少年には、自分の考えを検けん証しようするだけの余よ裕ゆうはない。


　少年は上うわ着ぎの下、懐ふところで拳銃を握にぎりしめつつ、一軒の屋や敷しきをにらみ据すえた。


　小川の向こうに立つ、煉れん瓦が造づくりの平へい凡ぼんな屋敷を。
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　油のはぜる音が響ひびく。


　たっぷりと小こ麦むぎ粉ことソースを溶とかし込んだ溶き卵に浸つけた鶏とり肉にくを、薄うすくオリーブオイルの張ってあるフライパンへと滑すべり込ませる。匂においと音で失敗がなかったかどうかを確認の後、レイオットはスープの様よう子すを見るべく、隣となりの鍋なべに視し線せんを移した。


　実はスタインバーグ邸ていの食事は、大半がレイオットの手によるものである。


　元もと々もと自じ炊すい歴れきが長い事もあるのだが……彼にとって料理は格かつ好こうの暇ひま潰つぶしらしい。


　何事にもさして興きよう味みも情熱も覚える様よう子すを見せないレイオットだが、それでも生きていれば腹はらが減へる。他ほかにする事もないので、自炊している内に、それが単なる時間潰しから、趣しゆ味みのようなものになっているのだ。


　だから面めん倒どうなときはとことん手を抜ぬくが、気が乗れば凝こったものを作ったりもする。ただし腕うでは並なみ。大失敗もあれば大成功もある。自じ業ごう自じ得とくのレイオットは当然としても、カペルテータも出されたものは黙だまって食べるので、その出来不出来はあまり問題にならず──おおむね、スタインバーグ邸の食しよく卓たくは平へい穏おんな毎日が続いている。


「んー。もうちょいか」


　この期ごに及およんでも鼻先にひっかけたままのサングラスを湯ゆ気げに曇くもらせながら、レイオットが言う。


「…………」


　その彼の背中を眺ながめつつ……カペルテータはふと視線を傍かたわらに滑すべらせた。


　先ほど、鶏肉を切ったばかりの包ほう丁ちようが、そのまま、まないたの上に放ほう置ちされている。


　手を伸のばせば届とどく距きよ離りだ。包丁も……レイオットの背中も。


　両者を交こう互ごに見み比くらべるカペルテータ。無論、その顔はどこか眠ねむたげで、やはり表情というものを刻きざんではいないが──


「カペル。バジルの瓶びん取ってくれ」


　背中を向けたまま、レイオットが言う。


　瓶は包丁のすぐ側そばにあった。伸ばした指先が包丁をかすめる。


「…………」


　レイオットに変わった動きはない。ただ油断しきった背中がカペルテータの方に向けられているのみだ。カペルテータはそれを握にぎると、一歩レイオットに歩み寄った。


　やはりレイオットは特別な動きを見せない。


　カペルテータはそれを無む造ぞう作さに突つきだした。


「ん──」


　レイオットは脇わき腹ばらのすぐ横にカペルテータが差し出した瓶を受け取ると、フライパンから上げた鶏肉にふりかける。


　カペルテータは一歩下がって定位置に戻もどった。


　いつもの位置。カペルテータも。レイオットも。そして包丁も。


　その関係をレイオットは知っている。包丁を置くのはいつもレイオットだ。元から意い図とされていたかどうかはともかく……それが何となく定位置になっている。その位置関係を知りながら放置しているのが、レイオットの意い志しである事を、カペルテータも気づいてはいた。


「レイオット……」


　カペルテータはふと何かを思いだしたような口調で言った。


「……何だ？」


「スープ。煮にえすぎです……」


「お。これはいかんな」


　言いながらレイオットは鍋なべの下の火を止める。


　いつもの光景。三年近く繰くり返されてきた光景。三年近く見てきた無む防ぼう備びな背中。


　いや、それは無防備というよりも……


「……完成。それじゃまあ、ランチといくか？」


　そこでようやく振ふり返って、レイオットは言った。
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　料理が食しよく卓たくに並ならべられた様さまは、いっそ壮そう観かんですらあった。


　レイオットに言わせると『鶏とり肉にくのジンバリスト風フライ』と『ティボウ風トマトスープ』それに『ポリーニ・サラダ』だそうである。他ほかにテーブルにはパンとバター、そしてミルクの入ったコップ。


　呆あきれるほどに健康的な品しな揃ぞろえである。


　しかも場所は庭先。組立式のテーブルに白い布ぬのを被かぶせて作られた食卓には、正午の陽光が降ふり注そそぎ、料理を照らし出していた。サラダの上に残った小さな水すい滴てきが、きらめき、爽さわやかさを演えん出しゆつしている。


　どこにでもありそうで──しかしまずお目にかかれない食卓。


　ふとネリンは泣きたいような気分になった。


　のどかに流れて行く午後の時間、明るい場所、そして丁てい寧ねいに作られた料理。それでいて、料理店とは異なる──商売による食卓とは異なる気安さがある。


　幼おさない頃ころにあこがれた食卓の抽象像イメージ。


　まさかレイオットの家にきて──無資格の戦術魔法士の家を訪おとずれて、このような食卓に出会うとは思っても見なかった。しかも……


「う……」


　鶏肉のフライを一口食べて……ネリンは呻うめくような声を口の中に押おしとどめた。


　自分よりも上う手まい。


　ネリンは勉強は得意なのだが……料理は不得意だ。実家では炊すい事じは主に妹の担たん当とうだったし、ネリン自身は台所に立った経験もほとんどない。監督官になって一人ひとり暮ぐらしをするようになってからは、その食事のほとんどを、局内の食堂で済すませている。仕送りをしている身としては、外食はあまり誉ほめられたものではないのだが。


　人それぞれ得意分野がある──と彼女は自分を納なつ得とくさせてはいたものの、男の、しかも独身生活者の悪い見本のようなレイオットが、自分より美び味みな料理を作ったとなると……何となく悔くやしい気分になった。


「マズかないだろ？」


　レイオットが尋たずねてくる。


「え……ええ。美お味いしいですよ」


　頰ほおと声が引きつるのを何とか抑おさえながら、ネリンは笑顔を浮うかべた。


　変な男だ──そんな想おもいが余計につのる。


　無資格の戦術魔法士。ほとんど凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しやと同義語たるその一語から連想すれば、脳のう裏りにはもっと退たい廃はい的てきな食事風景が描えがき出されてしまうのだ。


　そう──例たとえば骨付き肉と、酒と、後は灰はい皿ざらがあって、傷きずだらけのテーブルに両足を乗せて、素す手でで貪むさぼり食くうような。あるいは逆に、金にあかして食材をかき集め、わざわざ呼よびつけた一流の料理人に作らせた高級料理を、成なり金きん趣しゆ味み丸出しで並べているような。


　だがスタインバーグ邸ていの食しよく卓たくは、手て間まこそさしてかかっていないが、清せい潔けつで健康的だった。テーブルクロスも皿も白いし、料理にも不健康な偏かたよりがない。はっきり言って一人暮らしのネリンの方が荒あれた食生活をしている。


　もっとも。


　ネリンは気づいていない──この食卓には生活の臭においがない事に。


　明日への活力として栄養を補ほ給きゆうする──そんな実際的な何かが欠かけている。まるで芝しば居いの舞ぶ台たい装そう置ちのように、あるいは人形の食事風景のように……どこか生なま々なましさというか、泥どろ臭くささがない。


　これは儀ぎ式しきだ。誰だれもが思い描く昼食の風景を模もした儀式。


　だからこそ此こ処こはネリンの憧あこがれの食卓をそのままに具ぐ現げんする。実際に出会った事がなかったからこそ、その事に彼女はまだ気づかずにいた。


「何だったらワインもあるけどな。もらい物だが」


「いえ、結構──スタインバーグさんこそ、私に構わず」


　実は結構好きだったりするのだが、素そ行こう不ふ良りような無資格魔法士を矯きよう正せいに来た監督官が酔よっぱらっていては、笑いものになってしまう。


「俺は、下げ戸こでね」


　鶏とり肉にくをナイフとフォークで切り分けながらレイオットは言った。


　その横では、まるで摂せつ取しゆ食しよく物もつの栄養計算でもしているかのような表情で、黙もく々もくとカペルテータが昼食を口に運んでいる。ひょっとしたら肉は十回、パンは五回、などと嚙かむ回数まで機械的に決まっているのではないか、とネリンは思った。


　その時。


　がさりと庭先の茂しげみが音をたてる。不ふ審しんげにネリンはそちらを振ふり返り、そして──


「レイオット・スタインバアアアグッ!!」


　絶ぜつ叫きようするような声が響ひびいた。


　のんびりとした昼食の時間が突とつ如じよとして凍こおる。愕がく然ぜんとする彼女の目の前で、茂みから両手を突つきだして立ち上がったのは……一人の少年だった。


「な──!?」


　その手に拳けん銃じゆうが握にぎられているのを見て、ネリンは愕然となった。


「死ねえええっ！」


　乾かわいた銃声が食卓の上に響きわたった。





　　　　●　　●　　●





　昼下がりのカフェテリアに、ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくはいた。


　広い交差点に面するこの店では、軒のき先さきに幾いくつかのテーブルを出している。ロミリオが座すわっているのは、そんな屋おく外がいに置かれたテーブル席せきの一つであった。


「ふふ──」


　通りを行き交かう人々を後しり目めに彼は陶とう然ぜんと注文の品を見つめる。色いろ艶つや良し。形良し。鼻び腔こうをくすぐる香かおりも申し分なし。良い仕事だ。うっとりとした表情を浮うかべながらロミリオはスプーンを手に取った。


　白い皿さらの上で静かに震ふるえているのは──カスタード・プディングである。クリームも果物も添そえられていない、カラメルがかかっただけの、純粋プレーンなプリンだ。


　時とき折おり、通行人が苦笑を浮かべて彼の側そばを通り過ぎて行く。当然だ。枯かれ葉は色いろのスーツを上品に着こなした成人男性が、プリンを前にとろけるような笑えみを浮かべているのだ──苦笑を誘さそわない筈はずがない。その男が、文字通りに貴き公こう子し然ぜんとした端たん正せいな顔立ちであるならば、尚なお更さらである。




[image: ]


「ああ──」


　彼は感かん極きわまった……といった風ふ情ぜいで、柔やわらかそうな金きん髪ぱつを搔かき揚あげる。


　しばし香りを愉たのしんだ後、ロミリオはスプーンを手に取った。一いつ転てんして真しん剣けんな眼まな差ざしは、まるでダイヤモンドの研けん磨まに勤いそしむ職人を想わせる。この美しいプリンのどこにスプーンを刺さし、どのように抉えぐり取って食しよくすのか……その事に悩なやんでいるのだ。


「……何考えてるんだ、あんたは」


　背はい後ごから押おし殺ころしたような声が漂ただよってくる。


　ロミリオは、特に反応を見せない。彼の背後……やはり彼に背中を向けた姿し勢せいで別のテーブル席に一人の男が座すわっている。


　色々な意味でロミリオとは対照的な男であった。年ねん齢れいは二十代半なかばといったところか。薄うす汚よごれた作業着に、ぼさぼさの黒くろ髪かみ、いつも何かを値ね踏ぶみしているかのように細められた、黒い双そう眸ぼう。はっきり言って見るからにみすぼらしい上に、胡う散さん臭くさい。このカフェテリアにおいては場ば違ちがいも甚はなはだしい人物といえた。


「こんな場所で──」


「会見場所の選定は任まかせるといったではないか」


　プリンを見つめたまま優ゆう雅がに微ほほ笑えんでロミリオは言う。


　ロミリオと男は背中を向け合って、互たがいに視し線せんを交かわす事もない。互いに無関係な他た人にんを装よそおいつつ、ロミリオと男は言葉を交わし合っていた。


「何か問題が？」


　男はロミリオの言葉を無む視しし、押し殺した声でまくしたてる。


「しかも来てみれば、ガキみたいなものを嬉うれしそうに……目立ってしょうがないだろう」


「何か問題が？」


　繰くり返すロミリオの微び笑しようは小こ揺ゆるぎもしない。微笑みの形を彫ほり込んだ仮か面めんのように。


　ぎり……と食いしばった歯を鳴らしてから、男は言った。


「目立つなって言ってるんだよ、言わないと分からないのか？　大だい体たいここはトリスタン第一分署のすぐ側そばだぞ。昼ひる飯めし時どきには警官だって来る。そんな場所で……」


「国民を俗ぞく悪あくな価値観で洗脳し、経けい済ざい奴ど隷れいとして酷こく使しする資本家と──」


　ロミリオはその紫むらさきの瞳ひとみでプリンを見み据すえたまま……よく通る声で歌うように言った。


「その資本家を擁よう護ごし、あまつさえその経済力に依い存ぞんする政治家……彼等に正義の鉄てつ槌ついを下くだし、暗あん愚ぐな国民を啓けい蒙もう、解放する革命戦士が、何を細こまかな事を。もっと大きく構えていたまえよ」


「き、貴き様さまっ……！」


　思わず男は腰こしを浮うかして周囲を見回す。だが、むしろ声を荒あらげて立つ自分の方が、ロミリオよりも目立ってしまっているのに気づいて、男は再び席に座り直した。


　ロミリオは平然とした口調で言葉を続ける。


「折せつ角かくの計画もうまくいかなかったようだね」


「あ……あのような魔法士が出てくるのは、全まつたく予想外だった。陽よう動どうとしての効果が出る前に、鎮ちん圧あつされてしまっては、実行を断念せざるを得ない」


　呻うめくような男の声。だが応じるロミリオの声は薄うすい笑いさえ含ふくんでいた。


「結果が全すべて──それが君等の合い言葉だろう？　非合法な手段を正当化するための。言い訳わけは見苦しいよ。ま……君等の計画の成せい否ひなど僕の関知するところではないのだが……」


　ロミリオはそっと慈いつくしむように……スプーンでプリンに触ふれる。


　それだけで軟やわらかな卵菓子は微び妙みようにその形を歪ゆがませて震ふるえた。


　型モールドから抜ぬかれた脆ぜい弱じやくな中身。不安定な形。繊せん細さいなその形は、ちょっと力を加えてやるだけでいとも容易たやすく崩くずれてしまう──


「……報ほう酬しゆうの残金が未み払ばらいなのは困る」


「それについてだが……もう一度手を貸してくれ。あんたに報酬の残りを払うためにも。このままでは、まともな活動もおぼつかない。報酬は前回と同じだけ出す」


「正義を行うにも先立つものが要いるか。大変だな」


　ロミリオは言った。その口調に乗せられた皮肉の響きに、一瞬男は顔を歪ゆがめるが……あえて反論はしなかった。


「陽動だけなら魔族や魔法士でなくても、機き関かん銃じゆうの一いつ挺ちようでも乱射しながら車で走り回ればいい。わざわざ僕に依い頼らいしなくても」


「馬ば鹿かな。そんな事をしたら囮おとり役やくの同どう志しが官かん憲けんの手に落ちたとき、我われ々われの情報が漏もれてしまう。それに重じゆう火か器きの安あん易いな使用はむしろ自分達の首を絞しめる結果になる。武器の入手経路を特定されたら、今後の活動にも差し支えるからな」


　男は至し極ごく当とう然ぜんといった口調で言う。


「我々は、がむしゃらに銃を振り回すだけだった旧きゆう世せ代だいの活動家とは違ちがう。あれではただの自じ滅めつだ。我々は先せん人じんの過あやまちを教訓とし、より効果的でより効率的な方法を用い、最小限の犠ぎ牲せいで社会の変へん革かくを速すみやかに──」


「だから縁えんもゆかりもない他人を爆ばく弾だん代がわりに使う……と？　やれやれ。革命に犠牲はつきもの、ただし身内以外、か」


「引き受けるのか、断ことわるのか？」


　男の声に混まじる険けん悪あくさが色を濃こくする。


「断る？　僕が？　まさか」


　ロミリオは肩かたを竦すくめて笑った。


「充分な報酬を払ってもらえるなら、僕は仕事を断らない主義だ。この世せ知ち辛がらい世の中、貴き族ぞくも大変でね。城の修理もままならない」


「なら……これを。詳しよう細さいは任まかせる」


　男は懐ふところから取り出した紙片を指先に挟はさみ、立ち上がりざま、それをロミリオのポケットに滑すべり込ませた。


「……じゃあ、な。頼たのんだぞ。細こまかい方法は任せる」


　男は遂ついにロミリオと視線を合わせる事もなく、そのまま歩み去って行った。


「ふむ……」


　ロミリオは意を決してスプーンをプリンに刺し込む。


　抉えぐり取ったプリンを口に運びながらロミリオは薄く笑った。


「幸しあわせな連中だ……」


　薄い……しかし明らかな嘲ちよう笑しよう。


　ロミリオはゆっくりと舌の上のプリンの食感を愉たのしんでから、おもむろに残りの部分も切きり崩くずしにかかった。
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　流れ出た血はわずかだった。


　小しよう口こう径けいの弾丸の破は壊かい力りよくでは、肉を抉えぐるところまではいかない。弾頭形状にもよるが、筋肉が収縮して傷きず口ぐちを押おさえ込んでしまうので、派は手でな出血には至らないのだ。


　とはいえ──急所に命中すれば、たとえそれが針の先であろうとも命取りである。額ひたい、喉のど、そして心しん臓ぞう。人体において狙ねらうべき致ち命めいの急所は幾いくつもある。


「スタインバーグさん！」


　ネリンが驚おどろいて叫さけぶ。


　彼女は反射的に腰こしを浮うかし──しかし戸と惑まどいの表情を浮かべたまま、凍こおった。


　レイオットは椅い子すに座すわったままだ。身が竦すくんで動けないのではない。平然とした様よう子すで首だけを動かし、その襲しゆう撃げき者しや──十四、五歳さいくらいの少年を眺ながめている。逃にげようとするでもなく、反はん撃げきのそぶりも見せず、ただ痛みを覚えない人形のように、彼は少年を──いや、少年の構える銃じゆう口こうに視し線せんを注そそいでいた。


　カペルテータの方を振ふり向くと、こちらはいつも通り、澄すみきった無表情を決め込んだままだ。状じよう況きようが分かっていないのではないかと思える位に、落ち着いていて──小こ憎にくらしい程ほどである。


　一いつ瞬しゆん、ネリンはこの場が何かの悪ふざけなのではないかと疑った。


　だが、少年は誰だれの眼めにも本物と分かる殺さつ気きを漲みなぎらせ、銃を構えている。


　金きん髪ぱつ緑りよく眼がんの……部分的には、未まだ幼おさないとさえ言い得るような容よう姿し。綺き麗れいな指先や、どことなくふっくらした顔つきからも、育ちの良さが容易に想像できる。肉体的にも精神的にも暴力とは無む縁えんの世界で、何不自由なく暮くらしてきたのだろう──つい先日までは。


　少年の顔には目を背そむけたくなるような痣あざが幾つも残っていた。襟えり元もとについている赤黒いものは、乾いた血だ。


「レイオット・スタインバーグ！」


　少年が叫さけぶ。その緑の瞳ひとみは狂くるおしい怒いかりに滾たぎっていた。


「今日きようは……予約のないお客が多い日だな」


　撃うたれた左の肩かた口ぐちから細い血の糸を流しながらレイオットが言う。あまり痛みを感じていないのか、それとも──身体からだの痛みなど、この男にとっては大した意味もないのか。


「……俺おれを殺しに来たのかな？」


　返事はない。だが少年の表情は肯こう定ていしたも同然だ。


「父親の仇かたきをとりにきたって訳わけだ……トムスン・ジュニアくん？」


「な、なんで──」


　少年の顔に一瞬……動どう揺ようの色いろが浮うかぶ。


「よくある事だからな」


　レイオットは億おつ劫くうそうな仕し種ぐさで肩を竦すくめた。


「家族の誰だれかが魔族化する。そうすると──まず変わるのは近所の人の態度だな。一気に冷たくなって誰も言葉を交かわそうとしない。行き付けの店も商品を売ってくれなくなる。学校でも皆が君を避さけ、目を背そむけるようになる。親しん戚せき一同さえ縁えんをきってくる。だが……それはまだましな方だ。そうだろ？」


　レイオットの言葉に少年は唇くちびるを嚙かみ締しめる。それが彼の台詞せりふの正しさを証しようしていた。


「次には始まるのは『正義』の名の下にふるわれる有ゆう形けい無む形けいの暴ぼう力りよく行こう為いだ。それまで会った事もないような連中に、罵ののしられる。誰かに物もの陰かげに引きずり込まれて殴なぐられる。金を取られる。家に汚お物ぶつが投げ込まれる。読むに耐たえないような落書きをされる。家族は皆、精神失調ノイローゼ寸すん前ぜんだ。さて──どうしよう？」


　トムスン魔法士の家族に限らず……魔族化した魔法士の遺い族ぞくに対する迫はく害がいは、大たい概がいがレイオットの言った通りの過程をたどる。嘆なげかわしい事であるが。そういった迫害が原因で、遺のこされた家族が心しん中じゆうする場合ケースも決して珍めずらしくない事を、ネリンは知っていた。


「そこで君は考える──悪いのは誰だろう？」


　レイオットの口調はひどく物もの憂うげだった。


　嘲あざけりも憤いきどおりもない。ただひたすらに疲つかれて沈しずんだような物言い。


　先ほどまでの芝しば居いがかった大おお袈げ裟さな表情が剝はげ落おち、その下に残ったのは、まるで何もかもを──この世の全すべてを倦うんでいるかのような表情だった。怒おこる事にも憎にくむ事にも悲しむ事にも疲れ……苦く悩のうの挙あげ句くに答えを見出せず、諦あきらめの形に固まってしまった顔。


　目的を失い、人生に行き倒れた人間の顔。


　これがこの魔法士の素顔なのだと……ネリンは瞬間的に悟さとっていた。


「憎しみや怒りは自分の中にため込むからこそ辛つらい。誰かに憎まれたら更さらに誰かを憎んでやりゃあいい。あやふやな社会そのものや、顔の見えない迫害者ではなく、明確な顔と名前のある個人を。憎ぞう悪おは君の中に留とどまる事なくそこへ流れて行く。強きは弱きを責め、弱きは更に弱きを苛さいなむ。社会の構図さ」


「だ、黙れ──」


「……ではここで問題だ。誰が悪い？」


「黙れ、黙れ……」


　少年の顔に汗あせの珠たまが浮うかび始めていた。


「誰を憎しみの対象にすりゃいい？　誰をその標ひよう的てきにすれば、後ろめたさもなく、全力で怒りと憎しみをぶつける事ができる？　誰を悪わる者ものに据すえれば、自分に流れてくる憎悪と憤ふん怒ぬを、そのまま流しこむ事ができるだろうか？」


　少年は答えない。答えられる筈はずもない。


　じっくりと時間をとってから、レイオットは口を開いた。


「答えは父親を殺した魔法士だ。他に誰もいないからな。父を殺して大金をせしめ、同じ魔法士のくせに幸しあわせに暮くらしている奴やつだ。数日前までの自分達と同じように、裕ゆう福ふくでゆとりある生活をしている魔法士だ。奴が悪い。自分達の苦しみの上に悦えつ楽らくを得ているウジ虫。奴が悪い。復ふく讐しゆうしてやる。これは正義だ、何を躊躇ためらう事があるだろうか──」


「黙れ！　黙れ黙れ黙れえッ！　そんな事を言って、時間稼かせぎを……」


「残念ながら、時間なんか稼いでも誰も来ない、こんな田舎いなかにはな」


　レイオットはすっと右手を食しよく卓たくの下に降ろす。あまりに自然な動きは、少年の注意を引かず──彼はそのまま言葉を繫つないだ。


「俺を殺しに来たんだろう？　だったらよく狙ねらえよ。粗そ悪あくな密みつ造ぞう拳けん銃じゆうじゃ精度は期待できないし、二三口こう径けいじゃ威い力りよくもない。もっと近づいて急所に狙ねらいを定めないと駄だ目めだ。そうだな……頭がいい。対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうと同じさ。脳を破は壊かいしないと」


『対魔族戦闘』──その一語に少年の顔が引ひき攣つる。自分の父が頭を吹ふき飛とばされる光景でも想像したのであろう。実際には頭どころか死体も残らない程ほどに破壊されたのだが。


「さもないと──」


　レイオットは挨あい拶さつするような軽い動作で右手を上げる。その手に握にぎられているものに少年が気づいた時には……その銃口は真まっ直すぐに彼の顔を向いていた。


　大だい口こう径けいの回転弾倉式拳銃リボルヴア。サーカムＴ12〈ハード・フレア〉カスタム。


　同じ回転弾倉式ながら、全長も口径も、少年の持っている銃とはまるで違ちがう。反はん動どう軽けい減げんのために装そう備びされている分ぶ厚あつい鋼こう材ざいのような重銃身ブルバレルが、ひたすらに威い圧あつ的てきだった。


　冗じよう談だんのように大きな回転弾倉の中に入っているのは、恐おそらく大口径の強装弾マグナムだ。弾頭形状にもよるが、肩かたに喰くらえば肩から先がちぎれ飛ぶだろう。着弾の衝しよう撃げきで血管が膨ふくれ上がり、心しん臓ぞう麻ま痺ひを起こす事さえあるという。


「次は正当防衛で反はん撃げきするぜ？」


「ち……畜ちく生しようっ……！」


　少年が食いしばった歯の間から押おし出すように言う。


「やめて──やめなさい！」


　思わずそう叫さけんで飛び出したものの──それは一体どちらに対して言った言葉であったか。ネリンは少年とレイオットの間に立って叫んだ。


「銃を降ろして！　君も！　スタインバーグさんも！」


　そう言うネリンを……レイオットは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような表情で眺ながめる。


「危あぶないよ、シモンズ監督官。退のいていた方がいい。あんたには関係のないこった」


「何を言ってるんですか！」


　ネリンが怒ど鳴なる。


「挑ちよう発はつするような真ま似ねはやめて！　君も！　この人を殺したって貴方あなたのお父さんは生き返ったりしないのよ！　お父さんだって、そんな事を貴方に望んでいるはずない！」


　叫びながらもネリンはふと、胸きよう中ちゆうに一いち抹まつの滑こつ稽けいさを覚えた。


『父親』というものについて偉えらそうに語っている自分を……苦く笑しようして見み詰つめている自分がいる。結局、父親というものを理解できず、憎にくみさえした自分を。


「昨日きのうよりも明日の事を考えなさい！　こんな事をして何になるの！」


「……彼の気が済すむ」


　素そっ気け無なく言ったのは少年ではなくレイオットだった。


「自分の不幸に対する説明と区切りがつく。彼の中の不幸の物語が終わる。けじめがつく。そうでなければ前には進めない──そうだよな？」


　眉まゆをひそめてレイオットと少年を見み比くらべるネリン。


　レイオットの言葉に少年は身を震ふるわせていた。心のどこかにレイオットの言葉を認めるものがあるのかもしれない。しかし──


「憎む相手がいるのは幸しあわせな事だ」


　その疲つかれたような口調は──少年を羨うらやんでいるようにも聞こえた。


「裁さばくべき罪つみがあるのは幸福だ。それが物語を終わらせる。シモンズ監督官。退いてくれ」


　ネリンは肩を押されるのを感じた。


　レイオットが立ち上がり、彼女を左手で横へと押しやる。さすがに多少は痛むのか、わずかに彼は顔をしかめつつ、少年に向けて言った。


「撃うて。狙ねらうなら眉み間けんだな。確実を期して二発。できれば三発。小口径弾は頭ず蓋がい骨こつで止まってしまう事もあるからな。脳を破壊すれば、たとえ医い療りよう系けい魔ま法ほうを使っても正常な修復は望めない。確実に死ぬ」


　だが──レイオットに向いた銃口は、小こ刻きざみに揺ゆれていた。


　眉間を狙うなら相手の眼めを見なければならない。殺人犯は自分の殺した相手の眼を見るのを恐おそれるというが──相手の眼を正面から見み据すえながら殺すのは、それ以上に精神的な重圧を強しいる作業である。まだ殺人に手を染そめた事のない人間ならなおさらだ。


　一個の生命を奪うばうという事実──その重責と罪ざい科かを、行こう為いは行為者に突きつける。


「さあ。まずは弾の確認だ」


　レイオットは親指で銃の弾だん倉そうラッチを押し込み、弾倉を横へと振ふり出す。丸い回転式弾倉に収おさまる五発の大口径マグナム弾。彼は手首を軽く振って弾倉を銃本体に戻した。


「撃鉄ハンマーを上げて」


　レイオットは〈ハード・フレア〉の撃鉄を上げた。がちっ──音がして弾倉が回る。


「狙いをつけて」


　重銃身の上に装そう着ちやくされた照サ準イ器トが少年との間に一直線を成なす。


「後は引き金を引くだけでいい。何を躊躇ためらっている？　相手は殺してもいい悪人だ。自分から父親と今までの生活を奪うばい取り、不幸のどん底に叩たたき込んだ、憎い相手だ。殺してもいいんだ──そう思ったから君はここに来たんだよな？　銃を手に入れて。弾たまもこめて。俺の家をつきとめて。隙すきをうかがって。俺は目の前にいるぞ。さあ、引き金を引こう。君の正義を実行しよう。復ふく讐しゆうを終えて、不幸にけりをつけよう……脳を破壊して。二度と呼吸ができないように。二度と心臓が脈みやく打うたないように。未み来らい永えい劫ごう、憎にくい相手の存在を止めるために！」


「スタインバーグさん！　やめなさい、貴方あなたは──」


「う……うう……」


　少年は──泣いていた。


　自分のしようとしている事が、自分のされてきた行こう為いに等ひとしいのだという事に、気づいていたのだろう。自分の中に、仇かたきを討うつという行為に対して、暗い悦よろこびを感じる部分があるのだと……知っていたのだろう。


　そこに正義はない。弱い自分に注そそぎ込まれた憎ぞう悪おのはけ口を求めて徘はい徊かいする浅ましい生き物がいるだけだ。踏ふみつけられた自分の誇ほこりを、踏みつける事で回復しようという下げ衆すな生き物が。


　気づいてはいたのだろう。気づいていたが、しかしそれを自分に納なつ得とくさせる事ができない。少年の心にはとっくの昔むかしに亀き裂れつが入っていた。自分で自分の心が制せい御ぎよできていないのだ。


　だが。


　それを恥はじる必要はない……とネリンは思う。


　もがくのは恥ずべき事ではない。苦しむのは恥ずべき事ではない。恥ずべきは、もがき苦しむのを止やめた人間だ。卑ひ劣れつな人間や下衆な人間は悩なやまない。自分に疑問を持たない。そこで終わっているくせに、前に進もうとあがく人間を冷笑する。


　ネリンのよく知る、あの男のように。


　この少年は違う。悩んでいるし、あがいている。だから──


「その銃を降おろして」


　ネリンが再び二人の間に割って入った。今度は正面から少年を向く。彼女の背はい後ごでレイオットが片かた眉まゆを上げて物もの憂うげな表情を歪ゆがませるが、彼女はそれを知らない。


「いじめられたの？　殴なぐられたの？　辛つらかったでしょ、分かるわ。でもそれで誰だれかを殴ったら、同じよ。貴方をいじめた人と同じところに、あなたも落ちるのよ」


「誰だよ、あんた。あんたになんか分かるもんか──」


「分かるわよ」


　一瞬だが──冷たくも気き迫はくのこもった声が、燃もえ上がって破は裂れつ寸すん前ぜんの、少年の狂きよう気きに水をかけた。


「分かるのよ──私は」


　断だんじながらネリンが踏み込む。


　少年は一歩退ひこうとして……しかし魅み入いられたように動けない。ネリンの必死の気迫が、少年にも分かるのだろう。銃口を前にしながら、ネリンは臆おくする事なく、畳たたみ掛かけるように言った。


「誰が悪いとか。誰のせいだとか。そういうのを言う前に──どうすれば良くなるか考えなさい。殴られたら殴り返す前に、一瞬でいいから考えなさい。怒いかりとか憎にくしみとか、そういうのをただ上から下に流すんじゃなくて……それを糧かてにして誰かの喜びを造つくってあげられないかって。誰かを救い出してあげられないかって。汚お物ぶつを肥ひ料りようとして育つ草花のように。貴方にしかできないのよ。これからも出てくるであろう、貴方と同じ立場の人達を、本当に理解して、護まもってあげられるのは──貴方だけでしょう！」


「うるさい、黙だまれ、綺き麗れい事ごとを言うな、僕は、僕は──」


　少年は何度も壊こわれた蓄ちく音おん機きのように『僕は、僕は』と繰くり返す。


　ネリンの背後にレイオットが立っている。立って、静かに少年を見み据すえている。


　そこに嘲ちよう笑しようはない。憤ふん怒ぬもない。ひたすら疲つかれたような表情だけが淀よどんでいる。


　どこまでもどこまでも──生きる事にも疲れたような顔。


　少年は見てはならないものを見たような気がして、逃にげるようにして視し線せんを彷徨さまよわせる。


　彼は、そして見た──紅あかい瞳ひとみの少女を。


　その顔に柔やわらかな無表情が凍こおる、半魔族の少女を。


　紅あかい鏡のようなその瞳と二つの球きゆう面めんが、少年を静かに見据えている。憎悪と憤怒に歪ゆがんだ少年の顔を見み詰つめている。紅い虚きよ無むを詰め込んだかのような、その二対の瞳が。


　少年は突とつ発ぱつ的てきに悟さとった。


　終わらせる方法はもう一つある。けじめをつける、とても簡かん単たんな方法。


「僕は、僕は──もう……」


　そして少年は泣き笑いのような表情を浮うかべると、銃口を自分の側頭部に向けた。


　威力の低い小口径弾。そうだ。狙うなら──頭。


「ごめん」


　謝あやまったのはネリンに対してか……それとも亡なき父に対してか。少年自身にもよく分からなかった。


「やめ──」


　顔色を変えて駆かけ寄ろうとするネリン。


　銃声。


　それは彼女の首筋をかすめて通り過ぎた。


　高々と空中に拳銃が舞まう。四五口径の巨きよ弾だんを受けた凶きよう器きは、その銃身を大きく歪ゆがませて少年の手からもぎ飛ばされ──地に跳はねた。


　少年が手を押さえて地にうずくまる。着弾の衝撃で、親指を痛めたのだ。


「う……ううっ──」


　少年に駆け寄ってネリンは震ふるえるその身体からだを抱だきしめる。


「もういいから。もういいから」


　何がもういいのかは、言っているネリン自身もよく分からなかったが。


「でも僕はもう……人を撃うったよ……あいつらと同じところに落ちたよ……」


「なら償つぐないなさい。謝あやまりなさい。もう一度始めなさい。君の物語じんせいは何度でも始められるわよ、誰かを傷きず付つけて得るような『けじめ』なんてなくても、君が望みさえすれば──」


　だが……とネリンは思う。


　ひょっとしたら自分自身もまだ、つまずいたままなのかもしれない。あの男が死んだ日から、全すべてをひきずって、何も始められないまま……今の自分があるのかもしれない。


　ふと──ネリンは顔を上げた。


　カペルテータが拳銃を拾って、レイオットに手て渡わたしている。レイオットは〈ハード・フレア〉を腰こしの後ろのホルスタに戻もどすと、少年の密造拳銃を眺ながめ……そして食しよく卓たく脇わきに置かれていたごみ箱へと無む造ぞう作さに投げ込んだ。


「スタインバーグさん……」


「食事が、冷めたな」


　レイオットは肩を竦すくめてそう言うと、付け加えた。


「暖め直すか。もう一人分増ふやして──」





　　　　●　　●　　●





「被ひ害がい届とどけは出てないな──所しよ詮せん、顔を隠かくすような連中は、そういうものだ」


　ブライアンは苦く笑しようを浮うかべて言った。


　うなだれたままの少年をちらりと一いち瞥べつし、彼は続けた。


「一応、話が話なので調書は取らせてもらうが……そもそも事件というものは、被害の存在が公的に確認されない限り、成立しないものだからな」


　その言葉にネリンはほっとため息をつく。


　少年を連れてスタインバーグ邸ていを辞じしたネリンは、トリスタン市警察第一分ぶん署しよに来ていた。少年が自首をすると言ったのだ。レイオットの件と、それからその前日に自分を暴ぼう行こうした相手に発はつ砲ぽうし、傷を負おわせた件と……少年は二件の傷しよう害がい事件を起こし、他ほかにも銃じゆう器きの不ふ法ほう所しよ持じという罪つみを犯おかしている。


　だが、さすがに少年をただ警察に連れていって終わり──とするのにはネリンも抵てい抗こうがあった。できれば彼の置かれた状じよう況きようを鑑かんがみて、軽い処しよ分ぶんで済すませる方法はないものか、と彼女は丁ちよう度ど、分署のロビーで見かけたブライアンに相談を持ち掛けたのだ。


　ところが……暴行者達が被害を訴うつたえる事はなく、殺人未み遂すいで彼を訴うつたえる事もできるはずのレイオットは『手続きやら事じ情じよう聴ちよう取しゆが鬱うつ陶とうしい』という理由で少年を訴えるのを拒こばんだ。


　アルマデウスの刑けい法ほうにおいて、殺人未遂は親しん告こく罪ざいではない。被害者以外が少年を訴うつたえる事もできる。が……無論、ネリンにもブライアンにもその気はなかった。


　銃器の不法所持についても、証しよう拠この品はレイオットが持ったままだ。あの様よう子すだと、今いま頃ごろは処分されているだろう。


「……良かったね」


　ネリンは少年にささやく。


「でも……僕は──」


「事情聴取……明日でもいいですか？　今日はちょっと……落ち着いたら、責任もって私が連れてきますから」


「ああ。忙いそがしいからこっちもその方が助かる。百年後でも構かまわないぞ」


　ブライアンはそう言うと、手に持った書類留めバインダーで肩かたを叩たたきながら歩あゆみ去っていった。


　ネリンは周囲を見回し……ロビーの端はしに置かれた長なが椅い子すを見つけた。少年をそこへ連れて行き、座すわらせると、彼女は傍かたわらに置かれていた珈琲コーヒーの自動販はん売ばい機きに硬こう貨かを投とう入にゆうする。


　備そなえ付けのカップから綺き麗れいそうなのを選んで販売機の窪くぼみに置き、大きなレバーを下げる。自動販売機といっても要はでっかい魔ま法ほう瓶びんである。ネリンの操そう作さしたレバーに直結したポンプが自動販売機の中身に圧力をかけ、がぼごぼと音がして、カップに黒い液体が満たされた。


「……飲む？」


　短い逡しゆん巡じゆんを示した後、少年は頷うなずいた。


　ネリンはやはり備え付けの砂さ糖とう壺つぼから砂糖を二杯入れると、少年に手渡し、自分の分も買おうと、新しいカップを手に取った。


「なんていうか……」


　気まずい沈ちん黙もくに耐たえ兼かね、ネリンは口を開いた。


「あの場では……ものすごく偉えらそうな事を言っちゃったけど。私もよくカッとなる方だし……その。うまく言えないけど、私もがんばれてるから。君も大だい丈じよう夫ぶよ、きっとね」


　ごぼごぼと珈琲がカップに満たされて行く。あふれ出そうになったのに気づいて、ネリンは慌あわててレバーから手を離はなした。


「あの魔法士ソーサリストは……」


　少年がつぶやくように言う。


「スタインバーグさん？」


「あの魔法士は、何なんですか？」


「何って言われてもね……」


　苦笑が深まる。同様の台詞せりふは彼女自身、言った記き憶おくがあった。


　そう。ネリンも結局、彼の事は全まつたくと言っていい程ほどに知らない。


　ただ……今日きようの一件で、ネリンは何となくあの無資格魔法士の内面を垣かい間ま見たような気がした。彼を完全に理解したとは思わないし、相変わらず彼の言動には不ふ愉ゆ快かいなものを感じるのだが、不ふ思し議ぎと軽けい蔑べつするような気持ちは湧わいてこない。


　むしろ……綱つな渡わたりをする他た人にんを見ているような、漠ばく然ぜんたる不安感を覚える。


「無資格の、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト……ね。その事を咎とがめに、私も行っていたんだけれど」


「ひどく疲つかれたような顔、してました」


　珈琲の黒い水面に視し線せんを落としながら……少年は言った。


　疲れたような顔。それはネリンも感じていた。あれは深い絶望に叩き落とされた者の顔だ。あまりに深い絶望は人を空からっぽにする。死にも似にた虚きよ無む感かんや倦けん怠たい感だけが残り、あまりに膨ぼう大だいな虚うつろを埋めることのできない人間は、ただそれに蓋ふたをする。


　冷笑。道どう化け。あるいは偽ぎ善ぜん。そういった仮か面めんという名の蓋を。


「それにあの子──あの半魔族ハーフ・ブルートの子」


「それは差別用語。ＣＳＡといいなさい」


　ネリンにいわれ、少年は一いつ瞬しゆん、瞬まばたきし……そして頷いた。


「あのＣＳＡの子……あの子……あんな、あんな……」


「カペルテータが、どうかしたの？」


「あんな……風になるくらいなら……あんな眼めをするくらいなら──僕は……」


　ぶるっと震ふるえて、少年は押おし黙だまった。


　あの一瞬──少年はカペルテータの眼に何を見たのか。何となくそれを聞くのは躊躇ためらわれて、ネリンは黙り込んだ。膨ふくれ上がった憎にくしみを消せるのは、何も慈いつくしみや優しさとは限らない。時にはそれを凌しのぐ憎ぞう悪おや、徹てつ底てい的てきな虚無が、人の中の黒い感情を押し潰つぶす事だってあるのだから。


「本当に何者なのかしらね。あの二人……」


　ため息をついてネリンは珈琲を飲む。


　砂糖を入れ忘れたその黒い液体は、ひどく苦かった。





　　　　●　　●　　●





　レイオットは居い間まのソファに身を沈しずめながら、ぼんやりと空中を眺ながめていた。


　時刻はもう夕方だ。窓から染しみ入ってくる物もの憂うい色いろが、室内を満たしている。何もかもがその色に侵しん食しよくされ、歩あゆみを遅おくらせるような部屋の中で……壁かべにかかった振り子時計の音だけが、規則正しく静せい寂じやくに音を穿うがっていた。


　傷きずは自分で手当した。盲もう管かん銃じゆう創そうとはいえ、ほとんど脇わきの下へ貫通する寸前だったので、摘てき出しゆつはむしろ楽だった。面めん倒どうであれば魔法を使うだけの話だが。ほとんどの戦闘系魔法士は、咄とつ嗟さの場合に使用する簡かん単たんな自じ己こ治ち療りようの魔法を修得している。


　ふと……空中に彷徨さまよわせていた眼めを動かすと、居間の入り口にカペルテータが立っている。紅あかい瞳ひとみと髪かみを持つ半魔族ハーフ・ブルートの少女は、いつもと同じ穏おだやかな無表情で彼を眺ながめていた。


「カペル……」


　彼はぼんやりとした口調で言った。


「あの子供、また来るかな？」


「……来ないと思います」


　カペルテータが言う。


「激げき情じようは……熱しやすく冷めやすいです」


　すぐに行動に出てしまう人間の多くは、同時に考えの切り替えが早い。激情を行動そのもので昇しよう華かしてしまうからだ。


　そもそも特定の誰だれかを激はげしく怒いかり、あるいは憎にくしみ続けるという事は、並なみならぬ精神力を必要とする。忘ぼう却きやくとは心の疲ひ弊へいを防ぐ安全弁だ。それを恥はじる必要はないのだと大たい抵ていの人間は悟さとり、そして自分本来の人生に戻もどって行く。


　それ故ゆえに……爆ばく発はつせず、深く静かに沈ちん殿でんして行く憎ぞう悪おや悲ひ哀あいの方がむしろ根深い。それはある種の毒どくや病やまいと同じだ。時に人格の一部にさえ組み込まれ、簡単に外はずす事のできない性さがとなる。


「そうか……来ないか……」


　レイオットは呟つぶやき、小さくため息をついた。


「カペル……」


「……はい」


「あの監かん督とく官かん……」


　そこでレイオットは言葉を切った。


　なかなかいい言葉が見つからない──そんな様よう子すで彼はしばし逡しゆん巡じゆんの表情を浮うかべ、そして言った。


「……面おも白しろいな」


　今度は同意に若じやつ干かんの間まがあった。


「……カペル？」


「……はい。そう思います」


「また来るかな？」


「……来るでしょう……」


　カペルテータはぼそりとした口調で断する。その言葉に満足したのか……レイオットは苦笑すると、ソファから身を起こした。


「死ぬのはともかく──餓が死しだけは願い下げにしたいな、正直言って。夕食の用意でもするか」


「……はい」


「何がいい？」


「貴方あなたの望むままに」


　この三年間、変わらぬ答え。彼女は何も望まない。いや──望みを見せない。いかなる望みも示さず、ただ静かな観察者として彼を見続ける。四つの紅あかい光がレイオットをひたすらに追う。いつも。いつも。


　例外はただ一つ──彼を戦いの場に導みちびく事だけ。


「それじゃまあ、あまりの材料で何か作るか──手伝ってくれ」


「はい」


　カペルテータは頷うなずき、そして歩き出したレイオットの後ろについて、部屋を出ていった。
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　──直じき々じきに局長室へ呼よび出された時は、何事かと思った。


「ネリン・シモンズ二級監かん督とく官かん──入ります」


　ノックの後そう声をかけて、ネリンは局長室に入った。


　正面に大きな窓まど。そしてその下に置かれた執しつ務む机づくえの向こうで、魔ま法ほう管かん理り局きよくトリスタン支局の局長であるカート・ラベルは顔を上げた。


　公務員──この言葉がこれほどぴったり来る人物を、ネリンは他ほかに知らない。やや神経質そうな細ほそ面おもての顔に太ふと縁ぶちの眼鏡めがねをかけ、ぴしりと七しち三さんに銀ぎん髪ぱつを分けたその姿すがたは……故こ意いにそうしているのではないかと思えるほど、一いつ般ぱん人じんの想おもい描えがく『役人』の印象図イメージそのままだ。


「そこにかけたまえ」


　カートは執務机の前に置かれた応接セットを指差す。ネリンはとりあえず一礼してそのソファに座すわり……視し線せんだけで部屋を見回した。


　決して広くはない部屋の中は、全体的に空気が淀よどんでいる。執務机に本ほん棚だな、飾かざり棚、そして額がくに入った賞状が二つ──ごく平へい凡ぼんな印象の部屋だ。過去に二度ほど入った事があるが、実はここで局長が机についている姿をネリンは初めて見る。大たい抵ていの場合、局長は大部屋で監督官達に混まじって仕事をしているからである。


　元もと々もと魔法管理局というのはさして大きな人じん員いん規き模ぼの組織ではない。トリスタン支局に関して言えば、監督官が二十人、事務専門の職員が二十人、他ほかに施し設せつ管かん理り者しやや装そう備び課かの職員などが十五人ほど。それだけだ。魔法士ソーサリストの絶対数が少ないからこそ、管理する側もさして大規模にはならない。


　だから局長以下、全職員がほぼ例外なくお互たがいに面識があるし、大抵の用件ならいちいち場を選ばずとも、相手に出会ったその場で言えば事が足りる。


　逆に言えば──わざわざ呼び付けるという事は、それなりに重要な用件か、あるいは何らかの叱しつ責せきか……何にしても、普ふ段だん交かわす職務上の会話とは一線を画かくす内容である事は想像がついた。


「──レイオット・スタインバーグについてだが」


　局長は椅い子すの背もたれに身体からだを預あずけながら言った。


「君は彼をどう思うね？」


「それは一いつ体たい、どういう──」


「個人的な感想でいい。先日の事件現場と、その後の事じ務む処しよ理りと──二度彼と会ったわけだが。気が合いそうかね？」


　ネリンは黙だまり込んだ。意味の見えない質問には、迂う闊かつに答えない事にしている。


「最近立て続けにＳＡ事件や魔ま法ほう士し犯はん罪ざいが起こっている。この二か月で魔族事件が六件、魔法士犯罪が十六件。過去平へい均きんの実に三倍強だ。偶ぐう然ぜんの結果という可能性もあるが──何にせよ調査せずに放ほう置ちはできない数字だ」


　無論それは局長のいう通りだろう。


　ソーサリイ・アディクトＳＡ事件──即すなわち魔族事件は、通常の事じ故こや犯罪などとは規き模ぼの面でも質の面でも異なる。市政に与あたえる影えい響きようを考えれば、この増ぞう加か率りつはトリスタン市そのものの死活問題に発はつ展てんする可能性もあった。


「偶然であるならば、偶然であるという証しよう拠こ、そこに人じん為いが介かい在ざいしていない証拠と資料を揃そろえておく事が必要だ。警察側から回ってくる資料を見ていると、彼等は何らかの原因があると考えているようだが……」


「まさか……人為が介在していると？」


「まだそれは判断すべき段階ではない。あくまで警察の──それも一部の人間の『意見』だ。ＳＡ事件に対する警察の無力ぶりをごまかすための言い訳わけかもしれんし、予算増額請求のための布ふ石せきかもしれん。帝てい都と警けいに見習って、新規に対ＳＡ戦編成の部隊を発ほつ足そくさせるという噂うわさもある事だしな。あるいは……市法改正を通すために市議会が圧力をかけたとも考えられる。


　だが……警察の思おも惑わくはともかく、我われ々われとしてもこうした件数増加に人為的な原因がある可能性は無む視しできない。内密にだが、既すでに方ほう々ぼうに監督官を派は遣けんして、その原因や背後関係などを調べてはいる。だが……いかんせん、人ひと手でが足りない。通常の監督業務を滞とどこおらせるわけにもいかん」


　確かに最近は局内で他の監督官の姿を見る機会が少ない。現場検けん証しようの資料作成などは警察に委い託たくできるものの、その他の細こまかな調査や査さ察さつは監督官が自分で出向いて行うしかないのだ。


「では、私も調査を？」


「いや……こう言っては何だが、君はまだ新人だ。この街まちに来て日も浅い。あまり調査向きとは言い難がたいだろう。その一方で、直接担当の魔法士はまだいない──そこで、だ」


　局長は指先で机を叩たたく。ここからが本題──という徴サインだろう。


「レイオット・スタインバーグ関係の件は、基本的に君に一任したい」


　そこで局長はネリンの反応を窺うかがうように言葉を切る。


　彼女が黙だまっているのをどう判はん断だんしたのか、彼は言葉を続けた。


「今まで我々は、あの男の事は、適当に使って、それ以外の時は無視してきた。理由は分かるね？」


「……はい」


「これまではそれでも良かったのだが……今の時期、彼のような不確定要素に動き回られると困る。ただでさえ世間の眼めが厳きびしいのだ。調査に支し障しようが出る可能性もある。また、その一方で、正規の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが確保できない場合の、奇札ジヨーカーとして彼を確保しておく必要もある」


「つまり私にレイオット・スタインバーグの担たん当とう監かん督とく官かんになれ……と？」


「端たん的てきに言ってしまえば、そうなる」


　異い例れいといえば異例の事だ。無資格の魔法士に労務省魔法管理局の監督官が担当監督官として配される。それは──


「しかし……それは無資格の魔法士を積極的に容認する事になりはしませんか？」


　ネリンの言葉に局長は苦く笑しようを浮うかべた。予想された反論だったのだろう。


「あくまで内うち輪わでそのように考えるだけの事だ。公的に彼を容認する訳ではなく、むしろ建たて前まえ上は無資格の魔法士に対する矯きよう正せい処しよ置ち任にん務む、という事になる。この事を踏ふまえた上で、聞いているのだよ──彼とは気が合うかね、と」


「……なるほど」


　ネリンは内心、苦にがい物を感じていた。


　恐おそらく……レイオット・スタインバーグという魔法士に対するネリンのこだわりを見み抜ぬいた上で、局長はこの話を振ふっているのだ。人手不足なのもレイオットに対する管理局の立場も間ま違ちがってはいないが──恐おそらく局長は全すべてを語ってはいない。


　わざわざ担当としてネリンを配するのは、いざという時に彼女に責任を被かぶせ易やすいからだろう。個別の責任者がいなければ、彼を放ほう置ちした責任は管理局全体の……つまりは支局長たるカート・ラベルの責任になる。


　新人の二級監督官。しかも女。何かあった際さい、世間に対する不ふ手て際ぎわの言い訳としても通り易いし、切り捨てても一番被ひ害がいの少ない人材──そう判断されたのだろう。なんだかんだ言っても、まだ社会には男だん尊そん女じよ卑ひと年ねん功こう序じよ列れつの意識は色いろ濃こい。役所は特にだ。


　とはいえ……


「引き受けてくれるね？」


「……はい」


　無論、局長のやり方には不ふ愉ゆ快かいさを感じるが──責任云うん々ぬんの件はあくまでネリンの想像の域いきを出ない。レイオットという魔法士の存在が気に懸かかっていたのも事実だ。ここはむしろ監督官としての腕うでの見せ所、とネリンは考える事にした。


「あまり気が合うとは思えませんが、仕事とあれば、努力はします」


「結けつ構こう」


　局長は頷うなずく。


「……実を言うとな。君を担当に選んだのは、他にも理由がある」


　ふと思い出したような表情をしながら、彼は言った。


「大たい抵ていの監督官は、彼に関かかわるのを嫌いやがる。特にその戦せん闘とう現場を見た後ではな」


　ネリンにもその気持ちは何となく分かるような気がした。


　レイオットにはこだわるものがない。守るべきものがない。目め指ざすべきものがない。


　だから──彼は危険なのだ。あっさりと全すべてを見限る可能性がある。自分も、他人も、この世の中全すべてをも。


　金も名めい誉よも世の中のしがらみも……彼を縛しばれない。彼を御ぎよせない。彼の力は方向性もなく、ただ力そのものとして、その身の内に秘ひめられている。


　方向性のない力は爆ばく弾だんと同じだ。周囲を巻き込んで自じ滅めつする。


　そんな彼の静かな危険さは、監督官ならば例外なく感じ取れるだろう。


　ある意味で……彼のその危あやうさは、魔法のそれに通じるものがあるからだ。


「だが……君はむしろ積極的に彼に関わろうとしているように見えたのでな」


「ああいう手合いが知り合いにいましたので」


　ネリンの言葉に局長は何かを思し案あんする表情を見せた。


「そうか、成なる程ほど、そういえば君の──」


　その時。


　局長室の扉とびらが音をたてた。局長がそちらに視し線せんを飛ばして声を上げる。


「──なんだね？」


「失礼します、ローゼンストック化学の第二工場で……」


　慌あわただしく扉を開いて入ってきたのは、事務職員の一人だった。


「ケースＳＡが進行中との報告が……！」


　ケースＳＡ──即すなわち魔族事件。


「とりあえずアシュケナージ一級監督官が、担当の戦術魔法士二名に出しゆつ動どう要よう請せいをしていますが……」


「……すぐに行く」


　一いつ瞬しゆん、ネリンと局長は顔を見合わせ──そして同時に立ち上がった。





　　　　●　　●　　●





　戦術魔法士ルイス・レハール。同じく戦術魔法士のヴォード・ブロッホ。


　二人はそれぞれ愛用のモールドに身を包み、薄うす暗ぐらい構内を歩いていた。


　共にスタッフは背中の保マ持ウ金ン具トに固定し、手には銃身バレルと銃床ストツクを切り落として全長を短みじかくした散弾シヨツト銃ガンを携たずさえている。大おお粒つぶ散さん弾だんを装そう塡てんした散弾銃は、射程こそ短いが近きん接せつ戦せん闘とうにおいては絶大な破は壊かい力りよくを誇ほこる武器だ。戦術魔法士達にとって銃はあくまで補ほ助じよ装そう備びだが、〈男爵バロネージ〉級の『なりたて』相手なら、これで倒たおせる事もある。


「気け配はいはねえな……どこに行った？」


　ルイスがそう言って周囲を見回す。広こう大だいな部屋の中には幾いくつもの機材が設せつ置ちされており、壁かべ際ぎわには巨きよ大だいな原料貯蔵用のタンクも数本据すえ付けられていた。


　ローゼンストック化学社ケミストリのトリスタン第二工場。


　アルマデウスでも屈くつ指しの規き模ぼを誇る薬品製造会社が、トリスタン郊こう外がいに所有する工場の一つである。工業用アルコールから医薬品まで幅はば広ひろい生産体制を敷しいているローゼンストック社の工場は、いずれも大きく、従業員の数も半はん端ぱではない。


　だが──今この工場の中は、薄うす闇やみと共に冷たい静せい寂じやくが横たわっている。


　ほとんどの従じゆう業ぎよう員いんの避ひ難なんは終わっており、あちこちで隔かく壁へきが降りている。構内に取り残されているのは十人といないはずだ。


　今回、魔族化したのはその内の一人である。


　大おお手ての化学薬品製造工場には、専門の魔法士がいる事が多い。薬品の種類にもよるが、下へ手たに設せつ備び投とう資しして精せい製せい機き械かいを備そなえるよりも、魔法士を雇やとって魔法で精製した方が、費用としては安く、品質も安定している場合があるのだ。無論、機械精製に比くらべると大量生産には向かないので、実際に魔法士によって作られるのは、高価な薬に限られる。


「逃にげ出してきた連中の話じゃ、この棟とうの中にいる可能性が高いが……」


　はっきり言って視し界かいは悪い。壁や機械の間を血管のように這はい回る太いパイプや、あちこちに置かれたコンテナなどのためだ。隠かくれようと思えばいくらでも物もの陰かげや隙すき間まはあるだろう。まだ時じ刻こくは昼過ぎで、窓まどからは陽光も入ってくるのだが……広すぎる棟内を隈くま無なく照らし出すには、あまりに光量が乏とぼしい。


　魔族メレヴエレントに、隠れて敵を迎むかえ撃うつなどという思考が成立しうるのかどうかは疑問だが、何にしても視界が悪いと、咄とつ嗟さの動きに支し障しようが出るのは確たしかだ。


「いっそ……二ふた手てに、分かれる……かい？」


　ヴォードが言う。


　言葉が途と切ぎれがちなのは、ガムを嚙かんでいるからだ。何度かルイスは『非常時の呪じゆ文もん詠えい唱しようが遅おくれるからまずい』と忠告はしたのだが、止やめようとはしない。何でも無意識にも歯ぎしりする癖くせが有って……ガムを嚙んでいないと、奥おく歯ばに鈍どん痛つうを覚えるほど歯を嚙み締しめてしまうのだそうだ。


　何か心ス的ト抑レ圧スでもあるのであろうが──魔法士にはそういう妙みような癖くせを持っている人間が多い──戦せん闘とう中に歯痛でも起こされる方が危あぶない。ルイスはもう忠告を諦あきらめていた。


「いや、さすがにそれはやばいだろ」


　多くの場合、戦術魔法士は二人一組で行動する。


　多対一で確実に魔族を仕し留とめるため、という意味合いもある。だがモールドの拘束度数デユラビツトを越こえる魔法の乱発によって魔族化するのを防ぐため、という理由の方が切せつ実じつだ。


　他ほかに支し援えん要よう員いんとして一名ないし二名程度の助手を使う場合もあるが、彼等は魔法士ではない。モールド・キャリアの運うん転てんや器き材ざいの整せい備び、あるいは中ちゆう遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきによる援えん護ごなどを担たん当とうするだけだ。実際に魔族と相あい対たいするのはやはり戦術魔法士なのである。


「いまいち証言が混乱してて、等級がわかんねえんだよな。〈伯爵カウント〉級だったりしたら、どうするよ、おい」


「そりゃ、もう……全力で……逃にげる、しか──」


　ふと──鈍にぶい轟ごう音おんが工場内に響ひびき渡わたった。


　壁かべを這はっている蒸じよう気き管かんの数本が震ふるえ、壁に組み込まれている蒸気駆く動どう装そう置ちの歯車が、がちんがちんと音をたてて回転して行く。


　ここに限らず、化学工場では可か燃ねん物ぶつを扱あつかう事も多いため、非常時の物理封ふう鎖さ手しゆ段だん──隔かく壁へきを各所に設置しているところが多い。無論、人間の力では開あけ閉しめできない代しろ物ものなので、殆ほとんどの場合、簡かん易い式しきの蒸気駆動機関がその開閉用動力に使われている。


「おい？　あれ……」


　ヴォードが二人の右横にあった隔壁を指さす。


　元もと々もとは物ぶつ資し搬はん入にゆう用ようの出入り口らしく、トラックでも出入りできそうな大きさがある。その出入り口を塞ふさいでいた分ぶ厚あつい扉とびらが、蒸気に包まれながらゆっくりと上じよう昇しようし始めていた。


　光が扉と床ゆかの隙すき間まから噴ふき出してくる。魔法士達は逆光に眼めを細める。


　もうもうとたちこめる白い蒸気と、そこに幾いく筋すじも刻きざまれる光こう帯たいの軌き跡せき……その中から彼等の方へと向かって、ゆっくりと移動してくる物体があった。


　球きゆう体たい。直径およそ三メルトルの丸い物体。


　それが開いた隔壁の向こうからごろごろと転ころがってくる。


　不意に駆動方向の逆転した蒸気機関が、再び蒸気の吐と息いきを噴き出しながら隔壁を閉じ始めた。その開閉過程に干かん渉しようして好きに動かしている物がいるのだ。


　者ものではない。物ものだ。魔族は既すでに人間ではなく物体であり、現象であると法は定義する。


「あれは──」


　引き攣つった表情で、ヴォードが言う。


　ゆっくりと扉は閉じられ、薄うす闇やみが戻もどってくる棟とう内ない。先ほどまでの色しき調ちようを取り戻した魔法士達の視し界かいの中で、奇き怪かいな球体はつやつやとした肌はだ色いろの表面を示していた。


　肉の球体。


　それは魔法士達の十メルトルほど手前で回転を止めた。


　肌色の球面の真ん中──魔法士達の方を向いた曲面の中心にそれはあった。


　冗じよう談だんのように……球面に張り付いた人間の顔が。


　平へい凡ぼんな中年女性の顔。だからこそ……それは余よ計けいにおぞましさを増ます。


　間ま違ちがいない。事前に見せられていた資料通りの顔だ。ローゼンストック化学社に雇やとわれていた産業魔法士……ルチエラ・シンクラヴィスである。


　まるで最初からそこに生はえていたかのように、自然に球面へと溶とけ込んでいる顔が、にい……と笑った。楽たのしくて愉たのしくてたまらない……そんな笑えみ。この上もなく純じゆん粋すいな──それ故ゆえにこそ、この上もなく邪じや悪あくな笑み。そして──


　……ろおおおおおおおおおお──……


　口くち笛ぶえのような……いや、歌か詞しのない歌のような……そんな響きがその異い形ぎようを包んでいた。


『歌』──俗にそう呼ばれる美しくも不ふ可か解かいな旋せん律りつ。


「へっ……」


　ヴォードが散さん弾だん銃じゆうを腰こしの後ろの保マ持ウ金ン具トにはめると、代かわりに背せ負おっていたスタッフを構えた。だが、スタッフを保持するその手が小こ刻きざみに震ふるえている。


「いらん事を言うもんじゃねえな」


　緊きん張ちようと焦しよう燥そうを含ふくんだ声で言うルイス。


　ちらりと左腕についた魔力計を見る。賢けん者じや石いしによって造つくられた指示針は『Ｃ』を大きく越こえて『Ｍ』を指さしている。〈カウント〉級どころではない。その上──〈侯爵マークウイス〉級だ。


　ルイス達の位置からは見えにくいが……丁ちよう度ど球体の上部付近に小さなもう一つの『顔』が生えていた。


　干ほし首くびのような小ささながら、やたらと口だけが切れ込むように大きい。その蛙かえるのような奇き顔がんは白しろ目めをむいたまま、その口で『歌』を謡うたい続けていた。


　詠えい唱しよう用よう副ふく顔がん──通つう称しよう〈謡シうンもガのー〉。


　力ある魔族は常に歌と共に現あらわれる。


　常に撃発音声トリガー・ヴオイスを歌の形で発し、魔法を発はつ動どうさせ続けるための──それだけの器き官かん。ただそのためにだけ存在するもう一つの顔。中級以上の魔族は必ずこの魔法専用の器官を持っている。


　この『歌』により連続的に事象界面マテリアル・サイドへ転てん化かされつづける魔力は、途と切ぎれる事のない魔法の場ば──恒常魔力圏ドメインとなって魔族を包み込む。その内側ではありとあらゆる現象が魔族の意い志しに従うのだ。


　銃じゆう弾だんを止め、自じ己こを復元し、触ふれる者ものを引き裂さく──その内では魔族は己おのれの本能と認識力の及ぶ限りに、不ふ死じ身みとなり全能となる。少なくとも散弾銃では倒たおせない……どころか、牽けん制せいにもならないだろう。


「最悪だ……！」


　走りながらルイスは散弾銃を投げ捨てる。


　相手が中級以上の魔族である場合、その身を守る魔法に切れ目がないのだ。通常の銃弾では、その肉体に到とう達たつする前に恒常魔力圏に捕とらわれてしまう。


　自分のスタッフを構えながらルイスはヴォードに向けて叫さけんだ。


「俺おれが決める、援えん護ご頼たのむぞ！」


　ヴォードは頷うなずきながらルイスと反対側に走り、スタッフを操そう作さした。


　ルイスのスタッフは連発に向いていない。だがその分強力な魔法を無音詠唱ダムキヤストできる。比ひ較かく的てき連発のきくヴォードが魔法を連れん撃げきして相手の注意を引き付け、とどめはルイス……これが彼等の基本的な戦い方だ。


　ヴォードはスタッフを突つき出し、〈ブラスト〉の魔法を──


　るううううおおおおおおおおおおおおおおっ!!


『歌』が一ひと際きわ高く響ひびき渡わたる。


　ヴォードのすぐ側そばにあった、薬品貯蔵タンクの一つが何の脈みやく絡らくもなく爆はぜた。


　中に詰つまっていた液体が、激はげしい雨のようにヴォードに襲おそい掛かかる。


　それは……強きよう酸さんだった。


「ぬああっ！」


　ヴォードが悲ひ鳴めいをあげる。さすがに各種の耐たい久きゆう処しよ理りが施ほどこしてあるモールドの鋼こう材ざい表面は、ほぼ酸の侵しん食しよくを食い止めたものの……その隙すき間まから染しみ込んだ強酸は革かわや布ぬのの部分を溶とかし、あるいは染み込んで、その下の皮ひ膚ふを焼いた。


「ぎいいいいおおおおおおおおっ!!」


　ヴォードが吠ほえる。


「ほほほ。おほほほ。ほほほ」


　魔族の、これだけは人間と変わらぬ顔面が声を上げる。


「おおおおおほほほほほほほ。ほおっほっほっほっほのお、ほ！」


　笑っている……のだろう。攻こう撃げきがうまく決まった事に気をよくしているのかもしれない。


「畜ちく生しよう……痛ええ……畜生おおっ！」


　ヴォードがのたうちながらスタッフを構えた。


「食くらいやがれ、この化け物フリークが！……顕イグジスト！」


　叫びと共に魔ま法ほう発はつ動どう。


　今度こそ爆ばく炎えんが魔族を直ちよく撃げきした。


〈第一の業ごう火か〉──最も基本的な〈ブラスト〉の呪じゆ文もん。基本とはいえ攻撃魔法だ。直撃すれば小こ型がた爆ばく弾だん並なみの破は壊かい力りよくを示し、〈男爵〉級であればその一撃で倒せる場合もある。


　事実……球体の右側がごっそりと抉えぐられている。激しく血が飛び散り、猛もう烈れつな匂においが工場内に充じゆう満まんする。蒸じよう発はつして空気に溶とけ込んだ、血の匂においだ。通常の生き物であれば、自分の肉体をそこまで失えば即そく死しは免まぬがれない。


　免れない筈はずなのだが……


「いー……」


　魔族の顔面が歪ゆがむ。


「いいいたいわ……いた、いた、いたた、いたい、いたい、いたいの、の、のお」


　ぐるんと魔族の双そう眸ぼうが白目をむいた。


　ろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──『歌』が一際高く響く。


「いたいの、いたいのお、とんで、ゆ──けっ！」


　白目をむいたまま、魔族が叫ぶ。


　次の瞬しゆん間かん、抉られた傷きずの色が真しん紅くから肌はだ色いろへと変化し……へこんでいたゴムボールが元に戻るように、ぼこんと音をたてて球面に戻った。


「おほほほほほう！　ほほほほほほおおおおおおおっ！」


　くるくると回りながら魔族が言う。喜んでいるのだろうか。


「ち……！」


　ルイスは走りながらスタッフの安あん全ぜん装そう置ちを外はずす。引き金のようなスイッチを引くと、スタッフの中心部にある二つの呪文書式筒スペルドラムがちりちりと音をたてながら、相そう互ご反はん転てん状じよう態たいで回り始めた。


　彼のスタッフは回リ転ボ詠ル唱ヴ式アだ。発バ条ネ仕じ掛かけで呪文書式を刻きざんだ円えん筒とうを回して無音詠唱する。別種の呪文を使うには呪文書式筒を交こう換かんしなければならないため、多た彩さいな攻撃はできないが、その分、長い呪文書式を──例たとえば〈マグナ・ブラスト〉などを──補ほ助じよ呪じゆ文もんごと装そう備びできる。口こう頭とうでの詠えい唱しようは必要ない。


「があああっ！顕イグジスト！顕イグジスト！　イグジストオオオオオオッ！」


　ヴォードが喚わめきながら魔法を連発した。


　ろくに狙ねらいを定めない〈ブラスト〉が、あちこちに炸さく裂れつする。


　薬品に引いん火かしたのか、幾いくつかの貯ちよ蔵ぞう槽そうらしきタンクが激はげしく燃もえ上がった。薬剤供給用のパイプの数本が、熱で気き化かした薬品の圧力に耐たえかねて弾はじけ飛とび、異い様ような臭しゆう気きが立ちこめて行く。


　だが魔族は無む傷きずだった。


　ごろごろと転ころがり、あるいはボールのように天てん井じようで、床ゆかで、壁かべで跳はね回りながら、その顔面から笑い声をあげる。その速さに、ヴォードの魔法の照しよう準じゆんは全まつたく定まらない。


「こっち、こっち、こっちよほほほほほ！　こおおっちいいいいよおおお、つかまへてえええ、ごらんなさあああああいいいいいいいいいひひひひひひひひひひひ！」


「畜ちく生しよう、この……化ばけ物もの……があっ！」


　さらに魔法を連発。


　ヴォードのモールドの胸元で次々に金具が弾け飛んで行く。


　魔法士が一回のモールド装そう着ちやくで打うてる魔法には回数制限がある。その回数を単位化・規格化したものが拘束度数デユラビツトであり、それを眼めに見える形で示したものが、拘こう束そく子し──即すなわち胸元にある金具である。


　ヴォードのモールドの拘束度数は十六。基本的な〈ブラスト〉なので一度に一単位度数しか消しよう費ひしないが、もう既すでに十発以上の〈ブラスト〉を発はつ動どうさせている。


「あの馬ば鹿かが……！」


　ルイスは呻うめくように言った。


　ヴォードは痛みに冷静さを見失っていた。まずい傾けい向こうだ。このまま放ほうっておいたら拘束度数を超こえて魔法を使い、彼まで魔族化してしまう。


　ルイスは慎しん重ちようにスタッフを構えて狙ねらいを定める。彼の攻撃魔法は一いち撃げき必ひつ殺さつが身しん上じようだ。


「〈マグナ・フリーズ〉──」


〈第二の氷〉──冷れい却きやく系けい中級攻撃呪文。


　空中に浮かびあがる紅あかい紋もん様よう──魔法陣エイリアスは複雑で強力な魔法の証あかしである。


　だが……果たして〈侯爵マークウイス〉級魔族に通用するかどうか。


　ルイスは空中に浮かびあがる魔法陣越ごしに魔族を見み据すえながら叫さけぶ。


「イグジストッ！」


　拘束子が三つ、同時に弾はじけ飛んだ。
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「──ほほう」


　双そう眼がん鏡きようで工場を眺ながめながら、ロミリオは感心したような声を上げた。


　工場からやや離はなれた道路。そこに停とめた車の中で、彼は静かに微ほほ笑えむ。ガソリン式のスポーツ用。最新型だ。鋭えい角かく的てきなその形は、ロミリオのような美び形けいによく似に合あっていた。


　周囲は民みん家かが点在しているが、警報を聞いた住人達は早そう々そうに逃にげ出したのか、彼以外に人ひと影かげは見受けられない。ロミリオとしては、もう少し近づいて見物したかったが、さすがにこれ以上は警察が厳げん重じゆうに封ふう鎖さしていて、近寄れなかった。


「なかなかに健けん闘とうしているようだ」


　双眼鏡の視し界かいの中で、工場の壁かべが数か所、白く変色していた。


〈マグナ・フリーズ〉の効果であろう。中級魔族であれば一いち撃げきで倒たおす事も可能な呪じゆ文もんだ。相手を氷に封じ込めるのではなく、物体そのものの熱を奪うばって凍とう結けつさせる魔法。冷凍系の戦闘魔法は爆ばく炎えんの魔法に比くらべて複雑で、消しよう費ひ拘束度数デユラビツトも一つ多いが……その分、制圧力は高い。固体化された対象物は、わずかな衝撃で微み塵じんに粉ふん砕さいされてしまう。


　恐おそらく数発の〈マグナ・フリーズ〉を打ったのだろう。あれを立て続けに食くらっては、さすがの〈侯爵マークウイス〉級でも倒されるかもしれない。


　しかし……


「折せつ角かくのお膳ぜん立だてが駄だ目めになってしまうのは困る。こちらも仕事だからね。どうせだから、彼女ではなく、君らに手て伝つだってもらおうかな」
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（──何発打った？）


　痛みに濁にごる意識の中でヴォードは思った。


（俺おれは一いつ体たい、何発魔法を打ったんだ？）


　十六の拘束度数デユラビツト。それがモールドが彼を人間の形に留とどめておける限界なのだ。それを越こえて魔法を打てば彼は魔族化してしまう。モールドの胸部についた十六個の金具。それが彼の命いのち綱づなだった。


　彼は自分の胸元に視し線せんを落とす。


　十三個の拘束子が弾はじけ飛とんでいて、残りは三個。中級魔族を倒すなら、一撃で決めねばならないだろう。ヴォードはスタッフの操桿ボルトを引く。無音詠唱ダムキヤスト。さらに補助呪文ブースター・スペル詠えい唱しよう。


「我われ・法のりを破り・理ことわりを越え……更さらなる力を・欲ほつす者ものなり……乾かわきの風よ・亡ほろびの風よ……天の恵めぐみに見み放はなされし大地・潤うるおい忘れた荒こう野やにて……枯こ死ししたるものの怨おん念ねんを……ここに招まねきて呪のろいと……成なす……！」


　痛みに途と切ぎれそうになる意識を必死に繫つなぎ止めながら、ヴォードは呪文を唱となえる。


　呪文詠唱と共に虚こ空くうに幻げん像ぞうが揺ゆらめく。紅あかい光で空中に描えがかれた魔法陣エイリアス。


　事象誘導機関フエノメナイズ・エンジンによって、発動前にたわめられた魔力の──影かげ。


　魔族はルイスに気を取られていたのか、ヴォードの存在をほとんど無む視ししていたが……どうやらこちらに気づいたらしい。緩ゆるやかに回かい転てんする魔法陣の向こうで、魔族が振ふり向き、こちらに転ころがってきた。


（けっ──遅おせえ！）


　ヴォードは仮か面めんの奥おくで笑った。一いつ瞬しゆんの差で自分の勝ちだ。


「〈ドライ・キル〉──イグジ……」


　その瞬間。


　まだ魔法が発動していないにも拘かかわらず、残り二つの拘こう束そく子しが弾はじけ飛とび、更にモールドの数箇所に亀き裂れつが入った。物理的にも魔法的にも精神的にも……ヴォードの全身を締しめ付け『人間』の形に押おし込めていたモールドの拘束が、緩ゆるむ。
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「あ？　ああ、あ！」


　不完全な形で中断された撃発音声トリガー・ヴオイスは、事象誘導機関を暴ぼう走そうさせた。


　紅い光で虚空に描かれていた魔法陣が──虚数界面アストラル・サイドで高こう効こう率りつ稼か働どうしていた事象誘導機関の影が、ぐにゃりと歪ゆがむ。


　完全な形でモールドに拘束されていたならば、それを収おさめる事もできたろう。だが、今やモールドは彼の鋳い型がたたる役目を果たしてはいなかった。


「あああああああああああああああああああああああっ!?」


　暴ぼう発はつし、散さん逸いつしてゆく彼の魔法。あちこちで機械が粉ふん塵じんと化かし、蒸じよう気き管かんが破は裂れつした。恐きよう慌こうするヴォードの心そのままに、魔法が収しゆう束そくも照準もされていない……まるで意味のない破壊現象をばらまく。


　同時に──球体型の魔族が彼にのしかかってくる。


　彼は絶ぜつ叫きようした。解放に向けて生じる強きよう烈れつな快感と、肉の傷いたみが衝しよう突とつする。


「ああああああああああああああああああああ!!」


「ほほほほほほほほほほほほほほほほほほうう!!」


　狂くるおしい魔族の哄こう笑しようを聞きながら──彼はごぞりと音をたてて自分の中に生まれた何かが動きだすのを、恍こう惚こつとして感じていた。
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　現場の監かん督とく官かんから無む線せん連れん絡らくが入ったとき、ネリン達はてっきり状況終了の報告だと思っていた。


　ルイス・レハールとヴォード・ブロッホの二名は、数少ない熟じゆく練れん者しやとも言うべき戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。無論、レイオットと異ことなり、正式に管理局に登録した正規の有資格者だ。


　二週間前のコープマン病院事件の際には、法定の強きよう制せい待たい機き時間──一度モールドを使って魔法を行こう使しした魔法士は、魔法の連続使用による疲ひ労ろうの蓄ちく積せきを防ぐため、三日間の魔法行使禁止期間を置く事が義務づけられている──を経過していなかったので出動しなかったが、〈バロネージ〉級や〈ヴィスコント〉級程度の魔族メレヴエレントならば問題なく片づけてくれる連中だった。しかし──


『至し急きゆう、至急、増ぞう援えんを──』


　空電雑音ノイズの合あい間まから聞こえてくる監督官の声は、ひどく切せつ迫ぱくしていた。


「アシュケナージ君？　どうした、何が起こった？　魔族の処しよ理りに失敗したのか？」


『魔族は倒たおしたんです、倒たおしたんですが、モールドの損そん壊かいと魔法の乱発で──』


　管理局の通信室に集まった職員達がざわめく。


『レハール魔法士とブロッホ魔法士が──共に魔族化……』


「な……なにっ!?」


『簡かん易い魔ま力りよく計けいによれば、共に〈伯爵カウント〉級……至急……早く、はああああああっ！』


　悲ひ鳴めいと共に銃じゆう声せいが響ひびく。


　恐おそらく監督官が護ご身しん用ようの〈ハンティング・ホーク〉を撃うっているのだろう。


　だが銃弾をはじめとする通常の物理兵器が通用するのはせいぜいが魔族化途と中ちゆうの不完全体か、恒常魔力圏ドメインを展開していない初級魔族までである。


『やめ……く、来るな、来るな、来るなあああっ!!』


『うけ。うけけけけけけけけけけけけえっ！』


　監督官の絶ぜつ叫きようと魔族の哄こう笑しようらしき音がスピーカから飛び出し……そして次の瞬間には途と絶だえた。呆ぼう然ぜんとするネリン達の前で、スピーカが意味のない空電雑音を垂たれ流している。


「馬ば鹿かな……あの二人が？」


「しかも〈伯爵〉級だと？　〈伯爵〉級が二体!?」


「現場封ふう鎖さの警察部隊に連れん絡らくを、等級の確認急げ！」


「警察……いや、軍のガーシュイン駐ちゆう屯とん地ちに連絡を……」


「全市避ひ難なん勧かん告こくの要よう請せい書しよ類るいはどこに行った!?」


　騒そう然ぜんとなる魔法管理局。


　複数の、しかも中級魔族の出現。実のところ、トリスタンではここ数年なかった事態だ。


「待たい機き中の戦術魔法士は？」


「い、いません！　ホーナー魔法士は入院中で……」


「他ほかの医い療りよう系けいか産業系の魔法士を緊きん急きゆう徴ちよう用ようして代役に……」


「戦せん闘とうに関しては素しろ人うとだぞ？　それに戦闘用魔法とは呪文書式スペルの規格が合わないと……」


「では強制待機中の魔法士を──」


「馬ば鹿か、万まん一いちにも、これ以上魔族が増ふえたらどうしようもない！」


　ばたばたと走り回る同どう僚りようを見ながら、ネリンはつい先さき程ほど話題に上のぼっていた魔法士の事を思い出していた。


　レイオット・スタインバーグ。あの男なら──あるいは。


　しかし彼は依い然ぜんとして無資格だ。それに……ネリンはあの魔法士を戦たたかいの場ばに引き出したくはなかった。


　好意からではない。違ちがうと思う。それはむしろ逆の感情であるとネリンは思う。


　ここ数日……ネリンはずっと彼の事を考えていた。


　どういういきさつが在あったのかは知らないが──あの魔法士は生きる事に疲つかれている。自分の向かうべき未来が見えていない。見ようとも探さがそうともしていない。


　だから彼は戦いを恐おそれない。自分の存在が終わる事を恐れない。


　いや、むしろ死を……『終わり』というけじめを欲ほつしているようにさえ見える。それを誰だれかが与あたえてくれるのを待っているように見える。


　まるで……自分の罪つみに恐れ戦おののく咎とが人びとのように。


　彼はいつどこででも満足して死ぬだろう。この世に何の未練もないような顔をして。


　ネリンの憎にくんだ……あの男のように。


　それがネリンには許せなかった。


　一いつ生しよう懸けん命めい生きている人がいる。死んだほうがましだという位くらいに不幸になっても、歯を食いしばって生きている人がいる。この漠ばく然ぜんたる明日への不安に満ちた世界で……様さま々ざまな人々がそれぞれの苦く悩のうを抱かかえて生きている。もがいてもがいて、それでも前に進もうとしている。


　死なんて逃にげだ。簡かん単たんで確実で絶対的で……それ故ゆえに決して後あと戻もどりできない逃げ道だ。時にそれはとても楽な道だが……それを安あん易いに選ぶのは、この世界に生まれて、必死に生きている人々を愚ぐ弄ろうするものだとネリンは思う。


　人間は簡単に死ぬ。いつでも死ねる。死んでいなくなる。決して戻ってこられない。


　だから生きている内にできるだけの事をしよう。だからもがけるうちはもがこう。苦しんでも悩なやんでも前に進もう。それが生きているという事なのだと──ネリンは考えていた。


　だから……


「仕方ない……！」


　局長が眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻きざみつつ、ネリンの方を向く。


　……けれど時に現実は、そんな彼女の想おもいを嘲あざ笑わらうかのように過か酷こくだ。情なさけ容よう赦しやなく人を呑のみ込んで流れる。その中で誰がもがいていようといまいと、お構いなしに……


「あの男を──レイオット・スタインバーグを使う。シモンズ君。連絡を」
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　ローゼンストック化学社ケミストリトリスタン第二工場へ向かう国道の途と中ちゆうで待ち合わせ、レイオットはネリンと合ごう流りゆうし、現場へと急行していた。


　管理局の車が先行してモールド・キャリアを導みちびく。現場まで所要時間はおよそ十五分といったところだ。時間が惜おしいためネリンはレイオットのモールド・キャリアに同乗して状況説明を行っていた。


「未確認ですが、〈伯爵カウント〉級魔族二体。元は戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストのルイス・レハールとヴォード・ブロッホです」


　ネリンが言う。レイオットが資料を読まねばならないため、現在モールド・キャリアを運うん転てんしているのは彼女だ。実を言うと、自動車運転免めん許きよは、とっただけでろくに運転経験もないのだが……明らかに無免許のカペルテータに運転させる訳わけにもいくまい。


「知ってる。会った事もある」


　資料をめくって読みながらレイオットは言った。


　余よ程ほど慌あわてていたのだろう。タイプ打ちされたその文面は、誤ご字じ脱だつ字じだらけである。


「かなりの熟じゆく練れん者しやだったはずだけどな。一人ならともかく、〈ヴィスコント〉級や〈バロネージ〉級程度なら、問題なく倒せる連中だったと思うが」


「ええ。ですから〈伯爵〉……いえ、〈侯爵〉級だった可能性はあります。そちらは処理できたようなのですが、その際のモールドの損そん壊かいと、制せい限げん拘こう束そく度ど以上の魔法の乱発が、二人を一気に魔族化させてしまったようです」


「……どうも、腑ふに落ちないんだがな」


「──え？」


　レイオットは首を傾かしげて言った。


「戦術魔法士として経験を積んできた連中が、いくら極限状況下とはいえ、そう簡単に拘束度限界を超こえて魔法を打つかな。まして、〈カウント〉級ともなれば、相当高度な戦闘用魔法を打たないと一気に変質するもんじゃない」


「それは……そうかもしれませんが。追いつめられた魔法士が破れかぶれで魔法を打ったとは考えられませんか？」


「確かに、その可能性はあるんだが……まあいい。問題は、どの程度、連中が人間だった時の記き憶おくを残しているか、だな。それによってこちらの戦い方も変わる」


「記憶、ですか？」


「元もと々もと戦術魔法士だったんだ。記憶が多く残っていれば、こちらの手の内の殆ほとんどは読まれていると思っていい。厄やつ介かいだが、同時にそれは、戦術魔法士の戦セ闘オ常リ識ーに考え方が縛しばられる事にもなる。それはそれで、こっちも読み返し易やすい。


　逆に、全まつたくそういう経験や知識が残っていないなら……魔族は思いもかけない方法や方向から攻こう撃げきしてくる事もある。こっちもある程度の常識は捨ててかからないと、足をすくわれるって事だ」


「スタインバーグさん……」


　ネリンは眼めを丸くして言葉を漏もらす。


「『案外、ものを考えて戦ってたんですね、意外』とか思ってるだろう」


　ずばり言い当てられてネリンは言葉に詰つまった。


　レイオットは……なんというか、妙みように他人の感情に聡さといところがあるという事に、ネリンは気づいていた。虚うつろな心には他人の心が響ひびき易いのかもしれない。


　だがレイオットはそれを隠かくす。自覚があるのかどうかは分からないが……それを恥はじているように見える。芝しば居いがかった言動は、己おのれの空くう虚きよを隠すための仮か面めんなのではないのか。


　本当に心の死んだ者は恥じない。空虚を隠さない。死者は仮面を被かぶらない。死そのものが全すべてから己を遮しや断だんする仮面なのだから。


　ならば……この男は──


「それは、その──すみません」


「ああ、謝あやまらないでいいから、前見て運転しよう、前見て。ま、実際──考えてないよ。考えるのは、実際に戦う前までさ。戦い始めたら、殆ほとんど何も考えていないな」


　レイオットは資料を閉じながら言った。


「何も、考えない……ですか」


「そこだけ強調されると俺おれが救いようのない馬ば鹿かみたいだな。いや、否ひ定ていはしないけどな。なんていうか……余計な事を考えずに集中できるのは、楽しいよ。馬鹿なもんでね」


「楽しいんですか？」


「ああ。麻ま薬やくみたいなもんだな。悩なやみがとれてすっきり爽そう快かい。あんたもどう？」


「私は悩みを忘れたいとは思いません」


　どこまで深くその言葉が届とどいたかは、分からない。


　レイオットはいつものように不ふ真ま面じ目めな表情のまま、ネリンの横顔を眺ながめ……そして指先でずり落おちかかっていたサングラスを押おし上げた。


「面おも白しろいな、あんたは」


「そうですか？」


「まあね。俺おれの知ってる限りでは三番目くらいに。それはともかく──カペル」


　後部の貨物室に繫つながった伝でん声せい管かんから返事が来た。


「はい」


「スタッフの呪文書式スペルだが……三番と四番を抜ぬいて八番と十四番を組み込んでおいてくれ」


「スタインバーグさん」


　ネリンは手を伸のばして伝声管の蓋ふたを閉じながら、言った。


「不ぶ躾しつけとは思いますが……そもそも、あの子とはどういった経けい緯いで？」


「カペル？」


　レイオットがふと──困ったような表情を浮うかべる。


　だがネリンはやはり気になった。あのトムスン医い師しの息むす子こが、カペルテータに何を感じたのか。あの醒さめない夢ゆめを見ているかのような、緩ゆるい無表情の奥おくに、何があるのか。それを生み出したのは、何なのか。


　レイオットは正面を──その先に広がる青空を眺ながめながら言った。


「俺があの子の両親を殺した。それ以来の付き合いだよ」


「こ…………殺した？」


　無論、ＣＳＡであるカペルテータにとって、親の片方──恐おそらくは父親──は倒すべき魔族メレヴエレントである。それはいい。だが両親とレイオットは言った。人間である母親までレイオットは殺したのか？　母親まで魔族化したのか、それとも……


「それってどういう──」


「すまんが昔むかし話ばなしは後だ」


　言われてネリンは視し線せんを前方に戻す。


　轟ごう々ごうと音をたてて燃もえ上がる工場の影かげと、そしてその近きん辺ぺんを封ふう鎖さする警察部隊が見える。


「さて。仕事の準備に入るか」
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　下着一枚を残して服を脱ぬぐ。


　よく引き締しまってはいるが、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうという印象はない。むしろ細ほそ身みとさえ言えるかもしれない──そんな体たい軀く。


　黙だまって立つレイオットに、カペルは恥はじらう様よう子すもなく近づくと、右手に細身の筆を持ち、彼の身体からだへ幾き何か学がく的てきな紋もん様ようを書き込み始めた。


　慣れているのか、その作業を行う彼女の手つきに停てい滞たいはない。さらさらとまるで自分の名前を書くかのように、滑なめらかな筆使いで彼女はレイオットの全身に蛮ばん族ぞくの戦いくさ化げ粧しようにも似にた模も様ようを施ほどこして行く。首筋近くになると、さすがに身長差で筆が動かしにくいらしく、彼女は小さな踏ふみ台に乗って作業を続ける。


　そんな彼女をレイオットは無表情に眺ながめていた。


　所要時間、約五分。


　顔からつま先に至るまで……細こまかくはないが、余あますところなく幾何学模様を書き込むと、カペルは一歩下がった。


　自分の作品の出で来きを確たしかめる画家のように、やや離はなれた位置でレイオットを眺める。


　偶ぐう然ぜんなのか、企き図とされたものなのか……彼の左胸、心しん臓ぞうの上の部分が何となく模様が乏とぼしい。まるでそこに書かれるべき何かが欠かけているかのように……


「……書きますか？」


「いらん」


　質問ではなく……単なる習慣や儀ぎ式しき。尋たずねるカペルも答えるレイオットも、その事に意味を見いだしてはいない。


　カペルテータは黙だまって傍かたわらの棚たなから写真機を取り出すと、レイオットに向けた。


　ストロボの光と共にレイオットの姿すがたが記録される。


「二次拘束術図版セカンダリ・レストリクト・パターン記録終了」


　魔族化の兆ちよう候こうはまず肉体の変形に顕あらわれる。それを可能な限り早期に発見するために、魔法士達はモールド装そう着ちやく前の姿を写真に記録しておくのだ。


　無資格の魔法士であるレイオットにはこの記録・提出義務はないし、実際彼はこれを省しよう略りやくする事も多いのだが……今回はネリンの意向できっちりと記録をとっているのである。


「下がってろ」


　レイオットはそのままカペルの傍らを通り過ぎ、貨物室の奥に据すえられた機械──モールド移送用架台に歩あゆみ寄よった。


　人の姿を象かたどったようなくぼみ。そしてその周囲に配置された無数の蝶ちよう番つがいと発バ条ネ、歯車。革かわや布ぬのでできている部品もあったが……全体として、そこには、工場の機械にも似にた、非人間的な凄すご味みがある。巻き込まれた者が啼なこうが喚わめこうが、問もん答どう無む用ようで回かい転てんし、骨を砕くだき肉をへしゃげさせるような──そんな血も涙もない鋼こう鉄てつのからくりの印象イメージ。


　レイオットはそのくぼみに己おのれの身体からだを横たえた。
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「ふっ──」


　軽く息を吐はく。同時にカペルが壁かべにあったレバーを引き下ろした。


　ばじっ！　と音をたてて発バ条ネが解放される。


　その弾はじける力に従って、くぼみの周囲に配置されていた鋼鉄の部品が、まるでレイオットを包み込むように閉じて行く。


「ふっ──くっ──」


　鋼鉄のぶつかり合う音。発条の弾ける音。蝶番の軋きしむ音。螺ネ旋ジの回る音。そしてレイオットの、苦痛に耐たえるように漏もらされる吐と息いき。


　続けざまに響ひびくその音をカペルはやはり無表情に聞いている。


　やがて。


　全すべての部品が閉じきられ、頭の先から脚あしのつま先まで、レイオットを内側に包み込んだモールドは、一ひと際きわ盛せい大だいな音と共に床ゆかや天てん井じようの固定具から外はずれた。


　ごとん──と音をたててレイオットを飲み込んだ人ひと型がたの物体が貨物室の床に立つ。


「さて──」


　レイオットは傍らに立てかけてあったスタッフを手に取る。


　さらに棚から切り詰め型のライフルを一いつ挺ちよう。予よ備び弾だん倉そうと共に腰こしの金具に装着。最後に壁際のレバーの一つを下げると……蒸じよう気きの噴ふき出る音と歯車の回る音を発しながら、貨物室の天井と壁が開いて行く。外気と光が流れ込み、一瞬カペルテータの紅あかい髪かみを揺ゆらした。


　レイオットは首だけを巡めぐらせてカペルテータを振ふり返る。


「行ってくる」


「……はい」


　何の感かん慨がいも匂におわせぬ少女の声を背中に受けつつ、レイオットは車外へと歩み出た。
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　魔族メレヴエレントという生せい物ぶつ種しゆ──と表ひようしていいのかどうか──に明確な目的はない。ないと一いつ般ぱんには言われている。


　それは人間に対して『おまえは何のためにここに存在しているのか』と問うのと同じだ。


　実のところ魔族は、人間という生物種の一形態に過ぎないとする説がある。


　これまで魔族に関する研究は遅ち々ちとして進んでいないが、魔族が人間と交こう配はい可か能のうな事実は、その忌いまわしい現実を示し唆さしている。


　魔族は……遺い伝でん情じよう報ほう的てきには人間なのだ。


　曲がりなりにも言語を操あやつり、変質前の記き憶おくを部分的に残し、ある種の感情変化が存在する点も、その事を裏付ける……と、ある研究者は主張する。


　その凶きよう悪あくな行動でさえ、本来持っていた欲望や情動の先せん鋭えい化かしたものに過ぎないと。


　魔族は人間であった頃ころの自分を引きずる。


　そう。彼等は昆こん虫ちゆうのような一いち律りつ的てきな行動規き範はんによって活動している訳わけではない。確たしかに彼等は非常に個性的ユニーク──人間的だ。そもそも人は害虫であろうと毒虫であろうとそれを『邪じや悪あく』とは評さない。邪悪とはあくまで同じ論理次元レベルの存在同士の間でしか成り立たない概がい念ねんである。


　魔族は邪悪であると人々は言う。


　では。


　それを邪悪と認識できる人間は何なのか。魔族の基もととなっているのは人間であり、その邪悪さは姿同様『人間』そのものを醜しゆう悪あくに誇こ張ちようした象徴図カリカチユアに過ぎないのかもしれないのだ。


　魔族の行動は魔族特有のものか？


　否いな。断じて否。魔族は人間を殺すが、人間も人間を殺す。


　傷きずつけ、嘲あざ笑わらい、陵りよう辱じよくし、いたぶり、殺し、時には食いさえする。


　それは無論、現実的には限られた異常者や犯はん罪ざい者しやのみの行動かもしれないが……彼等の中に潜ひそんでいたものが人という種しゆに普ふ遍へん的てきに潜ひそんでいないと、誰だれが言える？


　根本的に邪悪なのは魔族か。それとも人間か。


　いや、そもそも邪悪とは何なのか──


「うけけけけけ。けけっ。うけこけうけこけ」


「おおどりいいましょおおお、おじょおうさあんん──ららーら！」


　二体の魔族が人間を使って遊んでいる。


　……ひょおおおおおるるるるるるるるるううううううう……


　自分達の発する『歌』に包まれて。


　遊ばれている人間──逃にげ遅おくれ、隔かく壁へきに閉じ込められていた従業員達──はいずれも、とっくの昔むかしに絶ぜつ命めいしている。魔族の遊びに長時間付き合えるほど、人間の肉体も精神も頑がん丈じようではない。


　犠ぎ牲せい者しや達は、それが何なん人にんであったのか……最も早はや、想像がつかない。


　多数の機械と貯ちよ蔵ぞう槽そうが設せつ置ちされ、入り組んだ空間のあちこちに散らばった、人間の部分、部分、部分。それらを検けん死しのためにもう一度人体として組み立てねばならない検死官の苦労は、千せん片ぺんのパズルを組み立てる際のそれを上回るであろう。


「らんらららん、らんらららん、らんらあああららああああんンン!!」


　ヴォードであった魔族は、冗じよう談だんのように巨きよ大だいな腕うでを生はやしていた。


　一応四し肢しはあり頭部もあるのだが、その大きさがてんでちぐはぐなのである。胴どう体たいから巨大な腕が生えていると言うより、二本の巨人の腕の間に小さな人間の胴体が継つぎ足たされているかのような。


　足はひたすら細く、その腕を支えるに足るとは到とう底てい思えない。それを補おぎなうかのように肥ひ大だい化かした足首から先が、工場の床ゆかを踏ふみしめていた。


　その胴体の下か端たん……局部に相当する位置に干ほし首くびのように小さな顔があり、それが裂さけ目のような口で『歌』を謡うたっている。〈謡うもの〉だ。


　ヴォードは女性の遺い体たいを両手でつかんで、振ふり回していた。彼は女性と踊おどっている積もりなのかもしれないが、ぶんぶんと無む造ぞう作さに振り回される度たびに、遺体は壁や機械や管に当たって潰つぶれ、血と肉片を飛び散らせる。四肢はとっくに千ち切ぎれ飛とび、損そん壊かいした下半身からは長々と内ない臓ぞうが垂たれ下がっていた。


「うーっけっけっけっけ、うけけえ！」


　ルイスであった魔族は、逆に細い手足をしていた。


　いや、細いのは四肢だけではなく胴体もだ。それらはぐにゃぐにゃと蛇へびのように、軟なん体たい動どう物ぶつの触しよく手しゆのように揺れ、しかしその外見からは信じられないほどの力で、人間の死体を蹂じゆう躪りんしていた。二十本以上に増ふえた指がイソギンチャクの触しよく手しゆのようにわさわさと動きながら遺体を無心に引き千切り、そして顔に運んでいる。


　頭部には眼めはなく、鼻もなく、毛もなく──肉片を咀そし嚼やくし、その合あい間まに笑う口と、やたらに大きく膨ふくらんだ耳だけが、つるりとした頭部に備そなわっていた。こちらの〈謡うもの〉は背中で無心に魔族の旋せん律りつを奏かなでている。


「うーっけっけっけ！　うけけけけ！　おおおおお、おいちいよお……けけけ！」


　人間という形への重大な冒ぼう瀆とく。


　おぞましさと共に、ある種の馬ば鹿かばかしさ、喜き劇げきめいた誇こ張ちよう性せいがそこにはある。


　それが魔族という生物形態の在あり方かたであった。


　まるで人間という生き物の在り方を、誰だれかが嘲あざ笑わらっているかのように。


「うけけ、けっけっけ！　うけけけけけけけけ！　おいちい、おいちい、ああおいちい！」


「うたいましょお、うたいましょお、おいわあいいのお、うたああ！　きょうおはあ、たあのしいい、たああんじょおおびいいいいいい────ッ！」


　彼等の──魔族化してしまった魔法士達の心の奥底に何があったのかは、最早分からない。人間そのものを憎ぞう悪おしていたのか。愛していたのか。絶望していたのか。希望を抱いだいていたのか。もう誰にも分からない。


　彼等は嬉き々きとして人間を破壊していた。つい二時間前までは自分達が救い出すはずであった人々をなぶり殺し、それだけでは飽あき足らずに遺体を蹂躪していた。


「うけけけけ──けえッ？」


　ルイスが顔を上げる。


　その大きな耳が何かの音を捕ほ捉そくしたのであろうか。つられてヴォードも巨きよ大だいな腕うでで犠ぎ牲せい者しやの亡なき骸がらをこねくりまわすのを、止めた。


　その瞬しゆん間かん。


　ごっ──!!


　鈍にぶい音がしてルイスが床ゆかにへばりつく。何か巨大な見えない鉄てつ槌ついに叩たたき伏ふせられたかのように。同時に少し離はなれた壁かべに大おお穴あなが空あいた。


　銃じゆう声せいは後からきた。


「おおおおおおおおおおおううううううううう」


　首を振ふりながらルイスが起き上がる。


　その姿すがたには傷きず一つない。壁にできた穴は、ルイスを──正確にはその体を包む魔ま力りよく圏けんを──直ちよく撃げきした後、跳ちよう弾だんしたライフル弾頭の仕し業わざである。


「やっぱり無理か──〈伯爵カウント〉級とはいえ、結けつ構こう、恒常魔力圏ドメインの反応も早いな」


　さして焦あせった様よう子すでもなく平然とした口調の声が言う。


　工場の片かた隅すみ……そこに置かれた大おお型がた浄じよう水すい処しよ理り機きの上に、一つの人ひと影かげが腰こし掛かけている。


　旧きよう世せい紀きの鎧よろい武む者しやを思わせる無ぶ骨こつな影。


〈スフォルテンド〉を着込んだレイオットである。


　その右手には、たった今火を噴ふいたばかりの、ボルトアクション式大だい口こう径けいライフルがある。ウェルザーＭｋIVカスタム。携けい帯たい用ように銃じゆう身しんを短いものに換装してあるが、本来象ぞう狩がりに使われるその威い力りよくは、短銃身から撃っても充分に強大である。魔力圏が反応する前に魔族の肉体に到とう達たつしていれば、あるいはその一撃で倒たおせたかもしれないのだが……


「とりあえず狙そ撃げきして一体──と思ったんだが。何事もそう簡かん単たんにはいかんね」


　彼はそのライフルを傍かたわらに置くと、背中に金具で止めていたスタッフを外はずして、構えた。


「いいいいてえええええ……いてえええじゃねええかああよおおおお」


　ルイスがぐにゃぐにゃと身体からだをのたうたせながら、言う。だが、その細長く変形した顔は、確たしかに笑っていた。とてもとても楽しそうに笑っていた。


　新しい玩がん具ぐの到とう着ちやくに、喜んでいるのだ。


「やあ、すまんね」


　レイオットは肩かたを竦すくめて応じる。


　この男の神経も相当なものだ。万一、魔族化してもその言動は変わらないかもしれない。


「らりらりらああああん」


　ヴォードが声を上げる。


「ひいいいいいいっさしいぶりぶりぶりぶりいいいいいひひひひい──れれれれいお、れいお、れいおっとおおお」


　むりむりと巨大な腕が動く。幼よう児じの動作のように喜びを表あらわして打ち振られる腕の先で、遺い体たいがさらに潰つぶれて血と骨こつ片ぺんをばらまいた。


「本当にな。丁ちよう度ど、一年ぶりくらいか？　しばらく見ない内にえらく筋肉質になったじゃないか、ヴォード」


「きんにくにくにく、きんにくにくにく、きんにくにくにくにいいいい」


　魔族が歌う。楽しそうに歌う。その手に死体を持って。〈謡シうンもガのー〉がそれに唱しよう和わする。


「そっちはまた瘦やせたな──奥おくさんは元気か、ルイス」


「げげ、んげんげ。げんんきいいいいい」


「そうか」


　そう言ってレイオットは浄水機から飛び降りる。


　空中で操桿ボルトを引いて無音詠唱ダムキヤスト。魔法撃発準備完了。


「行くぞ──」


　レイオットは二体の魔族めがけて真まっ直すぐに駆け出した。
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「また君か──」


　それはこちらの台詞せりふだと内心思いながら、ネリンは黙だまってブライアンに会え釈しやくした。


　工場近きん辺ぺんの封ふう鎖さを担たん当とうしている警察部隊の指し揮き官かんは、今回もブライアンだったのだ。もっとも今回は魔族の等級が高いらしいという事、工場以外はあまり民みん家かも付近にはない事から、封鎖そのものよりも、特とく殊しゆ執しつ行こう小隊ＳＥＳによる狙そ撃げき班はんの展てん開かいと、重じゆう火か器きによる攻こう撃げき態たい勢せいに重点が置かれている。ブライアンも、今日きようは自動式ライフルと、その先せん端たんに装そう着ちやくして空くう砲ほうで発射するライフル用榴弾グレネードを携たずさえていた。


　もっとも恒常魔力圏ドメインを持つ〈伯爵カウント〉級二体が相手となれば、たとえ戦せん車しや砲ほうであろうとも水鉄砲と大した違いはないのだが。


「しかし、こうも立て続けに魔ま族ぞく事件が起きると──シェリルの見けん解かいも、あながち見けん当とう外はずれではないかもしれんな……」


「何の事です？」


「うちの鑑かん識しきがな。どうも先日のコープマン病院の件で、トムスン医い師しが魔族化したのは、何らかの人じん為い的てきな影えい響きようがあったのではないかと──」


　──『彼等は何らかの原因があると考えているようだ』


　局長の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。


「モールドの内側のあの模も様よう……何といったかな」


「一次拘束術式図版プライマリ・レストリクト・パターンですか？　対たい抗こう呪文書式スペルを刻こく印いんした」


「そう、それだ。それと、他ほかの部分にも、人為的なものと思われる亀き裂れつやら何やらが入っていたらしい。何者かが、故こ意いに彼を魔族化させた可能性があるという話だ」


「そんな……」


　基本的に、モールドは魔法士ソーサリストの種類を問わず、厳げん重じゆうに管理されている。装着前に助手による点てん検けんも行われるのが常つねであるし、確かにそう簡かん単たんにモールドが破は損そんするとは考えにくいのだが……


　魔族テロ。


　数ある武力闘争手段テロリズムの中で最も効果的かつ、忌いむべきものだ。少なくとも過去の裁さい判ばん例れいを見る限り、魔族テロと断定された事件の首しゆ謀ぼう者しやは、例外なく死し刑けいを宣せん告こくされている。


　爆ばく弾だんテロとよく同列に扱あつかわれるが、ネリンやブライアンに言わせれば違ちがう。全まつたく違う。爆弾は一度爆発してしまえばおしまいだが、魔族は際さい限げんなく各種の災さい厄やくを振りまき、しかも誰だれにも──テロを仕し掛かけた連中でさえも、一度動き出したら制せい御ぎよできない。


「馬ば鹿か共どもが。魔族なんぞ発生させたら、最悪、国がどうの、政治がどうのなどと言っている場合ではなくなるのが……分からないらしいな」


「三十年前の教きよう訓くんが生きていないのですね……」


「いや、大だい体たい魔族テロを起こすのは、二十代の若い連中だ。魔族の真の恐おそろしさに、触ふれた事のない奴やつ等らだ。世界が嫌きらいなら他人に迷めい惑わくかけんようにひっそりと自殺でもすればいいものを、まったく──」


　ブライアンは眉まゆをひそめて言った。
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　音をたてて貯ちよ水すい槽そうが爆ばく裂れつする。ルイスの放はなった魔法が命中したのだ。


「──っと！」


　地に身を投げ出しながらレイオットは爆風をやり過ごし、転ころがる勢いを利用して身を起こす。再び工場の中を駆かけながらレイオットは薄うすく笑えみを浮うかべた。


　楽しい。


　虚うつろであるからこそ彼の心は恐れない。戦う事は──戦せん闘とうに伴ともない要求される集中力と興こう奮ふんは、彼の心の空くう虚きよを埋うめてくれる。真っ白な心は空くう虚きよを意識することもなく、極限状況下で立ちあがる生存本能が、彼の心を支配する。


「れれれれれええええいおおおおっとおおおおお」


「どこかな、どこかなあ？　まほおしのお、おにいさんどこかなあっ？」


「はっ！　どこを見てる？」


　それはレイオットにとって、とても楽しい事だった。


　いや。正しくは違う。


　それはとてもとても安心できる事だった。


　考えなくてもいい。悩なやまなくてもいい。正体不明の焦しよう燥そう感かんに身を焦がされる事もなく、ただ戦いの地平を駆け抜ぬける獣けものとなる。


　轟ごう音おん。轟音。轟音。続けざまに生じる爆発が彼を追う。


　魔族メレヴエレントは魔法士ソーサリストのように魔法の行こう使し回数を制限されていない。むしろ数多くの魔法を使えば使うほど、より強力に、高い等級へと変へん異いしてゆく。魔族犯罪において時間が重じゆう視しされるのはこのためだ。


　無論、個体によって変異の上限は違うため、放ほう置ちしておけば全すべての魔族がその究極形態──〈魔王ルシフエル〉級に成長してしまう訳ではないのだが。


「けけけけけけけけけけけええ──ッ！」


　ルイスがするするとその身体からだをくねらせながら迫せまってくる。


「──顕イグジスト！」


〈ブラスト〉を発はつ動どう。魔力を編あみ込んだ爆ばく炎えんがルイスを直ちよく撃げきする。


　一瞬、爆ばく炎えんが広がりルイスの肉体を破は壊かいし──しかし次の瞬間にはルイスの肉体は時間が逆回しされたかのように、元に戻もどっていた。


　破壊が浅かったのだ。


　魔族は己おのれの魔ま力りよく圏けんの中では全能の神にも等ひとしい。ありとあらゆる物理法則はその前に屈くつし、全すべての物質を己おのれの意い志し通どおりに魔族は操あやつれる。そしてそれは彼等の肉体そのものも例外ではない。彼等は細さい胞ぼう増ぞう殖しよくで肉体を修復再生するのではない。文字通り魔力で元の形に復元するのだ。


　これを止めるには魔力制せい御ぎよの中ちゆう枢すう──脳組織の五割以上を一気に破壊するしかない。


　だがレイオットの打てる魔法の数、即すなわち〈スフォルテンド〉の拘束度数デユラビツトは十三だ。基礎魔法で十三回。〈マグナ・ブラスト〉のような上位魔法ならば拘束度数を二、ないし三消費するために、せいぜいが六回。


　これで二体の魔族を倒さねばならない。


　残り拘こう束そく度ど数すう十二デュラビット。


　だがレイオットに不安はない。失敗したら悪くても魔族化するだけだ。それはそれで空くう虚きよに悩まされることもなくなるかもしれない。死ぬのも恐こわくない。強しいて未練と言うなら──カペルテータに殺されてやりたかったような気もするが。


　ただ無心に戦う。


　知力体力を費ついやして戦う。他ほかのことなど考える余よ裕ゆうもないほどに、自分の持てるすべてを総動員して戦う。その事でのみ──彼は己の空虚を忘れる。


「さあ来い」


　レイオットはスタッフを構えながら言った。


　ルイスはその細い腕うでを伸のばす。七つに増ふえた関節が、予想外の動きで襲おそい掛かかってきた。


「つかまえた、つかまえた、けけけけ」


　レイオットは敢あえて身を引かず、その腕に捕ほ縛ばくされた。ぎりぎりと音をたてて、四十本の指が肉に食い込み、レイオットを締しめ付ける。指の一本一本は昆こん虫ちゆうの肢あしのように細いのに、秘ひめた力は熊くまにも等しかった。


「れええええええいいいいいうおっとおおおお……けけけけけ」


　腕がレイオットを引き寄せ、眼めも鼻もない顔がにたりと笑う。開いた口から長い舌が二枚出てきて、ゆらゆらと揺ゆれた。


「おいちそう、おいちそう……けけけ。れえいおっとも、おいちそうよおおおお」


　まずは右腕──と思ったのか。レイオットの体から右腕を引き抜こうと、ルイスは力を込こめる。恒常魔力圏ドメインによって支えられたその腕わん力りよくに上限はない。中級魔族は虫のような四し肢しをしていても、平然と鋼こう鉄てつを引き裂さく。


　だが──


「普ふ通つうは対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうは……ある程度の距きよ離りをとるもんだ」


　レイオットの声には笑えみが混まじっていた。


「まともに魔族と格かく闘とうしても人間に勝ち目はない。そもそも魔族が望まない限り、人間がその魔力圏の中には入れない。入ってもいきなり吸収同化されてしまう恐おそれだってある。魔力圏の中は『なんでもあり』だからな。だが──」


　魔族の顔につきつけられたのは──左手で抜ぬいた〈ハード・フレア〉の銃じゆう口こうだった。


「──おおおう？」


「いちいち人間の死体をばらして食って遊んでたんだ──そういう嗜し好こうを持った魔族なら、俺おれを生かしたまま分解しようとすると思ったよ」


　だがそれは捨て身の戦法だ。レイオットだからこそできる戦い方だろう。


「ぶぶ、ぶんかい、ぶんかい──」


「てめえがされろ……顕イグジスト！」


　魔ま法ほう発はつ動どうと同時に、〈ハード・フレア〉が咆ほう哮こうする。


　続けざまに撃うち込まれる三発の四五口こう径けいマグナム弾だん。瞬間的にルイスは魔力圏の干渉力でそれを食い止めようとするが──〈ジャミング〉の魔法が魔力圏を攪かく乱らん。


〈ジャミング〉。コープマン病院でレイオットが火か炎えんを消し飛ばしたように、元もと々もとは敵の魔法を無効化するための防ぼう御ぎよ魔法である。


　中級魔族の高圧な魔力圏が乱れたのはわずかに一瞬であったが、それは銃弾がルイスの顔面に侵しん入にゆうして、骨格に激げき突とつ、砕くだけて脳のう細さい胞ぼうをめちゃくちゃに破壊するには充分な時間だった。


「げげげげげげげげええええええええっ！」


　顔面を破壊されてルイスが絶ぜつ叫きようする。


　だが……大きくのけぞりながらも、ルイスは死んでいなかった。


　上級、中級の魔族は脳組織を全身に分散させている個こ体たいがいる。脳容量総計の五割に達しない損そん壊かいは、修復が可能だからだ。対魔族戦闘の基本を知っている元戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストのルイスも、その脳組織を分散させて、万一の場合に備そなえていた。集中していれば一撃で破壊される恐れもあるが、分散していればそれだけ損そん害がい率りつは低く抑おさえられる。実際、ルイスは頭部を破壊されながらも、その脳の損壊率はわずかに二割でしかなかった。


　その二割の脳細胞も即そく座ざに修復が始まる。完全修復まで五秒。ルイスは全身に散りばめられた脳で、読みの甘あまいレイオットを嘲ちよう笑しようした事であろう。


　しかし。


「──遅おそい」


　レイオットはスタッフの先せん端たんをその大きく開いた傷きず口ぐちにねじ込みながら言った。


　素す早ばやく選択桿セレクタを操作──スタッフの中ちゆう枢すう部ぶに組み込まれている六ろつ角かく柱ちゆうが音をたてて回かい転てんする。六面式呪文書式板装塡筒ヘキサ・タグ・ローダの呪文書式スペル選せん択たくを〈ジャミング〉から〈ディスポーズ〉へ切り替え。


　操桿ボルトが音をたてて引かれ──


「顕イグジストッ──！」


〈ハック〉の上位魔法たる〈ディスポーズ〉発動。二デュラビット消しよう費ひ。


　文字通り網あみ目め状じように発生した不ふ可か視しの刃やいばが、内側から縦じゆう横おう無む尽じんに魔族の肉体を切り裂さく。ルイスは、まるで爆ばく発はつするように、ばらばらに引き裂かれて床ゆかに堆たい積せきした。


　脳容量の五割がどうの、という次元の問題では、最も早はやない。


「おーっほ、おっほっほほおおお！」


　ばしんばしんと巨きよ大だいな両手を叩たたいてヴォードが笑う。


　魔族に同族をかばったり守ったりしようという意識はないと言われている。基本的に不ふ死じ身みである生物の心に、そのような概がい念ねんは入り込む余よ地ちがないのだ。


「るいすばらばら、ばあらばら！　ほっほう！」


　歓かん声せいを撃発音声トリガー・ヴオイスとして魔法発動。


　咄とつ嗟さに身を翻ひるがえしたレイオットの横で、彼の胴どう回まわりほどもある導管パイプが粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいされ、そこからごぼごぼと大量の薬やく液えきが流れ出してくる。


「顕イグジスト──！」


　レイオットは呪じゆ文もんを〈フラッシュ〉にして打つ。〈ブラスト〉と異ことなり、引いん火かの可能性はないが、激はげしく撒まき散らされる光と音、それに魔力は、魔族の眼めさえ一時的にくらませる事ができる。もっとも、本当にわずかの時間だが。


　残り拘束度数八デュラビット。


　同じ手段は通じないだろう。魔族は支し離り滅めつ裂れつな言動に反して、決して馬ば鹿かではない。目の前でルイスを葬ほうむった奇き策さくにヴォードが引っかかるとは思えなかった。


　いや、それどころか──


「ばあらばらああああ！　うけけけけけけ！」


　その声を機に……びしりと工場の天てん井じように亀き裂れつが入った。


　接せつ近きん戦せんはむしろ危あぶないと判断したのだろう。さすがに魔族化していても元は戦術魔法士だ。ヴォードはレイオットを魔法ではなく、物理的な力で押おし潰つぶそうとしていた。


　魔法士など、モールドやスタッフを壊こわし、動きさえ止めてしまえば、最終的に絶対魔力量で勝まさる魔族には全く及ばない。そして魔族の肉体と異なり、モールドやスタッフは現場での修復は不可能だ。


　轟ごう音おんと共に落下する構造材や器き材ざい。それらが更さらに貯ちよ水すい槽そうやコンテナに激げき突とつし、途と方ほうもない重量の雪崩なだれとなってレイオットに降ふり注そそぐ。


「ぷちゅっとお！　ぷちゅっとつぶれるううう！　れいおっとお！」


　巨大な腕を嬉うれしそうに叩たたきあわせながら、ヴォードは叫さけんだ。
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「ほほう。前から話には聞いていたが──」


　ロミリオは相変わらず事の成り行きを愛車の席から見守っていた。


　わざわざ持ってきたのか……その左手には白い皿さらに載のったプリンがある。余よ程ほど、好きなのだろう。時とき折おり伝わってくる鈍にぶい振しん動どうに震ふるえるプリンを彼は束つかの間ま、愛いとしげに見つめ、そして再び双そう眼がん鏡きようを手にして工場の方へと視し線せんを戻もどした。


「あれがレイオット・スタインバーグか……面おも白しろい。無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト、しかも超一流。実に面白い」


　そう呟つぶやくロミリオを、硬かたい音が振り向かせた。


　濃のう紺こんの制服に身を包み、銃床折り畳み式フオールデイング・ストツクの散さん弾だん銃じゆうを携帯帯ストラツプで肩かたから吊つった警察官二名が、ロミリオの車を覗のぞき込んでいる。現場封鎖担当の普警だろう。


　片方の警官が手にした警けい棒ぼうでごつごつと車体を叩たたいた。


　ロミリオは顔をしかめつつ窓まどを開あける。だが警官はロミリオの表情を反はん抗こう意い志しの顕あらわれととったらしい。彼は荒あらっぽい動作で両手を車について、威い圧あつ的てきな口調で言って寄よ越こした。


「ここは封ふう鎖さ区く域いきだぞ。即そつ刻こく待たい避ひしろ！　近くで魔族が暴あばれて──」


「黙だまれ」


　ロミリオが呟く。


　その瞬間──警官は炎えん上じようした。


　何の前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜん、足元から生じた火か炎えんに包まれ、ロミリオに喋しやべりかけていた警官は暴れた。苦く悶もんの表情を浮うかべながら転てん倒とう、地面を転ころがりながら火を消そうとする。


　口をついて迸ほとばしる絶ぜつ叫きよう。だが息を吐はけばその分吸わなければならない。吸い込む炎ほのおまみれの空気は、彼の喉のどから肺はいを容よう赦しやなく焼やき焦こがした。


「な、何が──貴き様さま、何を──何を……!?」


　のたうちまわりながらも迅じん速そくに炭たん化かしてゆく同どう僚りようを呆ぼう然ぜんと見つめながら、残った方の警官が言う。あまりに唐とう突とつな異常現象に、思考が半なかば止まっているのだろう。火を消そうという考えが頭に浮かばないらしい。無論、今すぐ火を消したところで、とっくに手て後おくれになってはいたが。


「貴様が……やったのかっ!?」


　同どう僚りようが完全に動きを止めてから、ようやく思考が動き始めたらしい。警官は慌あわてて肩から散弾銃をおろして構えた。


「台だい無なしになってしまったではないか」


　ロミリオは言った。その眼は警官ではなく、自分の膝ひざの上を見つめている。


　そこには──ロミリオの着るスーツのズボンには、プリンの残ざん骸がいが載のっていた。警官が車に手を付いて揺ゆらした時に皿さらから滑すべり落ち、潰つぶれたのであろう。


「な──なんだって？」


「プリンが──」


　まったく突然に──くしゃ、とロミリオの端たん正せいな顔が歪ゆがむ。


　きわめて純じゆん粋すいで、それだけに危険な濃のう度どの憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬ。


「プリンが落っこっちまっただろうがッ！　ええッ!?　わかんねえのか!?　しかも買ったばっかりのスーツによおッ！　どうしてくれんだ、このクソバカッ！　いい気になってんじゃねえぞイヌコロが！　どおしてくれんだよおッ！　ボクのプリンンン──ッ！」


「貴様、何を──何を言って──」


　無論、意味は分かる。


　プリンが潰れて駄だ目めになった。ズボンがカルメラソースで汚よごれた。それに対して怒おこっているのだという事は、無論分かる。だが……


「てめえらクソカスが、息いきしてるだけでもムカつくんだよ！　自分がこの世で一番偉えらいとか思ってイキってやがんだろが！　自分一人じゃなにもできねえ鶏チ野キ郎ンが！　ふざけてんじゃねえ！」


　ロミリオの顔からは数秒前までの優ゆう雅がな表情が消し飛んでいた。口の端はしから泡あわを吹ふき、半なかば白しろ目めを剝むき……正せい視しに堪たえぬほどの壊こわれた形ぎよう相そうで、美び形けいの青年貴族は喚わめいた。


「なんとか言えよ、この童どう貞てい野や郎ろう！　おるあああ──ケツの穴あなに足突つっ込んで死ねえッ！」


　そうロミリオが叫さけんだ瞬間。


　乾かわいた音をたてて警官の足が折れた。


　太ふと股ももの真ん中から折れ、続いて膝が砕くだけ、すねの真ん中が折れ、足首が限界を超こえてねじれ──まるで見えない巨人の手が警官の足を無理矢理折り畳んでいるかのようである。


「ぐぎょあああああああああっ!?」


　絶ぜつ叫きようする警官。だが奇き怪かいな現象は容よう赦しやなく骨を砕くだき、肉を引き裂さきながら続く。綺き麗れいに折れ曲がった彼の両足は、そのままヘビのように自みずから動いて、ロミリオの言葉どおり──自分自身の臀でん部ぶに突き刺ささった。


「ごえ、げ、げげげええええええげええっ!?」


　ごきごきと耳を覆おおいたくなるような音をたてながら、足の先から、肛こう門もんの中へ──自分の中に押し込まれて行く警官。


　……数秒後。


　革かわブーツのつま先が、大量の血と肉片を絡からませながら、警官の口から出てきた。


　自分の足に串くし刺ざしにされ、想像を絶する苦痛の中で、警官は悶もん死ししていた。


「…………」


　その様よう子すを──いつのまにか落ち着きを取り戻した表情で眺ながめるロミリオ。


「まったくもって、忘ぼう恩おんの輩やからは見苦しい。この国の長く栄光ある歴史の中で、おまえ達平へい民みんを飼い、生かしてきてやったのが、一体誰だれだと思っているのか……礼れい節せつと忠ちゆう孝こうの亡ほろんだ国に未来はないぞ、公こう僕ぼく」


　そして……青年貴族は、何事もなかったかのように視し線せんを工場の方へと戻す。


「しかし──はてさて。あのモールド……前にどこかで見たような……お？」


　工場から爆ばく音おんが響ひびく。


　微かすかな振しん動どうはロミリオのいる場所にまで届とどいてくる。どれほどの威い力りよくだったのか──爆発と共に工場の一部が大きく抉えぐり取られていた。


　元もと々もと先の魔法士達が乱発していた攻撃魔法で工場の構造材自体が脆もろくなっていたか、漏もれ出した薬品と薬品が化合して爆発したか、あるいはその両方か。


「ほほう。魔族が外に出るか。さて、こうなると大変だぞ。どうするね、レイオット・スタインバーグ君？　まさか今ので死ぬような間ま抜ぬけではないだろう？」


　心しん底そここの状じよう況きようを楽しんでいるのだろう。


　喜き悦えつの色に染そまったロミリオの眼めは、双そう眼がん鏡きようを通して遥はるか彼方かなたの人ひと影かげを──工場の近くに待たい機きしているＳＥＳの警官達と、ネリン、そしてカペルテータの姿すがたを捉とらえていた。
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「──撃うて！」


　ブライアンの命令で、一いつ斉せいにＳＥＳの隊員達の銃じゆうが火を噴ふく。二脚バイポツドに据すえ付けられた対たい戦せん車しやライフル、その数三十挺ちよう。既すでに戦場では旧きゆう式しきに属ぞくする兵器だが、装そう甲こう車しや程度なら瞬しゆん時じにスクラップと化すほどの火力が集中する。


　だが、ヴォードであった魔族メレヴエレントの周囲で、銃弾の雨はぴたりと空中に止まっていた。


「おかえし、おかえしいいいいいいいいいいいいいいいいいいーいいっいっいっい」


　魔族がそう叫さけぶや否いなや──発射速度をそのままに、方向性だけを逆ぎやく転てんさせられた銃弾は来た弾道を全くそのままに逆進し、ＳＥＳ隊員達を襲おそった。


　ある銃弾は直接にＳＥＳ隊員を二つに引き裂さき、またある銃弾は自みずからを送り出した銃口に飛び込んで、対戦車ライフルを破は壊かいした。破は裂れつした薬室チヤンバーの破片に顔や胸を抉られて、隊員達がのけぞる。


「止まるな、動いて銃撃しろ！　──くそ、スタインバーグの奴やつは何をやってる!?」


　ブライアンが叫ぶ。


　彼は自動ライフルを構え、ライフル用榴りゆう弾だんを魔族に向けて発射した。効きくとは思えないが、何とか体勢を立て直し、ネリンとカペルテータ、女達だけでも逃にがさねばならない。


　緩ゆるい放ほう物ぶつ線せんを描えがいて飛んだ榴弾が、魔族の側そばに着弾。爆ばく発はつ。


　だが──爆発は瞬しゆん時じに映画フィルムの逆回しのように収しゆう束そくし、魔族には傷きず一つつかない。やはり通常兵器では時じ間かん稼かせぎにすらならないのだ。


「くそ──」


　ブライアンは二十連れんの箱型弾倉ボツクスマガジンを交こう換かんしながらネリンとカペルテータを庇かばって後こう退たいする。生き残った数少ないＳＥＳ隊員が放はなつ対戦車ライフル弾や、普警の撃うつ散弾銃の散弾が魔族に集中するが、いずれも全く効果を上げていない。


「スタインバーグさんは？　彼はどうなったんです!?」


「知るか！」


　ライフルを撃ちながらブライアンが怒ど鳴なる。


「警部、撤てつ退たい命令を！　このままでは──」


　警官の一人が重い対戦車ライフルから身を離はなして叫んだ。


「逃げ切れる相手か！　ここでどうにかしないと街まちに入られたら……」


　街に入られたら、もうどうしようもない。


　警官達の表情が恐きよう怖ふと狂きよう気きに崩くずれそうになる。


〈伯爵カウント〉級魔族だけでも無論脅きよう威いだが──時間が経たてば経つほどに魔族は進化する。より上級魔族へと変形変質を繰くり返して行き、操あやつる魔力圏も等とう比ひ級きゆう数すう的てきに拡かく大だいする。無論、成長進化には個体により限度があるが……


　もしこの個体が〈魔王ルシフエル〉級にまで成長したら。


　そうなったら、魔族はまさしく荒あらぶる邪じや神しんとして完成する。一つの街がい区くを丸ごと覆おおう程ほどの魔力圏を持ち、その領りよう域いき内の物理法則を己おのれの意に従わせる不ふ滅めつの化ばけ物もの。国中の魔法士を動員しても殺せるかどうか。


　三十年前の再現だ。最大級の魔族災さい害がい。


「駄だ目めだ……もう駄目だ！」


　警官の一人が叫さけぶ。


　絶望は驚おどろくほどの素す早ばやさで警官達の間に伝でん播ぱしていった。


「こんなの俺達にはどうしようもない……！」


「死ぬんだ、殺される……『殺さつ菌きん』される……!!」


　ふとした弾はずみで誰だれもが思い出すのだ。この国が──いや、この世界とそこに構築された人類社会そのものが、実は砂さ上じようの楼ろう閣かくであり、その基礎部分はとっくに虫食い状態でぐらついているのだという事を。


　三十年前の一件で新たに判明した一つの事実が在あった。


　魔法は人間のありようを汚お染せんする。


　呪じゆ素そという名の汚お染せん物質を魔法は発生させる。ある種の手段で封ふうじ込めることはできても、人間の手では分解不可能な穢けがれ。大量で無計画な魔法行こう使しの結果、それは世界中に広まり、空気に、水に、ありとあらゆる生物の体内に染しみ込んでいった。


　この汚染の体内濃のう度どが一定限度を超こえると人は魔族化する。


　現在、モールドとスタッフにより、魔法士達が魔法を使用した際の呪素は、拡かく散さんする事なくスタッフ内部の封呪素筒カートリツジに封じ込められるようになっている。


　だが、三十年前まで行こう使しされ続けていた魔法の呪素は、未いまだ見えない穢れとなって世界中を覆おおっていた。


　人々の肉には駆く除じよする事のできない呪のろいが生まれたときから組み込まれ──しかし魔法という技術を忌いみ嫌きらいながらも、社会はそれを捨て去る事ができない。


　遥はるかなり約やく束そくの地。ホルスト教の司し教きよう達が唱となえる理想の世界はあまりに遠く、道はあまりに険けわしく……そして人々の歩あゆみは危あやうく、鈍にぶい。


　漠ばく然ぜんとした現在への不安。


　未来への疑念。


　明日は当たり前のように来るものではない。


　希望はあまりにも頼たよりなく、漠然とした諦てい念ねんの中で人々は生きている。


　だから人は傷きずつけ、憎にくみ、怒いかり、泣き、悲しみ、それらをぶつける方向さえ分からずに生きている。神にすがり、隣りん人じんを憎み、親は子を殺し、孤こ児じを育て、兄が妹を犯おかし、見ず知らずの物もの乞ごいに金を恵めぐみ──混乱し、混こん沌とんにもまれながらもがいている。





「誰か背後に回りこめ！　相手の魔力圏が反応する前に高速弾を撃うち込めば──」


「無理です、いくらなんでも……！」





　恐こわくて。哀かなしくて。腹立たしくて。


　それでもしかし──必死に生きている。





「やってられるか、俺は逃げ──げあああっ!?」


「ジョシュア、ジョシュアア──っ！」


「よせ、手て後おくれだ、奴やつは死んだ！　死んだんだよ！」





　誰もが諸もろ々もろの苦しみを抱かかえたままに。


　この不安に満ちた世界で。


　だから──





「畜ちく生しよう、畜生、クレイの仇かたき！　死ね、化ばけ物もの！」


「俺おれの脚あし、俺の脚が……俺の脚イ！　どこへいったんだよおおっ！」


「くたばれよ！　くたばれ、くたばれったら！　なんで死なねえんだ、こいつは──！」





「…………」


　ふとネリンは傍かたわらでカペルテータが動く気け配はいを感じる。


　振ふり向くネリン。カペルテータは、じっと工場の方向を見つめていた。


　このＣＳＡの少女はすぐ側そばで展てん開かいされる凄せい惨さんな死し闘とう──いや、それは実質的に、一方的な殺さつ戮りくに過ぎなかったが──にもさしたる関心を払はらわず、ひたすら静かな紅あかい眼めで、積み重なる瓦が礫れきを見つめていた。


　瓦礫の向こうに見える黒いものを。


　レイオットのモールド……〈スフォルテンド〉の腕うで。


　それは視し認にんするのも困難なほどの距きよ離りであったが……黒い手が何かをつかもうとするかのように、わずかに震ふるえ、しかしまた力なく垂たれ下がるのをネリンは見た。


　そうだ。


　この希望に乏とぼしく不安ばかりがあふれている世界。


　苦しみは絶たえることなく、終わりは誰の眼にも見えない。


　だから──


「──だからって」


　拳こぶしを握にぎり締しめてネリンは言った。


「だからって、あっさり諦あきらめてんじゃないわよッ!!」


　ネリンは叫さけびながら走る。


「おい──!?」


　ブライアンの声を無む視しし、ネリンは〈ハンティング・ホーク〉を抜ぬいた。


「馬ば鹿か、無茶はやめろ！」


「起きなさい！」


　ネリンは叫んでさらに走る。堆たい積せきする瓦礫、飛び散った死体、そういったものを飛び越え、あるいは踏ふみしめながら。綺き麗れい事ごとにこだわっている余よ裕ゆうなどない。


　目め指ざすは──


「起きなさい、レイオット・スタインバーグ！」


　叫び声に気を引かれたのか……不意に、警官達を蹂じゆう躪りんしていた魔族が、向きを変えた。


　濁にごった紅あかい目め玉だまがネリンを見つめる。


「ふへへへへ！　おじょおおおさああああんんーんんん！　おちゃああ！　おちゃあああでもおおおう、いくわあああがああああッ!?　ちゅるちゅるちゅるちゅるう！　おいちい、おいちい、あったくわああい、ちを、ちをおおおお！」


　ネリンは胸に広がろうとする絶望を無理矢理抑おさえ込む。


　迫せまりくる魔族。


　明日に怯おびえ、欲望という名の目め隠かくしを自みずからに施ほどこした人間の、無む残ざんなカリカチュア。


　巨大な腕の間で哄こう笑しようをあげる怪かい物ぶつに向けて──ネリンは引き金を引いた。





　　　　●　　●　　●





　気を失っていたのは、わずかな間だろう。


　落下してきた瓦が礫れきに対して有効な魔法を選せん択たくし、発はつ動どうさせる余裕がなかったのだ。元もと々もと、反動としての呪じゆ素そを可能な限り減へらし、モールドやスタッフの誘ゆう導どう魔ま力りよく回かい路ろで呪素の封ふうじ込めを行わねばならない魔法士ソーサリストの魔法は、時間的にも空間的にも制限が多い。大量の瓦礫を防いだり、吹ふき飛とばしたりできるようなものは、基礎級魔法にはなかった。


　幸さいわい即そく死しするような大物の直ちよく撃げきはなかったものの、落下してきたコンクリートの塊かたまりに頭部を強打され、レイオットは脳のう震しん盪とうを起こしたのである。


（まずいな──）


　次し第だいに回復する意識の中で彼は思う。


　自分の上にのしかかっている構造材や、破は損そんした器き物ぶつの山を退のけて、彼は起き上がろうとしたが──できない。右半身が巨大な鉄骨の下した敷じきになっている。四し肢しの切断や骨折の心配はないようだが、微び妙みようにはまり込んでいて、身体からだが引き出せない。


　見ればスタッフも手を離はなれて床ゆかに転ころがっている。見る限りは特に損そん傷しようはないようだが、右腕が動かせないので、モールドとスタッフをつなぐ魔力伝導管を手た繰ぐって引き寄せる事もできない。


（駄だ目めだな──こりゃ）


　レイオットは判はん断だんを下した。


　大だい体たい、モールドやスタッフにどれだけの損害が出ているのかも分からない。表面的な傷きずや小さな亀き裂れつ程度ならともかく、一次拘束術式図版プライマリ・レストリクト・パターンやそれに直結した誘導魔力回路、封呪素筒カートリツジなどに被ひ害がいが及んでいれば、もう魔法は撃うてない。撃った途と端たんに逆流した呪素で魔族化するだろう。


　いや……それはそれで構わない。どうでもいい。


　レイオットは自分の運命や未来にさしたる興きよう味みが湧わかなかった。


　このままここに寝ね転ころんでいるのも手だ。あの魔族が戻もどってきて殺されるかもしれないが、別段それは大した問題ではない。誰もこなければこないで干ひからびるだけだ。結局死ぬが、人間、誰だっていつかは死ぬ。


　死んで無意味に堕だする。遅おそいか早いかの違ちがいだ。


　対たい戦せん車しやライフルの銃じゆう声せい。悲ひ鳴めい。爆ばく音おん。絶ぜつ叫きよう。銃声。悲鳴。絶叫。悲鳴。絶叫──


　すぐ側そばで響ひびいているはずなのに、それをどこか遠くの出来事のように聴ききながら、レイオットは面めん倒どうくさそうに眼めを閉じた。


　これで終わりだ。ようやく。


『彼』が最後になんと言ったのか、遂ついには分からずじまいであったが。まあいい。ホルスト教が言うようにあの世というものがあるのなら、そこで『彼』に会って聞けるかもしれない。


　しかし……


「起きなさい、レイオット・スタインバーグ！」


　聞き覚えのある声が彼の瞼まぶたを開かせた。


（うるさい女だな──）


　そう思いながらも辛かろうじて動く顔を上げてみる。


　そこで彼が見た物は、魔族化したヴォードが工場の外に出て猛もう威いを振ふるう姿すがたであった。


　強大なその魔力は、炎ほのおを制し、空気を御ぎよし、銃弾を射しや手しゆへと送り返す。


「ほっほっほお！　できるかなあ、できるかなあ、さあてさあてえ！」


　生き残りのＳＥＳ隊員がまた一人、いきなり消しよう滅めつした。


　己おのれをまとうべき肉体を失った戦せん闘とう服ふくがくしゃくしゃになって地にわだかまる。一瞬遅れてその上に自動ライフルが落ちた。おそらく本人は何が起こったのかも分からず死んだろう。それが慈じ悲ひといえば慈悲か。


　レイオットはその隊員の肉体が、瞬時に完全乾かん燥そうし、さらには粉末化して風に吹き散らされたのだと気づいていた。


〈ドライ・キル〉の魔法。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストヴォードが切きり札ふだとして使っていた魔法の一つである事をレイオットは知っていた。


　無論、最も早はやヴォードはその呪文書式スペルを装そう塡てんしていたスタッフを持ってはないのだが、魔族は己の肉体構造そのものがある種の呪文書式である。魔法士の使う魔法の再現など造ぞう作さもない。


「何が『けじめ』よ！　何が『不幸の物語が終わる』よ！　知った風な口きいて！」


　銃声の合あい間まに響いてくる声。


（本当にうるさい女だな──）


「自分で終わらせる勇気もなかったくせに！　誰かに終わらせてもらうのを、指をくわえて待ってるくせに！　前に進む事から逃にげてたくせに！」


（うるさい、黙だまれ──）


「あんたなんて──あんたなんてアイツと同じよ！　逃げてるくせに……恐こわいから何も考えないようにしてるだけのくせに！　最後は死に逃げ？　それも他人に殺してもらって。何一つ自分ではできないくせに、大きな顔しないでよ！　自殺する気き概がいもないくせに！」


（黙れ、貴き様さまに何が分かる……）


「許さないから。アイツみたいに状じよう況きように流されて、死んで逃げるなんて許さないわよ。男だったら──人間だったら死ぬ前に一つぐらい、何かしてから死になさいよ！」


　ネリンの姿が視し界かいに入った。


〈ハンティング・ホーク〉を両手で構え、撃うっている。魔族に向けて撃っている。だが無論、そんなものが魔族に効きくはずがない。現に高らかに笑い声を響かせながら魔族は彼女ににじり寄って行く。


「おじょおおおさああんん──えっちいいなことおお、しましょうおかあああ。せっくすううううう、せっくすううう、けけけけけけ、みてみてえ、ぼくのお、ぼくのくろくてえ、でっかいでっかい、どりるみたいなあ……」


「起きなさい、レイオット・スタインバーグ！　あなたはまだ何もしてない！　あなたにはまだできる事があるはずでしょう！」


（あんたこそ頑がん固こでお節せつ介かいで、何も知らないくせに、訳わけ知しり顔がおで──誰もが呆あきれて、恐がって、近寄りたがらない俺のところに、遠えん慮りよ会え釈しやくなく踏ふみ込んできやがって──）


　ふと。


　レイオットの視界の中で紅あかいものが揺ゆれた。


　彼が振り返る先に、いつも影かげのようにいた半魔族ハーフ・ブルートの少女──カペルテータ。


　瓦礫と瓦礫の間、半はん壊かいした工場の壁かべと器き材ざいの隙すき間まに許された、細い一線。そこに視線をあわせて、四つの紅い光がこちらを眺ながめている。


　挑いどむような。祈いのるような。怒おこるような。悲しむような。乞こうような。


　不ふ可か思し議ぎな視線。


　全すべてを望みながら──同時に何も望まない観察者の眼め。


（ああ──そうか。そうだったな……）


　レイオットは胸きよう中ちゆうでうなずくと、全身に力を込こめる。


　だが動かない。何をするにしても、まずこの鉄材をどける必要がある。


　そのためには──


「起きなさい、貴方あなたにはまだ力があるでしょう、レイオット・スタインバーグ！」


（ちっ……まったくうるさい女だな──）


「おちおち死んでもいられねえだろうがっ──！」


　倒れたまま喚わめいて、レイオットは呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した。


「我われ・法のりを破り・理ことわりを越こえ・更さらなる力を欲ほつす者ものなり──」


　ネリンにこの呪文が聞こえていなければいいのだが──この期ごに及およんでもそんな事を頭の片かた隅すみで考える。彼が今唱となえている呪文は、魔法管理局がその使用を禁じている代しろ物ものだ。どういう書式であれ、医い療りよう用よう呪文以外の、己おのれの身体からだに施ほどこす魔法は禁忌タブーとされている。


　スタッフが操そう作さできない今、彼は呪文書式を口こう頭とうで詠唱しなければならない。スタッフならば呪文をいちいち声に出さなくても済すむし、一動作で終わるのだが。


　もっともレイオットの予想以上にモールドやスタッフが損そん壊かいしていたら……彼は魔法を打った途と端たんに魔族化してしまうだろう。また、今から使う魔法は、制御に失敗すれば、それだけで一気に魔族化する危険性すらある。だが、その点に関してはもう、賭かけてみるしかない。


（そこまでは責任持たんぜ──監かん督とく官かん殿どの！）


　魔族がネリンに迫せまる。


「けけけけけけけ！　さあ、ぬぎぬぎしましょうねええええ！」


　魔力圏の外がい縁えんが彼女に触ふれ、その制服があちこちで裂さける。


　後あとずさりもする。恐きよう怖ふの表情も浮うかべる。だが半はん裸らになりながらも、ネリンは魔族をにらみ据すえていた。それだけしかできないのなら、最後まで魔族をにらみ据えて死のうとするかのように。


　最後の最後まで、自分にできる事をする。あがく。もがく。


　それは決して潔いさぎよくも美しくもないかもしれないが──


「我われは鉄人・我は巨人・我は超ちよう人じん・瞬またたく間まなれど・与あたえよ・我が身に・人を超こえたる力を・仮かり初そめなれど・我わが拳こぶしに・万ばん物ぶつを粉ふん砕さいせしめる・奇き跡せきを宿せ！」


　言こと霊だまを紡つむぐ自分の唇くちびるの動きが、もどかしい。


　早く、早く、早く、早く──


「ソコム・ソコム・ラ・アスプ──ヘルケ・ウント・コッフ・パウ・エイス……アスプ・アスプ・アスプ・ラン！……〈アクセラレータ〉……」


　レイオットは渾こん身しんの力を込こめて叫さけんだ。


「イグジストッ──!!」


　三つの拘こう束そく端たん子しが弾はじけ飛とんだ。口頭による呪文詠唱は、雑念交まじりで効率が悪く、拘束度を余計に消費する。残り拘束度数五。


　魔法発動。肉体強化。


　ぎちりと彼の全身が軋きしんだ。肉が膨ふくれ上がり、しかしモールドに押え込まれ……外圧と内圧の狭はざ間まで彼の肉体が悲ひ鳴めいをあげる。無理矢理に加速された神経電流が激はげしく肉体を駆かけ巡めぐり、同時に戦闘行動に不要な臓ぞう器きと細さい胞ぼうを無理矢理に仮か死し状じよう態たいに落とし込む。


　反対に極きよく限げんまで強化された筋肉は、毛細血管を破は裂れつさせながらも、常人を大きく越える力を発はつ揮きした。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　咆ほう哮こう。鉄材が軽々と跳はね飛んだ。


　レイオットはそのまま立ち上がると、疾しつ風ぷうさえも後に従えるような速さで駆け出した。


　魔力伝でん導どう管に──そしてその先で恐おそるべき瞬しゆん発ぱつ力りよくを示して走り出したモールドに引っ張られてスタッフが宙ちゆうに舞まい、まるで最初からの予定であったかのように、伸のばしたレイオットの手に収まった。


〈アクセラレータ〉の持続時間は、肉体が『騙だまされた』事に気づいて正常活動に復帰するまでだ。レイオットの場合、おそよ三分。それを過ぎると猛もう烈れつな激げき痛つうと出血多量による疲ひ労ろう感かんが襲おそってきて動けなくなる。つまり……勝負はその三分で決まるのだ。


「スタインバーグさ──」


　ネリンが驚きよう愕がくの声を上げる間も許さず、レイオットはそのままの勢いで魔族に飛び掛かる。彼の左手が機械よりも素す早ばやくスタッフを操そう作さ。呪文書式を選択し、無音詠唱ダムキヤスト。


「うわほう！」


　魔族が叫ぶ。驚おどろきか、喜びか──それともあるいは、恐きよう怖ふか。


　その声を撃発音声トリガー・ヴオイスとして魔族の魔法がレイオットを襲う。


　単純な〈ブラスト〉。やはり戦術魔法士であった魔族は、習慣的に人間だった頃ころの魔法で攻こう撃げきしてくる。無論、直撃すれば人間はばらばらだ。


「顕イグジスト──！」


　レイオットは防ぼう御ぎよ用ようの遮しや蔽へい呪文〈デフィレイド〉を発はつ動どう。


　風景を歪ゆがめながら空中に波は紋もんが広がる。


　超ちよう至し近きん距きよ離りでありながら、爆ばく炎えんは歪わい曲きよく場ばに遮さえぎられて四し散さんした。ネリンが悲ひ鳴めいをあげて地に伏ふせる。


　残り拘束度デユラビツト数三。


　そのままレイオットは魔族に組み付き、もつれ合うようにして転ころがる。


　ヴォードの巨大な腕が空気を抉えぐり抜ぬきながら振られ、レイオットの頭を直撃──しない。熊くまの頸けい骨こつもへし折るほどの一撃は、レイオットの左手が受け止めていた。


「おおう？　おうおう？　おおおおう？」


「ははっ──」


　驚きよう愕がくする魔族を前に、レイオットは仮か面めんの奥おくでにやりと笑った。


　もう一本の巨きよ腕わんが唸うなりを上げて反対側からレイオットを殴おう打だ。


　レイオットは身を反そらし、これもやり過ごす。だがさすがにスタッフを持っている側から死角を突つくような形で飛んできた巨大な拳こぶしは、完全には避よけきれなかった。剛拳が、鈍にぶい音をたてて、レイオットのモールドの仮面をかすめる。


　鋼こう鉄てつ製せいの仮面が音をたてて歪ゆがみ、衝しよう撃げきでどこかを傷きずつけたのか……その隙すき間まから血ちがしぶいた。常じよう人じんならば脳のう震しん盪とうを起こして昏こん倒とうしてもおかしくはない。


　しかし今のレイオットは常人ではなかった。


「は──はあっ！」


　レイオットはそのまま左手で魔族の腕をつかんだまま、身を起こす。一気に体を伸のばしながらその勢いに左腕の腕力を上うわ乗のせし、彼は魔族を──投げる。


　鈍にぶい地じ響ひびきすらたてて魔族が地面に叩たたき付けられた。無論、激げき突とつの衝撃は魔力圏が中和しているが──


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　魔族が吠ほえる。


　レイオットに向けて〈ドライ・キル〉の魔法が走るが、彼は既すでに魔族が照しよう準じゆんした先にはいない。強化された脚きやく力りよくでレイオットは高々と跳ちよう躍やくした。


　空中に舞まう黒い鎧よろい姿すがた。その周囲を全身から滲にじみ出た血が霧きりのように覆おおっていた。


　凄せい惨さんで──しかしひどく美しい一瞬。


　レイオットは落下の勢いそのままに魔族へ襲おそい掛かかった。


　空中で〈ハード・フレア〉を抜ぬき、二連射。強力な四五口径マグナム弾だんの反動を異常筋力で押さえ込み、全すべてを魔族の顔面に集中。


　だが銃じゆう弾だんは空中で停止した。魔力圏による防ぼう御ぎよ。


　無論、それは計算の内だ。


　格かく闘とうと、魔法と、銃弾と──めまぐるしく種類を変えるレイオットの戦闘方法に、何よりもその戦闘速度に、魔族は混乱していた。


　副ふく顔がんの『歌』が滑なめらかさを失って、乱れる。


　るうううううう……おおお……お……


「おおおおおるああああああああっ！」


　文字通りの血けつ風ぷうをまとい、空中に静止したままの銃弾を蹴け散ちらしながら──レイオットは魔族の顔面に、落下速度を足した蹴りを叩たたき込んだ。起き上がりかけていた魔族がよろめく。魔力圏で防御しようにも、距きよ離りが近すぎてうまくレイオットだけを排はい除じよできないのである。


　レイオットは蹴りの反動で跳躍。


　空中で身をひねりながら彼はスタッフを操そう作さした。


「我キ法イをイ破イりイ理イをイ越イえイ破イ壊イのイ意イ志イをイこイこイにイ示イすイ者イなイりイ爆イ炎イよイ爆イ炎イよイ敵イをイ焼イけイ敵イをイ焦イがイせイ敵イをイ滅イぼイせイ我イがイ勝イ利をアこアこアにア導アけア猛アきア業ア火アッア[image: ]ア　アベアルアーアタアエアイアムアクアイアフアァアクアイアフアァア────ッツ[image: ]！」


　加速された顔面の筋肉と言げん語ご中ちゆう枢すうが補助呪文ブースター・スペルを高速詠唱スピードキヤスト。


　更さらに口こう腔こう内の残ざん響きよう調ちよう節せつにより重複詠唱効果コーラスエフエクトが発生。


　微び妙みように相そうをずらされた補助呪文が、まるで合唱コーラスされるかのように響き、魔法を二重に増ぞう幅ふくする。事象誘導フエノメナイズ機関エンジンが虚数界面アストラル・サイドにおいて音無き軋きしみを発しつつ、自壊寸前の超効率稼か働どうを開始──
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　ネリン達の耳にはスピーカの共鳴ハウリングのような音に聞こえたかもしれない。


　レイオットは全身と喉のどから血を噴ふきながら、呪文を完成させた。


　スタッフの先に出現する紅あかい魔法陣エイリアス。


　だが──それは二つ在あった。


　レイオットのものと……そして。


「るううううううううううううおおおおおおおおおおううううッ！」


「イイイイイイグジストオオオオオオオオオオオアアアア──ッ！」


　残り三つの拘こう束そく端たん子しが全すべて弾はじけ飛とんだ。


　魔族の〈マグナ・ブラスト〉とレイオットの〈マグナ・ブラスト〉。


　二つの呪じゆ文もんが正面衝しよう突とつし、互たがいを食い合いながら熱と衝しよう撃げきを撒まき散らす。世界は白く染そめられ、工場に残っていたガラスは全て弾け飛び、瓦が礫れきが吹っ飛んで行く。


　だがこれは〈マグナ・ブラスト〉本来の破壊力ではない。


　至し近きん距きよ離りで同時発動した魔法の──事象誘導機関フエノメナイズ・エンジン同士の相そう互ご干かん渉しよう。二つの魔法が、物ぶつ理り界かい面めんへの顕けん現げんに関する優先順を争って引き起こす、いわば摩ま擦さつの雑音、余よ波はに過ぎない。


　だが──


　次の瞬間、拮きつ抗こうは崩くずれた。


　ぐにゃりと魔族側の魔法陣が歪ゆがみ、そして四し散さん。


　魔族の〈マグナ・ブラスト〉は速すみやかに消しよう滅めつし、その間かん隙げきに滑すべり込むようにしてレイオットの〈マグナ・ブラスト〉が爆ばく炎えんを送り込む。炎ほのおと衝撃は魔族の肉体を半分以上、抉えぐって散らした。


　轟ごう音おんが魔族の断だん末まつ魔まのように響ひびき渡わたる。


　同じ〈マグナ・ブラスト〉でありながら……二重に増ぞう幅ふく呪じゆ文もんをかけたレイオットのそれは、わずかながら魔族のそれを上回った。より強力に魔法の事象界面マテリアル・サイドへの顕現を促うながす事象誘導機関の定義力──つまりは、より強固な意志と思考をもって生み出された魔法が、魔族のそれよりも優先されたのである。


　轟ごう々ごうと噴ふき上がる炎ほのお。


　猛もう烈れつな熱と衝撃波が勝利を誇ほこるように虚こ空くうを駆かけ昇のぼり、そして──


「うぐるうう、うぐるうう……」


　……その傍かたわらに体の半分以上を吹き飛ばされた魔族が転ころがっていた。


　脳も半分以上を破壊されたのであろう。必死に修復を試こころみているようだが、最も早はやその肉体が癒いやされる事はない。魔族の超能力は、結局のところ、脳に依い存ぞんする。その損そん壊かいが半分以上に及およんでは、もうどうにもならない。


　魔力圏は乱れて崩ほう壊かいし、冷れい厳げんたる物理法則が魔族の半壊した肉体を支配する。流れ出る血と共にその体温が下がって行く──


　殴なぐられ、歪ゆがんでいた〈スフォルテンド〉の仮面が、力尽きたようにはく離する。


　地に落ちた血塗れの仮面は、硬い音を立てた。


「…………」


　レイオットは黙だまって〈ハード・フレア〉を抜ぬくと、弾だん倉そうを振ふり出し、五発の空から薬やつ莢きようを捨てる。腰こしのパウチから円形クリップにまとめられた五発の四五マグナム弾だんを取り出すと、彼はそれを装そう塡てんした。


「いてええええええええええええ……いてえええええんんだよおおお……」


　躊躇ためらったのは一瞬。


「──すまんね」


　感かん慨がいを感じさせぬ声でレイオットは呟つぶやきながら、引き金を引いた。


　三発の四五マグナム弾の銃声が連なって響き──魔族は永遠に沈ちん黙もくした。


　ヴォードには年とし老おいた母がいた。ルイスにはまだ若い妻がいたはずだ。それをレイオットは知っていたが、今いま更さらその事を嘆なげくような繊せん細さいさはない。ただ──かつての自分を思い出して、遺のこされた者ものの辛つらさに思いをはせる程度でしかない。


　しかし……


「スタインバーグさん……」


　呼ばれて振り返る。


　そこには──ネリンが立っていた。


　魔族に引き裂さかれてぼろぼろの制服は、さらにあちこちが土ど砂しやを被かぶり、どろどろになっていた。タイトスカートの端はしなどは焦こげてさえいる。どうやら〈マグナ・ブラスト〉の余波を食らったのだろう。


「ああ──なんとか無事だったよう……」


　そう言いかけてレイオットは口をつぐんだ。


　ネリンの表情が……見ていて哀あわれなほどに引き攣つっていたからだ。


（ま──そりゃそうだな）


　レイオットは思う。


　同じ戦術魔法士でさえ、全力で戦ったレイオットを見ると恐きよう怖ふする者が多い。過去に関かかわり合った他ほかの監督官達が、レイオットに近づきたがらない理由も、実質的にはこれだ。


　中級魔族と正面からやりあって倒す魔法士など、ある意味もう人間の範はん疇ちゆうでくくるべきではない。まさしく魔族に等ひとしい化ばけ物ものでもあるのだ。


　しかも今──自分は物もの凄すごい顔を彼女の前に晒さらしているだろう。


　魔法との戦闘に酔よい、血に塗まみれた顔を。


　これでさすがに、このお節せつ介かいで厚かましい監督官も、これ以上自分に関かかわろうとはすまい──そう思う。そしてそれを何となく残念に感じている自分に気づいて、レイオットは内心で首を傾かしげた。妙みようなものだ。どう考えても鬱うつ陶とうしい人間がまとわりついてこなくなる事を、喜ぶべきなのだが……


　レイオットは特に言うべき言葉も見つからず、おどけたように肩かたを竦すくめる。


　これが仮面。彼の仮か面めんだ。


　何もできない、しない自分を恥はじて見せないための──道どう化け師しの仮面。空くう虚きよを覆おおい隠かくすための蓋ふた。結局何も変わらない。変えられない。人間一人にできる事などたかが知れている。状じよう況きようにただ流されていくだけだ。


　レイオットは自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべる。


　表情を引き攣つらせたまま、ネリンはそんなレイオットをしばし眺ながめていたが──やがて彼女は大きく息を吸って……


「──何を考えてるんですかあッ！」


　……顔を全部口にしたような勢いで、怒ど鳴なった。


「死ぬかと思ったじゃないですか！　近くには他の警官とか……カペルテータさんだって、いたんですよ！　派は手でな魔法を使うのはあなたの趣しゆ味みかもしれませんけど！　もうちょっと考えてください！　この工場だって、修復にどれくらいかかるか！　補ほ助じよ金きんの支出はまた市経済を圧あつ迫ぱくしますし、これで臨りん時じ増ぞう税ぜいでもしたらまた──」
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　一瞬──ぽかんとするレイオット。


　ネリンはひとしきりまくしたてると、少しは気が済すんだのか……ため息を一つついてから、改めて言った。


「とにかく！　やっぱり貴方あなたには資し格かく申しん請せいしていただきますからね！　貴方のような無む軌き道どうな魔法士の手た綱づなを取るために、管理局は存在しているんですから！」


「いや、あの──」


「明日にでももう一度伺うかがいますから！　今度はごまかされません、申請書を書いてもらうのは無論、資格をとるまで毎日だって通かよいますからね!!」


　レイオットは……何となくどうしていいか分からなくなって、周囲を見回した。


　生き残りの警官達が放ほう心しんしたような表情でレイオットとネリンを見つめている。彼等の間には、ブライアンや、カペルテータの姿も見えた。大おお柄がらな警察官はひたすら疲つかれたような表情をしており、カペルテータはやはりいつもの静かな無表情である。


　そう。何も変わらない。いつもの事。変わっていない。


（……そうか。結局そういう事か）


　人間一人にできる事なんてたかが知れている。その通りだ。


　ただ──見る角度が変われば、世界はひょっとしたら別な色を見せてくれるかもしれない。一歩前に進んだら、違うものが見えるかもしれない。


　ただ、それだけの事。


（あー……くだんね──）


　レイオットはもう一度視し線せんを眼がん前ぜんの監督官に戻し──。


　不意に発ほつ作さのように込こみ上げてきたものが口をついて出る。


　笑い声。


　彼は血まみれの顔を天に向けて──十二年ぶりに、心の底から笑う。


　笑って笑って笑って十二年分笑い続けて──呆あつ気けにとられた一同の前で、レイオットは失しつ神しんしてぶっ倒れた。
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　出てきたのは──予想を大おお幅はばに裏切って、中年の婦人だった。


「あ……あれ？」


　思わず表ひよう札さつを確認しようとして、しかしネリンはスタインバーグ邸ていには表札がない事を思い出した。とにかく何から何まで、やる事なす事、抜ぬけが多くていい加か減げんな男だ──ネリンは内心、憤ふん慨がいした。


　それはともかく。


「あの──」


「ああ。スタインバーグの兄ちゃんに用かい？」


　小太りのその婦人は、頭に巻いていた布ぬのを解ときながら言った。手に持っているのは室内用の箒ほうき。どうやら掃そう除じ中らしいが──


「──あなたは？」


　と尋たずねてから、ネリンは慌あわてて付け加えた。


「私は労ろう務む省しよう所しよ属ぞくの公務員で──ネリン・シモンズといいます」


「ああ。魔ま法ほう管かん理り局きよくの」


　ネリンは言葉を選んだ積もりだったが──必要なかったようだ。この婦人はレイオットの職業を知っている。


「こんなとこまで、ご苦労さんだねえ。スタインバーグの兄ちゃんも、金持ちなんだからもうちょっと都会に住めば、便利だろうにね。ま、そのおかげであたしゃ、小こ遣づかい稼かせぎができてるんだけどさ──」


　婦人は笑って言った。繊せん細さいとか優美とか、そういう言葉とは全まつたく縁えんがなさそうな、大おお雑ざつ把ぱな笑顔である。それだけに豪ごう快かいで、明るい。


「あの……」


「ああ。ごめん、ごめん。あたしゃお隣となりさんだよ。つってもそこの雑ぞう木き林ばやしの向こうの、だけどね。エレナ・シェリング。一応、主婦だよ」


「は、はあ──」


　こういった田舎いなかでは隣りん家かとの距きよ離りが、徒と歩ほで五分十分──などという事は別に珍めずらしくない。元もと々もと都会育ちのネリンにはどうにも違い和わ感かんが付きまとうが。


「大体週に一度くらい、掃除と洗せん濯たくに来てんのよ。日給百ドルクで」


「あの、スタインバーグさんに面会を──」


「いないよ」


　あっさりとエレナは言った。


「カペちゃんと街まちに買い物に出かけてるよ。私としてもその方がやり易やすいから、掃除の日は大体、出かけてもらってるけども」


「──逃にげられた」


　唸うなるような声でネリンは呟つぶやいた。


　今日きようは訪ほう問もんすると、事前に──三日前から、毎日一度、三回も──電話を入れておいたのだ。先日の事件の関係書類と、資し格かく申しん請せい書しよ類るいを持ってそちらに伺うと。だがやはり先せん輩ぱいの言う通り、逆効果だったようだ。


「夕方には戻ると思うよ。待ってるかい？　掃除中だけど、茶くらいはだすよ」


「はあ。では──」


　気さくにそう言ってくるエレナに、ネリンは頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　ブライアン・メノ・モデラート警けい部ぶは不ふ機き嫌げんだった。


　彼自身は否ひ定ていするのだが、周囲の人間は彼の性格をまずこう評する──『短気』。


　もっとも彼の短気が爆ばく発はつする状じよう況きようは限られている。だからこそ彼は比ひ較かく的てき上じよう司しにも部下にも好意的に見られているし、同時に敬けい意いも払はらわれている。


　怒おこるべき時には躊躇ためらわずに怒る。世せ間けん体ていや人間関係など消し飛んでしまう。そういう意味では見み境さかいのない男、とも評されてはいる。


　なめた真ま似ねをされると我が慢まんできないタチなのだ。


「ふざけた連中だ──」


　彼はトリスタン第一分ぶん署しよ地下の射しや撃げき場じようで的まとに向かって銃じゆうを撃うちながら、呟つぶやいた。


　五日前のローゼンストック化学の工場において発生した魔ま族ぞく事じ件けん。あれは、どうやら陽よう動どうであったらしい──というのが、トリスタン第一分署内における警官達の統とう一いつ見けん解かいとなっていた。無論、非公式だが。


　あの事件とほぼ同時刻──いや、正確には警官の多数が動員されきって、トリスタン市街の警備が手て薄うすになった半時間後。


　トリスタン第一分署の近くにあった銀行及び貴き金きん属ぞく店てん、そして銃じゆう砲ほう店……計四軒が武装集団に襲しゆう撃げきされ、更さらには分署の正面玄関に三発の火か炎えん瓶びんが投げ込まれるという事件が起こっていた。


　強ごう盗とう行こう為いそのものの被ひ害がい総そう額がくざっと九十万ドルク。銀行二軒に貴金属店一軒が襲おそわれた結果としては、意外に少ない。偶ぐう然ぜんではあるのだが……二つの銀行は両方とも、たまたま本社に現金を移送した直後だったらしい。貴金属にしても現金化する際に手て間まがかかって脚あしの付き易やすいものは避さけたらしく、奪うばわれたのは比較的価格の安いものが多かった。


　人じん的てき被ひ害がいも少ないほうだとは言えるだろう。だが零ゼロではない。負ふ傷しよう者しや六名、死者四名。内、警官二名。魔族事件に大多数の警官が出で払はらっている隙すきをつかれた格かつ好こうになる。


　しかも第一分署のすぐ側そばだ。


　完全に警察がなめられたのだ。火炎瓶はその駄だ目め押おしである。


　犯はん行こう声せい明めいは事件の翌日に来た。


『秩ちつ序じよ成なす炎ほのお』──比較的旧ふるい共産系武ぶ闘とう派は組織だ。


　もっともその主義主張が極きよく端たんすぎて、アルマデウスの共産系政党からも嫌きらわれている連中である。ここ二十年余りは、動きらしい動きを見せていなかったが──もっともそれはどの武闘派組織も同じだ──つい最近になってまた活動を活発化させている。


　構成員が比較的若くなっているらしい──というのは、公安部にいる知人から聞いた話だが。ネリンにも言ったが、三十歳未満の者達は、魔族の本当の恐おそろしさが実感として理解できていないのだろう。


　犯行声明には魔族の事は書かれていないが、事件のタイミングからして、連中が仕し掛かけたのに間ま違ちがいない。


「考えの浅い若わか造ぞう共どもが──」


　呟つぶやきながら愛用の自動拳銃を三連射。弾だん倉そうが空からになり、遊底スライドが開きっぱなしで止まる。ブライアンは苛いら立だたしげに弾倉を落とし、新しい弾倉を銃じゆう把はに叩たたき込んだ。


「あ、いたいた、警部、探さがしましたよ──サインをお願いします。先日の魔族事件」


　射撃場の入り口から鑑かん識しき課かのシェリルが顔を出し、クリップボードをひらひらと振ふった。


「またか──」


「それはこっちの台詞せりふです」


　世に犯はん罪ざいの種たねは尽つきまじ。故ゆえに目を通しサインすべき書類も尽きまじ。事務仕事の苦にが手てなブライアンとしては、せめて後者だけでも何とかならないものかと思う。


「また書類が溜とどこおり気ぎ味みなんですから。さっさと眼めを通してサインしてください、サイン」


　ブライアンは長々とため息をつくと、銃をホルスタに戻した。





　　　　●　　●　　●





　先日と同じカフェテリアでロミリオは例の男と面会していた。


「つまり──」


　今回もお互たがいに背を向け合わせたままでの状態だ。もっとも今回は二人の席は店内で、時間的にも先日より一時間ほどずれている。食事にもお茶にも中ちゆう途と半はん端ぱな時じ刻こくであるせいか、通とおりにも店の中にも人ひと影かげはまばらだった。


「今いま更さらになって私に支し払はらう金が惜おしくなったと？」


「そうは言っていない」


　相変わらずの薄うす汚よごれた格かつ好こうをした男は、苛いら立だたしげに言った。


「思いのほか、手に入った金額が……多くなかったのだ。だから──」


「事が終わってからの減げん額がく交こう渉しようは浅ましいよ。しかも予定の半額。これでは到とう底てい誠意は感じられないね。上の者にそう伝えたまえ」


「……ちっ。話にならん」


　勝かつ手てな事を言って、男は懐ふところに手を入れる。


　懐で小型拳銃を握にぎり締しめると、男は密ひそやかに笑った。魔法士ソーサリストといえど、モールドもスタッフもない状態で魔法は打てない。そこらの常人と同じだ。力も、そしてその生命力も。


「分かった。上にもう一度掛け合ってみる」


　そう言って立ち上がり、男はロミリオの横を通りすぎる。


　ぽすぽすぽす──と間まの抜ぬけた音がしてロミリオの身体からだが揺ゆれた。


　銃本体よりも大きな減音器サプレツサと、男の上うわ着ぎは、優すぐれた消音性能を発はつ揮きした。


　拳銃は小しよう口こう径けいだが、ある程度撃ち込む場所さえ選べば、相手を即そく死しさせるのも難むずかしくない。しかも確実を期して、装そう塡てんしてあるのは軟なん弾だん頭とう弾だんである。首の付け根に三発。どんな人間であろうと、延えん髄ずいを破は壊かいされて即死だ。


　金さえ積めば裏の仕事に手を染そめる魔法士などいくらでも見つかる。次はもう少し話の分かる相手にすべきだ──などと男は思った。


「所しよ詮せん、貴き様さまも人民を食い物にしてきた貴族の末まつ裔えい。我われ々われとは相あい容いれないな」


　男は呟くように言いながら足早にカフェテリアを出ようとした。


　だが。


　ふと世界が上にずれたような気がして、彼は眼めを瞬しばたたかせる。


「……え？」


　そして世界ではなく自分の視し点てんが下にずれたのだと気づき──彼は反射的に自分の身体に視線を落とした。


　つま先がない。足首がない。脛すねがない。膝ひざが──


　見る見る内に、彼の両足はさらさらと砂状に崩くずれて散って行く。崩ほう壊かいは恐おそろしいほど迅じん速そくに太ふと股ももから腹、そして胸へと進む。その間、わずかに三秒。


「ひ──」


　声をあげようにも肺はいが粉ふん塵じんと化かし──彼は首だけになってごろりとカフェテリアの床ゆかに転ころがる。そして彼は見た。確たしかに殺したはずの男が、嘲ちよう笑しようを浮うかべているのを。


　そして──その襟えり元もとが別個の生き物のように蠢しゆん動どうし、撃うち込まれた弾だん丸がんを吐はき出すのを。


「死ねよ、チンカス野郎」


　笑いながら──この上なく残ざん忍にんな笑顔を浮かべながらロミリオは言う。


　だが、男はそれを最後まで見み届とどける事はできなかった。崩ほう壊かいは情なさけ容よう赦しやなく完かん了りようし、わずかな粉ふん塵じんを残して男の存在は完全に消しよう滅めつした。


　時間にしてわずかに数秒、もともと人影もまばらな店内である。気づいた人間はいない。


「残念だよ、革命戦士くん。なに、寂さびしがる必要はない。僕に敵対した以上、上の連中にもすぐに逝いってもらうからね。続きはあの世でやり給え」


　粉塵が散る。


　カフェテリアの扉とびらの隙すき間まから入ってきた外気が、男の遺い体たい──と呼よぶにはあまりにささやかなそれ──を空気中に撒まいたのだ。一瞬遅おくれて……扉に吊つられた真しん鍮ちゆうの鈴すずが、からころと音をたてて新たな来客を告げる。


　ロミリオは視線を扉に向けた。


　カフェテリアの入り口に立っていたのは──外がい套とうに包まれた小こ柄がらな人ひと影かげであった。


　深く被かぶったフードの中の闇やみに、四つの紅あかい光が浮かんでいる。


「……ほう？」


　自分を真まっ直すぐに見み詰つめてくるその紅い視し線せんに、ロミリオは微び笑しようを返した。


「……そういや、誰だれに聞いたんだっけかな。ここのサンドイッチが、美う味まいって話だが──」


　続けて、そう言いながら入ってきたのは、くたびれた蒼あおの外套を着込んだ青年である。


「……どうした？」


　青年はサングラス越ごしの視線を不ふ審しんげに先の人影へと送る。


「何でもありません──たぶん、気のせいです」


　答える声は少女のものだった。ただし、ひどく平へい坦たんな口調であったが。


「さよか」


　青年は軽けい薄はくな口調でそう言うと、出入り口近くの席に陣じん取どる。少女も彼に従い、向かいあうようにして座すわった。


　ロミリオは黙だまって笑えみを深めると、立ち上がり、店の出入り口へ──二人の側そばへと歩いていく。二人の側を通りすぎかけて、彼はふと思い付いたような様よう子すで脚あしを止めた。


「ここはプリンも良いですよ」


　青年は顔を上げ──ロミリオを不審げに眺ながめる。


「是ぜ非ひとも御ご賞しよう味みなさってください。私の奢おごりです──そちらの個性的で、可愛かわいらしいお嬢じようさんに」


　ロミリオは店員に声をかけると、自分の伝票に新たにプリン一つ分の代金を自みずから書き込んだ。


「──それは、ご親切にどーも」


　少女の代かわりに青年が答える。


「いえ、お気になさらず」


「……どっかで会ったか？」


　青年の声に含ふくまれる鋭するどいものに、ロミリオは気づかない振ふりをした。


「さて。しかし縁えんというものは、どこで絡からむか分からないものですからね」


　ロミリオは青年の返事を待たず、彼の横を通りすぎると、出入り口横のレジに五十ドルク紙幣を一枚置く。


「縁があればまた会うでしょう。こうしてお会いしたように。それまではさようなら、レイオット・スタインバーグ」


　その瞬間。


　青年──レイオットは姿し勢せいを毛ほども変えず、その手だけが閃ひらめいた。


　まさしく瞬まばたきの間に抜ぬき放はなたれた回転弾倉式拳銃リボルヴアの銃口が、店の出入り口をにらみ据すえる。だが──そこに青年貴族の姿はなかった。


「縁ね──」


　店員が注文を取るべく近寄ってくるのを見て、レイオットは〈ハード・フレア〉を腰こしのホルスタに戻した。


「合あい縁えん、奇き縁、腐くされ縁──これ以上増ふやしてたまるか。あー。俺はこのハムサンドのセットを。香こう茶ちやで」


「私は──ミルクを」


　フードの内側から静かな声が告つげる。


「はい、ハムサンドイッチセット、香茶で。それとミルクですね。あとは、先ほどのお客様ご注文の自家製プリン……と。香茶はホットとアイス、ミルクとレモンがございますが、どちらを──」


　店員が業務用の笑顔で言う。


　……常連客の一人が入ってくるなりアンチョビサンドを苛いら立だたしげに食いまくったり。何やら客の一人が急にいなくなったり。別の客がさらに別の客に奢ると言い出したり。挙あげ句くには店に入っても、外套を脱ぬがないような胡う散さん臭くさい客が二人も来たり。


　今日は変な日だ。


　内心そう思いながら──しかし無論、笑顔を崩くずさず、店員は二人の注文を伝票に書き込んだ。





　　　　●　　●　　●





　結局。


　エレナと一いつ緒しよにネリンはスタインバーグ邸ていの掃そう除じをしてしまった。元もと々もと、汚よごれている部分や整せい理り整せい頓とんされていない部分を見ると、我が慢まんできないタチではあるのだ。


「あんた、いい主婦になれるよ」


　とはエレナの弁である。


「でも私、料理が駄だ目めですから」


「料理する旦だん那な選べばいいじゃない。スタインバーグの兄ちゃんとか、どう？」


「それは勘かん弁べんしてください」


　ネリンは苦く笑しようして言った。


　既すでに掃除は終わり、今は一息ついている状じよう況きようである。勝かつ手てに台所からエレナが出してきた茶と茶菓子──実は先日ネリンが持ってきたものの残りだったりしたが──が居い間まのテーブルに出ている。


「ああいう類タイプの男性と幸しあわせな結けつ婚こん生活を築く自信はありませんので」


　半なかば以上本気で言ったのだが──エレナはそうは思わなかったようだ。


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。私も独身のころはうちの人指さして同じ事、言ってたよ」


「で──今はお幸せですか？」


「毎日後こう悔かいの連続さね」


　笑いながらエレナは荷物と掃除用具をまとめると──わざわざ愛用の道具を持ってきているのだ──立ち上がった。


「でもね。ま、後悔できるうちは、まだまだ幸せだってこった」


「……そうかもしれませんね」


　本当に絶望した者は後悔などしない。


　後悔し、苦しみ、もがいている内は、まだまだいける。まだその先がある。


　まだ先があるというのは──それがどれだけ見えにくい、霧きりに閉ざされたような行く先だとしても──それは幸こう福ふくなのかもしれない。


　だから人は──死のその瞬間まで、努力次し第だいで自分を幸せにできる筈はずだ。幸せでなかったとしても、幸せに向かって進む事はできる筈だ。そんな風にネリンは思う。幸せになるための努力を放ほう棄きする人間を、だから彼女は許せない。


　ネリンの知るあの男は結局、不幸なまま『死』に逃にげた。


　妻さい子しにまで不幸を振りまいた挙あげ句くに。


　同じ事を彼女は許さない。同じ魔法士ソーサリストであり、同じ眼めをしたレイオット・スタインバーグが、あの男と──父と同じ道に逃げるのを許さない。


「んじゃま──私は帰るよ。スタインバーグの兄ちゃんによろしく言っといて」


「はい」


　玄関口でエレナを見送り──ふと視し線せんを転てんじると、夕ゆう暮ぐれ時どきの田舎いなか道みちを見覚えのある蒼あおい蒸じよう気きトラックが走ってくるのが見えた。買い物に行くにもモールド・キャリアを使う神経には呆あきれたが、考えてみれば他ほかの車をレイオットは持っていない。


「……おいおい」


　玄関でそのまま待っていると、石橋を渡わたってきたモールド・キャリアが停車して、レイオットが顔を出した。


「なんで……？　──って、ああ。シェリングのおばちゃんか、まったく──」


　すぐに得とく心しんがいったらしい。


　彼はやはりいつもの通り、わざとらしく大おお袈げ裟さな仕し種ぐさでため息をついた。


　染しみ付いた癖くせはなかなか取れない。しかし……


「あんたもしつこいな……」


「言ったでしょう」


　ネリンは両手を腰に当てながら言った。


「申請書を書いて、資格を取るまで毎日でも通います──って」
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「…………」


　レイオットは何か言いかけて──何も言わずに肩の力を落とした。


　代かわりに助手席のカペルテータを振り返って、言う。


「なんか言ってやってくれ」


「……ご苦労様です」


　皮肉なのか本心なのか──やはり素そっ気け無なくいまいち判断しにくい声でＣＳＡの少女がネリンを見て言う。やはりこの少女が何を考えているのか、ネリンには分からないが……嫌きらわれているのでもなさそうだ。


「どいつもこいつも……」


　レイオットは顔をしかめて言い──そして改めてネリンを振り向いた。


「で、シモンズ監督官──そろそろ夕食の時間だが、どうする？」





　──かくして。





「はい、いただきます」


「……二度目にして最も早はや、遠えん慮りよなしかよ」





　──咎とが人びとは罪つみの重さを忘れ得ず、





「嫌いやならそもそも提案しなければいいじゃないですか」


「慎つつしみ深ぶかさの問題だろ、それは」





　──人がその心も形も人たる事を忘れて、





「無論、癒ゆ着ちやくはいけませんので、食べた分は払います」


「そういう事じゃなくてな──まあいいけど」





　──憎ぞう悪おは尽つきる事なく生まれ流れ続ける、





「十五ドルクと三十センテです」


「何なんだ、その細こまかい数字は」





　──そんな不安に満ちた行く末の見えない世界に生まれて、





「一か月の食費から逆算した、夕食一回分の平均実費です」


「計算するな、んなもん」





　──されど人々の営いとなみは絶たえることなく……


　今日も一歩を踏ふみ出す。


　小さく鈍にぶく、もがきながら苦しみながら……しかし確実な一歩を。


　今日とは違う明日へと、連れん綿めんと続くその一歩。


　留とどまる事なく前に進むために。


　まるで、そのために人間は生まれてきたのだとでも言うように……
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魔法【Magic】





　虚数界面アストラル・サイドを通して事象界面マテリアル・サイドに干かん渉しようし、使用者の意志を現象として顕けん現げんさせる技術。


　元々は迷信的スーパーステイシヨンなある種の秘ひ儀ぎとして、一部の人々に継承されてきたものであり、その起源は定かではないが、現在、一般的に魔法と呼ばれているものは、北暦一八九九年にマランド大学のジョージ・グレコ教授によって体系化され、技術として確立された。


　魔力圏と呼ばれるその効果圏内においては使用者（魔族、あるいは魔法士）の意志が物理法則よりも優先される。時間的、空間的な制約は勿もち論ろんの事、使用者の認識力と思考速度によってもその効果に限界はあるが、魔力圏内にある限り、あらゆる物質と現象は魔法の使用者の意志に影響を受ける。


　魔族はその肉体そのものが魔法を行こう使しするための器官となっているが、人間の魔法士がこれを行使する場合、スタッフやモールドといった機械の補助を必要とする。これは魔法の反動である呪じゆ素そが肉体に蓄ちく積せきされるのを防ぐと同時に、定型化・類型化により効こう率りつよく魔法を発動させ、魔法士の負担を減へらすためのものである。本来、自由自在に使用者の意志を実現するはずの魔法に、個別の名前や呪文書式スペルといったある種の形式が定められているのも、同様の理由による。


　一応は体系化された技術として多方面に応用されてはいるものの、その成果の殆ほとんどは、試し行こう錯さく誤ごや経験則によるところが大きい。実のところ、根本的な原理の解明はグレコ教授失踪後、進んでおらず、全ては仮説の域を出ていない。





魔法士【ソーサリスト／sorcerist】





　魔法を使う事を生業なりわいとする者。魔法技術者。俗称として魔法士──とくに戦術魔法士のことを『ストレイト・ジャケット』と呼ぶ。その奇き跡せきに等しい力は社会になくてはならないものだが、その一方で、何らかの事故でいつ魔族化するか分からず、恐怖や嫌けん悪おの対象ともなり易い。


　かつては単なる魔法技術者の総称であったが、現在は国家資格として労務省魔法管理局に管理されており（アルマデウスの場合）、当然ながら、違法な無資格の魔法士もいる。


　一般的に魔法士の報ほう酬しゆうは法定されており、一定以上の値上げは勿論、値下げも違法となる。これはダンピング合戦等の結果として発生するであろう、魔法士という職種そのものの質的低下を防ぐためである。


　ちなみに公的組織内に彼等はいない（という事になっている）。これは魔族化の危険のある彼等を「公務員」として抱え込む事が政治的に危険であり、万一の場合の補償問題を回避するためである（魔族事件に関する補償額は通常の事件に比べて桁けたが違う）。


　軍、警察にしても、現場に出て魔法技術を行使するのは、要請を受けて出向している「傭よう兵へい」扱いの戦術魔法士であり、魔族化すれば公的機関はいつでも彼等を「切り捨て」られるようになっている。


　社会的には比較的冷遇されている分、彼等魔法士の報酬は高い。平均して魔法士の年収は約三十万ドルク。戦術魔法士の場合はさらにその倍以上となる。


　危険と引き替えに高い報酬を法定されている彼等だが、幾つかの制約や義務もある。管理局の定める身体検査への出頭義務、モールドおよびスタッフの定期検査義務、助手の登とう録ろく義務、ＣＳＡの後見人（里親？）義務、業務過密状態以外での請負拒否の禁止など。





モールド【mold】





　魔法士が使う特殊な『鎧よろい』。元々は魔法を使う際に、魔族化を防ぐための拘こう束そく具ぐであり、必ずしも戦闘用というわけではない。


　物理的な拘束により肉体の変形を抑え、同時に魔力の反動として生じる呪じゆ素そ汚染が肉体に影響を及ぼさぬ様、一次拘束術式図版プライマリ・レストリクト・パターンに代表される魔力・呪素回路によって誘導し、封呪素筒に封じ込めるための装備。


　戦術魔法士が使うモールドは特に『タクティカル・モールド（tactical mold）』と呼ばれ、戦闘用（主に対魔族用）のもので、装甲や武装を兼ねている事が多い。


　その拘束度デユラビツトにより魔法を打てる回数は決まってくるが、これはモールドの作りによって異なる。





スタッフ【staff】





　いわゆる『魔法使いの杖』。魔法の増ぞう幅ふく・補助器具。魔法の手順の幾つかを代用する機器。これを操そう作さする事により、基礎的な魔法であれば呪文を声に出して唱となえる事無く発動させる事が可能で、この操作を無音詠唱ダムキヤストと呼ぶ。


　モールドの装備品オプシヨンのような印象を受けるが、実際にはモールドの一部である。ただし魔力回路の規格さえ合えば交こう換かんは可能。


　便宜上『杖スタツフ』と呼んでいるが、形態そのものに何らかの制限があるわけではない。戦闘用のタクティカル・スタッフ（tactical staff）などはモールド装着時の運動性を確保するために融ゆう通づうの利く外部接続方式をとっているが、医い療りよう用のメディカル・スタッフのように、モールドの内部に完全に組み込まれているものや、据すえ置おき型のものもある。





魔族【メレヴェレント The malevolent】





　魔法を使いすぎた人間のなれの果て。管理局では「魔法中毒者」（Ｓ─アディクト／Sorcery-addict）と呼ぶ場合もある。


　魔法の行使は呪素と呼ばれる不可視の汚お染せんを発生させ、これが『人間である事』のタガを外はずしてしまう。このため、人間としての『形』が固定されず、次第に精神も肉体も変形・変質して行く。その結果として大抵の人間は残ざん虐ぎやくな化け物へとなって、人間を襲おそうようになる。これが魔族化である。


　まだ魔法がごくごく一部の人間達の間の限られた秘技であった時代には、当然ながら滅めつ多たに出現しなかったため、その存在は疑問視されていたが、現在では公的にもその存在が認められ、現実的な脅きよう威いとして認識されている。


　その魔族化の程度によって、魔族は


「男爵／バロネージ」級


「子爵／ヴィスコント」級


「伯爵／カウント」級


「侯爵／マークウィス」級


「公爵／デューク」級


「魔王／ルシフェル」級……に分類される（アルマデウス労務省魔法管理局基準）。


　伯爵級以上の魔族は基本的に恒常魔力圏を維持するために本来の顔とは別に撃発音声トリガー・ヴオイス詠唱用の副顔・通称〈謡シうンもガのー〉を備そなえており、この副顔の発しつづける『歌』が継続的に魔力圏を顕現させ続ける。





魔力圏【domain】





　魔族はその身体の周囲に、自分の意志を物理法則に優先して顕現させ得る場を発生させる。これを魔力圏ドメインと呼ぶ。


　一般的にこの魔力圏は魔族の等級が大きくなるほどその半径が広がり、またその反応速度や変形性も高まる。魔族の等級が上がれば殺さつ傷しよう困こん難なんになるのはこのためで、事実上、中級以上の魔族を銃火器によって殺害するのは不可能ともいわれている。


　魔法による攻撃だけが魔力圏を突破して魔族に通用しうるのは、魔法攻撃が魔力圏の影響を受け難にくいからである。魔力圏はその性質上、外部からの干かん渉しようを異物として自動的に排除するという、免めん疫えき・抗体反応のような機能を持つが、魔法という同種の力による攻撃は、魔力圏が異物と判断しにくいため、排除されずに通る事が多いのである。


　ちなみに魔法士の魔法も、魔族と同様、魔力圏の効果によるものだが、彼等の魔力圏の中心点は自己の肉体ではなくスタッフの先端である。また当然ながら魔族のそれに比べると小さく、効果時間も極めて短い。





プレッジ・レター【pledge　letter】





　誓約の言葉。モールド着装の際に素肌に書き込む文句。


　二次拘束術式図版セカンダリ・レスリクト・パターンの隙すき間ま、大たい概がいが心臓の上である左胸の位置に書き込む。





「I pledge my heart to be back to you as a human」


「我は我が心しん臓ぞうに賭かけて誓せい約やくす、人として汝なんじの元もとへ還かえらん事ことを」


　モールド、二次拘束術式図版と並んで魔法士を人間に留とどめおくためのものだが、実効性は疑問視されており、労務省魔法管理局が法律でその処しよ置ちを要求する正式なものではない。だが、多くの魔法士──特に危険に晒さらされる事の多い戦術魔法士は、ある種のお守りとしてこれを書き込む。レイオットのようにこのプレッジ・レターを不必要として書かない戦術魔法士は、むしろ少数派である。


　基本的にまじない、迷めい信しんの類たぐいではあるが、自己暗示による一種の精神拘こう束そくとして作用する場合があると主張する者も多い。


　魔法士達はこのプレッジ・レターにより「人としてあなたの元へ還る」という誓いをたてる。これを書くのは基本的にその魔法士が一番信頼している相手（助手、親兄弟、親友、恋人）がほとんどであり、魔法士達はこのプレッジ・レターを書き手以外の他人に見せる事を「効果が薄れる」と極きよく端たんに嫌いやがる傾向がある。






　あとがき







〈ストレイト・ジャケット〉。


　それは心正しき者にのみ与えられる『真っ直ぐな衣』。この物語は、伝説の勇者が身につけるという、その聖なる衣装を帯びて、世界の危機を救うために旅立つ、明るく強い少女の、熱血感動巨編である！





　………………ごめんなさい、とっても真っ赤クリムゾンなウソです。





　という訳で。


　初めての方は『はじめまして』。別のシリーズでおなじみの方は『どーも』。


　軽小説屋の[image: ]一郎であります。





　さてさて、本作『ストレイト・ジャケット』。


　既に読んで下さった方はお分かりでしょうが、この作品は既に富士見ファンタジア文庫から刊行されている私の他の作品──『スクラップド・プリンセス』シリーズやデビュー作の『ドラゴンズ・ウィル』とは少々毛色が異なります。





　何がどう異なるかというと……一番大きな違いは、かなりシリアス寄りだって事でしょう。ギャグもコメディも特になし。どっちかってーとハードボイルド系です。人もぽこぽこ遠慮なく死にます。グロもあり。でもエロはなし（ちっ……）。





　また、今回は書き方からしていつもとは違います。


　まず最初に世界ありき。登場人物やドラマよりも先に、世界観等の設定を作ってから、書き上げるという形式をとっております。いつもはドラマや登場人物に合わせて小道具や設定を組むのですが、今回は逆。


『鎧』『魔法使い』の二語を根本として、世界観を組み上げ、色々な物語を連作で（場合によってはオムニバス形式で）提示していける舞台設定。これは小説の世界観構築というより、むしろある種のゲーム世界の構築に似ているかもしれません。





　なんだかんだで初期に比べると大おお幅はばに設定やら何やらが膨ふくれ上がりましたが……外国ＴＶシリーズ（特にＳＦや刑事ドラマ）の第一話、『こういう世界に生きている連中のとある一日』みたいな雰囲気が、少しでも出ていれば幸いです。





　いつもと違う方法をとったせいで、大分苦労はしましたが（自じ業ごう自じ得とく）、元々こういう設定の塊みたいな話を造るのも好きなので、結果的には楽しく書かせていただきました。


　あまり細かい設定や世界観は、雑誌連載が基本である従来の『スクラップド・プリンセス』シリーズでは盛り込むのが難しいんですよね、枚数制限の関係などで。今回は折せつ角かくの書下ろし新シリーズという事で、書き方やら何やら、多少の無理は承知の上で、いつもと少し変えて、やらせていただいた次第。





　とはいえ……作者が楽しんで書く事と、読者の方々が楽しんで下さることとがイコールでないのが、この業界の辛つらいところ。多くの方々に『もうこんなの書かずに、いつものヤツでいっとけ』とか『僕の気持ちを裏切ったな』とか『おまえには失望した』とか言われてしまう可能性もある訳で、ちょっとドキドキです。


　その一方で『こういう[image: ]作品もアリだよな』といった評価がもらえたりすると、次はもうちょっとヤバめの方向に無む茶ちやができるかもしれない……と密ひそかに思っていたり（笑）。





　まあ、本作が実験的なだけの駄だ作さくか、軽小説屋・[image: ]一郎の新境地なのか、判断するのは読者の方々であるという点は、いつもと同じです。


　一応全五巻、としてプロットをたてておりますが、これが本巻のみになるか、それとも読者の方々の御支持をいただいて、五巻以上のシリーズになるかも、まだ分かりません。


　ただ、これからも機会を見つけては、少しずつ作風を広げていけたら、とは思っております。ライトノベルってもっと色々な事がやれる世界だと思いますし。


　そういう訳なので、まあ……本作も、どうかひとつ、よろしく。





　……で、最後にやはりスペシャル・サンクス。





　誰よりもまず、担当のＴ嬢。


　[image: ]の爆ばく裂れつするわがままを怒りもせずに聞いて下さり、本作の実現に尽じん力りよく下さった事、それに見合うだけの感謝の言葉が見当たりません。なので、とにかく単純ですが『本当にありがとうございます』なのです。





　絵師の藤ふじ城しろ陽よう氏。


　細かくてややこしくてわかりにくい設定の山を前にしての、イラスト化作業……どれだけご迷惑をおかけしたやら。キャラ別に起こして下さった幾つものイメージカットを拝見した時は、大変嬉しゅうございました。





　作品設定の検証をする上で意見を頂いたり、執筆中に意見を求めたり、あるいは愚痴をこぼしてご迷惑をかけたりした方々。


　小説家の対馬正治氏、同じく内藤渉氏、ファミコン通信編集者のキッシー嵐山氏、絵師の騎羅氏、友人のＯ氏、Ｓ氏、そして草野ぐりま嬢……皆様、ありがとうございました。なんだかんだで、こういう話になりましたです、はい。





　何はともあれ、夏バテ気味ながら、[image: ]は今日も小説書いて、美味しくご飯食べてます。


　プロデビューして三年目、専業小説屋になって一年とちょっと。四年前には想像もつかなかったこの状況。小説屋というのも、何だかんだで想像していたよりも大変な仕事だったりしますが……それでもこうして好きな仕事をしていられるのは、幸せな事です。





　故に、私をここまで連れてきて下さった読者の方々と、この本を買って下さった方々に、心よりの感謝を。そしていつも通りに『これからもよろしく』の言葉を──





　……そう。問題は常に『これから』。


　さて──次の一歩はどう踏み出しましょうかね？





　２０００／７／１０


　ＢＧＭ：『エリノア・リグビイ／カヴァーヴァージョン』（ｂｙエスペラント）


　ＭＡＣＨＩＮＥ：パナソニック・レッツノートＡＬ─Ｎ２





　追伸。


　なんか最近はウェブサイト『うごうご[image: ]くん』のｉモード版もできたとか。サイト管理人である草野ぐりま嬢いわく「そっちもよろしく」だそうです。




ストレイト・ジャケット１


ニンゲンのカタチ


～THE MOLD～
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